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こ の報 告 書 は,日 本 自転 車 振 興 会 か ら競 輪

収 益 の一 部 であ る機 械 工業 振 興 資 金 の補 助 を

受 け て昭 和61年 度 に実施 した 「自然 言 語 の

コ ン ピ ュー タ解 析 用 辞 書 に関 す る調査 研 究 」

の成 果 を と りま とめ た もの で あ り ます 。



は じ め に

我 が 国 の産 業 を取 り巻 く国際経 済 環 境 は 複雑 化 し て きてお り,政 府,産 業 界

では 海 外 の産業 経 済 動 向,技 術 動向 等 につ い て迅 速 か つ正 確 に把 握 す る必要 性

が従 来 に も増 して高 ま り,一 方,海 外 の新 聞情 報,文 献 情報 等 は 国際 ネ ッ トワ

ー ク を通 じ て即 時 に入 手 可 能 な状 況 にな
った。

この よ うな 国 内外 の 自然 言 語 に よ る文 章 情 報 の蓄 積 ,検 索 利 用 等 の需 要 が 増

大 す る中 で,自 然 言 語 を対 象 とした コ ン ピュ ータ に よ る解 析 を正 確 に行 うニ ー

ズ が 高 まっ てい る。

そ の際 に必要 にな るのが 辞書 で あ り,解 析 に用 い る辞 書 の良否 が解 析 の精 度

を決 定 す る と さえ言 われ てい る。

現 在,自 然 言語 解 析 の応 用 技術 とし て,自 動抄 録,機 械 翻 訳,自 然言 語 に よ

る質 問 応 答等 に関 す るシ ス テ ム の研究 開発 が諸機 関 にお い て進 め られ て い る も

の の,解 析 に用 い る辞 書 は 諸 機 関 に お け る解 析 手 法 ,解 析 レベ ル等 の違 い に よ

り各 々異 な って お り,シ ス テ ム間 の相 互 利 用は 不 可能 な状 況 にあ る。

こ の よ うな背 景 か ら,当 協 会 では,辞 書 の シ ス テ ム間相互 利 用 を可 能 とす る

こ とを 目的 に辞 書 体 系 を整 備 し,効 率 的 な辞 書 作 成 ,維 持体 制等 の確立 を 図 る

べ く,昭 和60年 度 よ り3年 計 画 で ,自 然言語 の コ ン ピュー タ解 析 用辞 書 に関

す る調 査 研 究 を実 施 す る こ と と した。

60年 度 にお い ては,諸 機 関 にお け る コン ピュー タ解析 用辞 書 につ い て海 外

も含 め た先 進 事 例調 査 を行 い,辞 書 の相 互利 用 を可 能 とす る ため の辞 書 項 目の

共 通性,辞 書 の全 体 構成,品 詞分類 ・意 味 分類 等 の体 制 につ い て検 討 した。

2年 目に当 る本 年 度 は,60年 度 の調 査結 果,お よび,国 内 ・海 外 の辞書 更

新 機 能 を 中心 と した調 査結 果,等 を踏 まえ て,コ ン ピュ ータ解 析 用辞 書 整 備 の

た め の基 本 構 想 を描 こ うと試 みた。本 報 告 書はその成果 を とりまとめた ものである。

本 報 告書 がパ 関 心 の あ る方 々 に広 く利 用 され,今 後 の 自然 言語 処 理 お よび 辞

書 研 究 の 向 上 の一 助 と して寄 与 で きれ ば幸 い で あ る。

最 後 に,本 調 査 研 究 にあ た って,ご 指 導 ご協 力 い た だい た渕 委員 長,石 川 主

査(前 半),横 井 主査(後 半)を は じめ,各 委 員並 びに関係各位に感謝の意 を表 します。

昭 和62年3月
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1.事 業 概 要

1.1目 的 と背 景

我 が 国 の産 業 を取 り巻 く国 際経 済 環境 は複 雑i化 して き てお り,政 府,産

業 界 では 海 外 の 産 業 経 済動 向,技 術 動 向等 に つ い て迅速 か つ正確 に把 握 し,

か つ 国内情 報 を海 外 に提 供 す る必要 性 が従 来 に も増 して高 ま って い る。

一 方 ,国 内外 の新 聞情 報,文 献情 報 等 は 国際 ネ ッ トワー ク を通 じて即 時

に入 手 可能 な状 況 にな っ てい る。

この よ うな海 外 の 自然 言語 に よる文 章 情 報 の蓄 積,検 索 利 用等 の需 要 が

増 大 す る 中 で,自 然 言 語 を対 象 とした コ ン ピ ュー タ に よる解 析 を正 確 に行

うニ ーズ が 高 ま っ てい る。 一

その 際 に必 要 にな るの が辞 書 であ り,解 析 に用 い る辞 書 の良否 が解 析 の

精 度 を決 定 す る とさえ 言 わ れ てい る。`

現在,自 然 言 語 解 析 の応 用 技術 として,情 報 蓄積 面 で は 自動 イ ンデ クシ

ング,自 動 抄 録 等 に関 して,ま た,情 報 の利 用面 で は機 械 翻訳,内 容検 索,

自然言 語 に よ る質 問 応 答 等 に関 す るシ ス テ ムの 研究 開発 が諸 機 関 にお い て

進 め られ て い る もの の,解 析 に用 い る辞 書 は諸 機 関 に お け る解 析 手法,解

析 レベル 等 の違 い に よ り各 々異 な ってお り,シ ステ ム 間 の相互 利 用 は 不 可

能 な状 況 に あ る。

この た め,本 事 業 で は,昭 和60年 度 よ り3ケ 年 計画 で コ ン ピ ュー タ解

析 用辞 書 の シ ス テ ム間 相 互 利 用 を 可能 とす る こ とを 目的 に,辞 書 体 系 を整

備 し,効 率 的 な辞 書 作 成,維 持 体 制 等 の研 究 を行 って い る。

60年 度 にお い ては,諸 機 関 にお け る コ ン ピ ュー タ解 析 用辞 書 につ い て

海 外 も含 めた先 進 事 例調 査 を行 い,辞 書 の 相互 利 用 を 可能 とす るた めの辞

書 項 目の共 通性,辞 書全 体構 成 品 詞分 類 ・意 味分 類 等 の体 系 につ い て検

討 した。60年 度 の調 査 研 究成 果 は,も 「60-SOO2自 然言 語'の コ ン ピ ュ

ー タ解 析 用 辞 書 に関 す る調 査 研 究 報 告書 」(昭 和61年3月
,'財 団法 人 日

本 情報 処理 開発 協 会)と して ま とめ られ てい るご

本 年度 は,'60年 度 の調 査 研 究 成果 を踏 まえ,コ ン ピュご タ解 析 用辞 書

整 備 の た め の基 本 構 想 を と りま'とめ るべ く調 査 研 究 を実 施 したも"

1



1.2事 業 計 画 と実施 経過

(1)事 業計 画

コン ピュー タ解 析 用辞 書整 備 の た め の基 本 構 想 と りま とめ に当 た り,具

体 的 事 象 か ら本 調 査 研 究 を進 め るた め,本 年 度 は下 記 の調 査 お よび 検 討 を

行 うこ とと した。

① 国内調 査

昨 年 度 は特 に 自然言 語 解 析 の ア プ リケ ー シ ョンを 限定 せ ず に幅 広 くマ

シ ン リー ダ ブル な辞 書 につ い て調 査 を実施 した が,近 年,ア プ リケ ー シ

・ンの一 つ で あ る機 械 翻 訳 シ ス テ ム が商 用 シ ス テ ム として世 の 中 に 出 て

きて お り,こ の よ うな状 況 を踏 まえ て機械 翻 訳 シ ス テ ム を例 とした辞 書

につ い て,運 用 面 か らの更 新 機 能 等 の ユ ーザ の立場 か らの調 査 を さ らに

行 い,辞 書 の あ るべ き姿 を探 る検 討 資 料 を得 る。

な お,こ の調 査 は,機 械翻 訳 シ ス テ ムのメ ー カ側 とユ ーザ 側 に分 けて

行 うこ と と した。

② 海外 調 査

海外 に お け る コ ン ピ ェ一 夕用辞 書 の作 成,更 新 お よび標 準化 の動 向 を

調 査 す るた め,調 査 員 を,ア メ リカ,カ ナダ,欧 州 に派 遣 す る こ と と した。

③ 委 員 会 にお け る検 討

調 査 研 究 を推 進 す る た め に,当 協 会役 職 員 及 び 外部 有識 者 か らな る

「自然言 語解 析 用 辞 書 調 査 委 員 会 」 を60年 度 に引 き続 き設置 して,実

施 計 画等 を検 討 す るとともに,「 同 ・専門 委 員 会」 において,国 内 ・海 外 調

査 の詳 細 検討 と調 査 結 果 に もとつ く辞書基本構想 の検討 を行 うこ ととした。

② 実施 経過

本 年 度 は,辞 書 更新 お よび辞 書 基 本 構 想 の調 査 検 討 に力点 を お き,委 員

会 お よび専 門 委 員 会 にお け る調 査 検 討,国 内の機 械 翻訳 シ ス テ ム を例 と し

た辞 書 更 新 の調 査,海 外 の 辞 書 作成 ・更 新 お よび 用語 も含 めた 標準 化 動 向

調 査 を行 い,そ れ ら の調 査 結果 を元 に して,辞 書更 新 の あ り方,辞 書整 備

基 本構 想 と して のLDB(LexicalDatabase)の 構想 を 試 み た。

本 年 度 の調 査 研 究実 施 経 過 の概要 を表1-1に 示 す。
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表1-1調 査 研 究実 施 経 過:

委員会 回 開催 日 議 事

本委員会
1 61.9.4

① 委員紹介

② 調査研究計画の検討

2 61.12.17
,

① 調査研究の実施経過

② 内外調査の実施状況報告

3 61.3.24 ① 昭和61年 度調査研究報告書 について

専門委員会 1 61,7ユ1 ① 調査研究 の大枠 について

2. 61.9.4 第1回 本委員会 と合同

3 61,9ユ8
① 調査研究計画

② 調査研究方針 、

4 61,929

① ヒアリング[欝 欝歴 霊 園

〔機械翻訳 システムの辞書 とユーザインタフェース 〕

機 械 翻訳 シス テ ム の メー カ とユ ーザ の各 々 の

立 場 か ら,辞 書 の役 割,構 成,更 新 を含 め た メ

ン テ ナ ン ス,マ ン マ シ ン イ ン タ フ ェ ー ス に つ い

.・ て 現 状 を 解 説o一

5 61.10.13 ① 調 査 項 目(メ ーカ/ユ ーザ/海 外)の 検 討

61.11.1～62228国 内 調 査 の 実 施

61.11.3～61.11.23海 外 調 査 の 実 施
一

6 61.12」7 第2回 本委員会 と合同

7 621.14

・

① 内外調査 に基づ く辞書基本構想検討項 目について

8 62.2.4
① 辞書基本構想 の検討 の枠組み

② 昭和61年 度報告書構成の検討

9 62・a3 ① 昭和61年 度報告書(素 案)の 検討

10 62,a24 第3回 本委員会 と合同
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1.5調 査 研 究 成 果 の 概 要 ・

本 報告 書 は,7つ の章 と資 料 編 か ら成 って い る。 こ こでは,報 告 書 の構

成 に沿 って,本 調 査研 究 の 昭和61年 度 調査 研究 の概 要 を述 べ,大 略 を把

握 し うる よ うに した。

(1)自 然 言 語 処 理 応 用 シ ス テ ム と解 析 用辞 書 の現 状(2章)

コンピュータ で 自然 言 語 を処理 す る研究 が発 展 して くるにつれ て,自 然 言語

処理 を応 用 したシステムの開発 が盛 ん に行 われ るよ うになって きた。 自然 言 語

処理 に対 す る研 究 要 素は まだ数 多 く残 されているが,こ れ までの 研 究 成果 を

用 いて も,あ る程 度 までユーザの要請 に応 え うるシステムも現 われてきた。 そ

のよ うなシステムにとって重 要 な要 素 の 一 つ に辞 書 が あ る。 辞 書 の部分 が充

実 していないシステ ムは,そ の価 値 が半 減 す るとい って も過 言 ではない。 しか

しながらユ ーザの立 場 か ら見 た場 合 には,た とえメーカ側 か ら見 てどんな に完

壁 と思 わ れ る辞 書 が 供 給 されて も必 ず 不満 が残 る。それは,ユ ニザが,自 分

の 使 用条 件 に応 じて,辞 書 に新 た な語 や情 報 を付 け加 え た り,逆 に場 合 に

よっては 削除 した りす る必 要 が あ るか らで あ る。

ここでは,ユ ーザ 側 か ら見 た 自然言 語 処 理 応 用 システムの現 状,な らびにユ

ー ザの希 望 す る,あ るべ き姿 といった ものを,機 械 翻 訳 システム,文 書 作 成支

援 システ ム,デ ータベ ース ・アクセスシステム,等 を例 にとって概 観 してい る。

(2)国 内 におけ る機械 翻訳 システムの辞書更新 の現状(3章)

自然 言語 解 析 用 辞 書 に つい て,効 率 的 な構 築 ・運 用 ・維 持 等 の体 制 につ

い て検 討 す るた め,国 内 の代 表 的 な メ ー カ,ユ ーザ を対 象 と して現状 及 び

将 来 望 ま しい と考 え られ る辞 書 の姿 に つい て調 査 を行 っ た。 自然言 語解 析

用辞 書 を利 用 し た シ ス テ ム と しては 「機 械 翻 訳 シ ス テ ム」 があ る。 近 年,

機 械 翻 訳 シ ス テ ム は 商 用 シス テ ム化 が進 み,一 部 で は実 用 に も供 され る よ

うにな って お り,自 然 言語 解 析 用 辞書 利 用 ア プ リケ ー シ ョンの典 型 的 な利

用例 とみ なす ご どが で きる・ そ こで,国 内 の 商 用機 械 翻 訳 シス テ ム提 供企

業(「 メ ー カ」 と称 す る)と そ の製 品 の導 入企 業 ・団 体(「 ユ ー ザ」 と称

す る)に 対 して,表1-2の 調 査 項 目に基 づ くア ンケ ー ト及 び ヒア リング

に よ る調 査 を行 った 。
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表1-2国 内調 査項 目 と調 査対 象企業 ・団体

1)辞 書 の種 類 と機 能

2)各 辞 書 の デ ー タ項 目

3)辞 書 の ユ ーザ へ の提 供方 式

4)辞 書 更 新 に関す るユーザへの提 供 メ ンテ ナ ン

ス機 能

.5)辞 書更 新 に関 す るユ ーザ へ の メ ー カ側 の支

援 体 制

1)辞 書更新 の必要性,そ の程度及 び内容

2)辞 書更新 に関す るユーザ側 の運用規定

3)提 供 されそいる辞書 メンテナンス機能 の評価

4)辞 書 メ ンテナ ンス機能 のあるべ き姿

調 査 対 象

㈱ ブラビス ・インターナショナル

富士 通 ㈱

日本 電 気 ㈱

㈱ 東芝

㈱ 日立 製作所

本田技 研工業㈱

側}電 力中央 研究所

(財)日本原子力研究所

㈱ 日本経済新聞社

㈱QUICK

(旧:市 況情報センター)

国 内調 査結 果 の ポ イ ン トは,以 下 に示 す とお りで あ る。

① 今 回 の調 査 に おい て総 じ て言 え る こ とは,我 が 国 にお い て は機 械 翻 訳

シ ス テム は まだ試 用 の段階 にあ る もの が ほ とん どで あ るた め,機 械 翻 訳

シ ス テ ムの持 つ辞 書 更 新 や 編集 機 能 につい て も,ま だ 実 使用 の経 験 か ら

十分 な こ とが言 え る段 階 では な い,と い うこ とであ る。 い まだ,十 分 な

市場 が形 成 され てい るわ け で な く,多 くのユ ー ザ は試 用 の段 階 にあ り,

それ ぞれ工 夫 しなが ら実 用 へ の試 み を続 け てい るのが 現状 であ る。

② メ.一 力調 査 結果 の ポ イ ン ト.,

・ 一今 回 の対 象 とな ったほ とん どの機 械 翻 訳 シ ステ ムは,英 語 一 日本 語

間 の翻 訳 をするもので,翻 訳 の対 象 としては,"科 学技 術 分野 が多 か った。

・ ・機 械 翻 訳 シ ス テ ム で使 用 す る コ ン ピ ュー タは,汎 用 大型 機,ワ ー ク

ステ ー シ ョン,パ ソ コ ンであ り,規 模 に よ り想 定 す るユ ー ザ像 に違 い

が 見 られ る。

一5一



・ 機 械 翻 訳 シ ス テ ムの メー カ提 供 辞 書 の更 新機 能 につ い ては 大 体 共 通

し てい て,辞 書 更新 の範 囲 も大体 ユ ー ザ辞 書 を対 象 と して,機 能 語以

外 の訳 語,属 性 の変更 であ り,文 法 の変 更 は許 さ ない とい うの が一 般

的 で あ る。 また,共 同 開発 の場 合 を除 き,メ ー カか ら提 供 され る基 本

辞 書 そ の もの を更新 す る こ とは で き ない こ とが多 い。

・ メ ー カ側 が あ る範 囲 の専 門用 語 を対 象 と した専 門語辞 書 を提 供 して

い る場 合 は ユ ーザ側 の負 担 が か な り低 減 さ れ る場 合 もあ る。 しか し,

現 在,機 械 翻 訳 シ ス テ ムの 市場 が十 分 形 成 され て い な い等 の こ とか ら,

メ ー カ 側 で ユ ーザ の 実情 に十 分 対 応 した辞 書 提 供 を し うる まで に至 っ

て い な い た め,ユ ーザ 自身 の辞 書 作 成 の負 担 は避 け られ ない よ うであ

るo

・ 辞 書 更新 の た め のユ ーザ イ ンタ フ ェー ス は,デ ィス プ レイ画面 に向

か い対 話的 に行 うものが 代表 的 で,コ マ ン ドを入 力 す る方 式,メ ニ ュ

ー方 式 ,テ ン プ レー ト方 式 が あ る。.

・ メ ー カ側 で想定 してい るユ ーザ 像 とし ては,メ ー カ側 で提 供 す る辞

書 の他 にユ ー ザ 自身 が必 要 とす る語 彙 ・訳 語 につ いて は ユ ー ザ 自身 が

辞 書 を作 成 して使 用 す る,と い うもの で あ る。 メ ー カ側 は ユ ー ザ に対

して,現 在 の機 械 翻 訳 シ ス テ ムは ユ ーザ が 自分 で作 りなが ら実 用 化 し

て い くもの だ とい う認 識 を期 待 して い る よ うで あ る。

・ メ ー カ側 の提 供 す るサ ー ビス体 制 につ い て は,現 在,メ ー カ に よ っ

て か な り違 い がみ られ る。 教 育 サ ポー ト,SEサ ポー ト,苦 情 処理,

ユ ー ザ 会等 サ ー ビス の形 態 は い ろい ろあ る。概 し て,ユ ー ザ の増 加 に

応 じて サ ー ビス体 制 を整 え つ つ あ る とい うの が現状 であ る。

③ ユ ー ザ調 査 結 果 の ポ イ ン ト

・ ユ ーザ の典型 的 な 姿 と しては,機 械 翻訳 を 適 用 した い 分野 を具 体 的

に一 つ 持 っ て お り,メ ー カ提 供 の一 般辞 書 と専 門語辞 書 の上 に,ユ ー

ザ 辞 書 を構 築 しな が ら,実 用化 へ 向 け て試 験 的 に使 用 してい る とい う

もの で あ る。 ユ ーザ の 中で あ る程 度 成功 をお さ め てい る例 を見 る と,

機 械 翻 訳 の適 用範 囲,分 野 を か な り狭 い範 囲 に限 定 して い る場 合 が見

られ るo
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・ 辞 書 更新 につ い て は,か な り機械 翻 訳 シ ス テ ム に通 じ てお り,文 法

の知 識 につ い て もあ る程 度持 ってい る人 で な い と難 しい よ うで あ る。

・ ユ ー ザ の機 械 翻 訳 シ ス テ ム使 用者 は,(i)エ ン ドユ ー ザ1川翻 訳 者〔旧コ

ン ピュ ー タ シス テ ムの研 究 開 発担 当 者 とい うタ イ プ分 けが で きる。 エ

ン ドユ ー ザ は,対 象言 語 の知 識 の多少 に よ り,翻 訳 結 果 の質 に対 す る

要求 が異 る。 翻 訳 者 は,下 訳 を出 させ て翻 訳 の能 力 向上 のた め に使 用

す る。 シ ス テ ム研 究 開発 者 は,翻 訳 サ ー ビス をエ ン ドユ ー ザ に提 供 す

るた め に使 用 して い るの で,機 械 翻訳 シ ス テ ム,文 法,対 象 分 野 の知

識 を備 え てい るo

・'辞 書 作 成 ・辞 書 更新 にかか わ る運 用体 制 に つい て も,機 械 翻 訳 シ ス

テ ム 自体 が まだ試 用 段階 に あ るの で,運 用 体制 と言 う程 の実 績 を持 つ

とこ ろは まだ極 く少 数 で あ る。

・ 辞 書 メ ンテ ナ ンス機 能 の問 題点 として,シ ス テ ムの 仕組 み を知 ら な

い と辞 書更 新 が正 し く正 確 に行 われ ない こ と,文 法 の知 識 が あ る程 度

必要 で あ る こ と,意 味記 述 な ど相当 の専 門性 が必要 な 項 目 もあ り,エ

ン ドユ ーザ の 使用 を困 難 に して い る可能 性 が あ る こ と,等 を指 摘 す る

こ とが で き る。

・ 辞 書 作 成 ・辞 書 更 新 の在 り方 につ い て は,ユ ーザ の 使 用者 の違 い に

応 じて,意 味 が異 な る よ うで あ る。(i)エ ン ドユーザ の立 場 で は更 新機

能 は わ か りや す く,簡 便 な ことが望 まれ る が,(ii)as訳 者(iii)研究開発者

の立 場 では,使 い 易 さ と同時 に,必 要 な こ とを的確 に更 新 でき る こ と

が望 まれ る。

(3)海 外 にお け る辞 書 の 作 成 及 び標準 化 動 向(4章)

海 外 にお け る辞 書 の作 成 お よび標 準化 の動 向 を調 査 す るた め に,田 中裕

一 専 門 委員 会 委員 を 昭 和61年11月3日 か ら11月23日 まで の3週 間

にわ た り,ア メ リカ,カ ナ ダお よび ヨー ロ ッパ諸 国 の関 連 機 関 に派 遣 した。

・ 本 海 外調 査 の 具 体 的調 査 目的 は 次 の とお りで あ る。

① コ ン ピ ュー タ用 辞 書 の作成 を行 って い る機 関 の調 査

② コ ン ピュ ー タ用 辞 書 の標準 化 の動 向 の調 査

③ コン ピュータ用 辞 書の更新 の体制お よび更新用 インタ フェースの調 査
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●

④ ウ ォー タ ー ル ー大 学でのコンピュータ用 辞 書 に関 す る国 際 会議 へ の

出席

調 査対 象 機 関 お よび調 査 日程 は次 の とお りで あ る。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

11月4日:国 立 医 学 図 書 館(米 国)

11月5日:ア メ リ カ 保 健 機 構(米 国)

11月6日:ホ ー ト ン ・ ミ プ リ ン 出 版 社(米 国)

11月7日:モ ン ト リ オ ー ル 大 学(カ ナ ダ)

11月10日 ～11日:ウ ォ ー タ ー ル ー 大 学(カ ナ ダ)

11月13日:ロ ン グ マ ン 出 版 社(英 国)

11月14日:オ ッ ク'ス フ ォ ー一'ド大 学-出 版 部(英 国)

11月17日:EUROTRAプ ロ ジ ェ ク ト(ル)セ ン ブ ル グ)

11.月17日:EURODICAUTOMプ ロ'ジ ェ ク ト(ル クセ ン ブルグ)

11月18日:ボ ン 大 学(西 独)『

11月19日:ジ ー メ ン ス(西 独")'「'"

11月'20日:INFOTERM(オ]ス ト リ ア)

11月21日:ピ サ 大 学(イ タ ウ ナ)

・ 辞 書 更新 体 制 につ い て の 態 度 は 出版 社 と研 究機 関 とで大 き く異 な る。

出版 社 にお い て は辞 書 は商 品 で あ り,そ の 内容 に関 して責 任 を持 つ と同

時 に,そ の 内容 を ユ ーザ には 公 開 しな い。

二 方 ,実 際 に 日常 的 に運 用 され て い るシ ス テ ムの場 合 ば更 新 の体 制 が

確立 され てい る ご とが 多 い。 更新 は ユ ーザ 側 でな く,シ ステ ムの提 供 者

(開 発 者)側 で 行 われ る。 米 国 の 国立 医学 図 書館 やEC(ヨ ー ロ ッパ 共

ア同体)のEURODICAUTOMの よ う'に大 き な組 織 の 大 規 模 な辞 書 と,

「
メ リカ保 健機 構 の よ うに小 規 模 な組 織 の違 い は あ っ て も,辞 書 の更 新 は

'
一 つ の組 織 内 で一 元 的 に管 理 きれ ,そ の責 任 も明 らか に な う てい る。

研 究 機 関 に お い て 開発 途 中 の辞 書 の場 合 に は更 新 の体 制 は ほ とん ど無

きに等 しい。

・ 辞 書更 新 イ ンタ フ ェー ス につ い て も,組 織 に よ る差 が 現 れ て い る。 出

版 社 の場 合 には 「原 稿 に朱 を入 れ る」 感 覚 が 残 って い る よ うであ り,編

'集者 は計 算 機 の 出 力 用 紙 上 で校 正 し
,そ れ を専 門 の オ ペ レー タが 計 算 機

8一



に入 力 して い た。 そ の入 力 には ワー ク シ ー ト形 式 の 単純 な エ デ ィタが 用

い られ て い る よ うであ る。1 .BMマ シ ン上 で動 くNewOED用 のエデ ィタ

は カ ラー ・デ ィス プ レイ を 活用 して記 述 項 目の違 い や フォ'ン トの違 い を

明 示 し,テ キス トの表 示 を大 域 的 に も局所 的 に も切 り換 え る こ とが で き

る見 事 な もの であ る。 操 作 も非 常 に簡 単 で,編 集 室 で は 出版 社 の辞 書 編

.集 者 が端 末 の 前 に座 り,自 らキ ー ボニ ドを操 作 して いた。

また大 規模 な組 織 では更新 の イ/タ フェ 「 スは一 般 に さほゼ 重 ん じ ら

れ て ㌧.・ないぴ これは 更 新 の手続 きが ユ 「 ザ か らは切 り離 され て い るた め,

む し ろ更 新 内容 の 妥 当 性 の吟 味 等 に重 点 が置 か れ, ,更 新 の 作 業 自体 は や

は り専 門 の オ ペ レ≒ タ に任 せ る こ とにな るか らで あ る。

ア メ リカ.保健機 構 の機 械翻 訳 シス テ ムは や や特殊 であ るb・この小 規模

な シ ス テムは ζ こで 開発 され た もの だ が,現 在 の と こ ろ機 構 内 で のみ使

わ れ てい るの で㌧ 辞 書 に規 模 ・ 用 法 上 の階 層 は な く(一 方 向 の翻訳 に対

し て)三 種類 で済 ん で い る。:従 って更 新 は ユ ーザ辞 書 と同 じであ る と思

.っ て よ いo、 ・: .,.t-;..,.・ ・

大 学 の 辞 書 シ ス テ ム に は 更 新 の た め に 便 利 な イ ン タ フ ェ ー ス を用 意 し

て い る も の が 多 か っ た 。 し か し,ボ ン 大 学 に は 大 規 模 な 辞 書 が あ り,大

型 機 上 で 検 索,更 新 が 一 応 で き る よ う に な っ て い る が,こ の エ デ ィ タ は

古 色 蒼 然 た る 代 物 で,ほ と・ん ど 使 わ れ て い な い よ うだ っ た 。 人 材 不 足 が

.原 .因 か と 思 わ れ る。

・ 大 規 模 化 お よ び 標 準 化 へ の 動 き も
,海 外 で 活 発 化 し つ つ あ る 。

.日 本 に お 、け る 計 算 機 用 辞 書 の 環 境 と英 語 圏 の そ れ と を 比 較 す る と,最

も 顕 著 な 差 は フ ァ イ ル 化 さ れ た 辞 書(MR-D;Machine-readable

Dictionary・)
、が 英 語 圏 で は,.数 多 く 出 版 さ れ て い る こ と で あ る。 こ れ

.・は 有 名 なLDOCE(LongmanDiCtionar又 ・ofContemporaryEnglish)

を始 め と し て,ウ ェ ブ ス タ ー,、 ア メ リカ ン ・ ヘ リ テ ー ジ 等 の冊 子 体 辞 書

と し て 既 に 広 く使 わ れ て
、い る,も の が 多 く含 ま れ て い る 。 現 在,計 算 機 用

辞 書 の 大 規 模 化 や 標 準 化 が 声 高 に 求 め ら れ て い る の は,主 に 機 械 翻 訳 シ

ス テ ム の 開 発 を 通 じ て こ の よ う:な・MRDに お け る 経 験 が 基 に な っ て い る

・も の と考 え ら れ る
。、 ・ビ∵ 一 ..
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詳 し くは後 のLDB(Lexica1Database)の 章 で述 べ るが,冊 子 体辞

書 の構 造,内 容 に多 く依 存 したMRDに 代 る もの として,語 に関 す る情

報 を計 算 機 用 の デー タベ ー ス の形 で提 供 す る新 た なLDBな る もの の構

想 が あ る。 これ は必 然 的 に大 規 模化,標 準 化 を伴 うが,さ まざ まな組 織

で そ の た め の検 討 が進 め られ て い る。

例 え ば,ESF(EuropeanScienceFoundation－ ヨー ロッパ 諸 国の

NationalScienceFo皿dationの 合 同 組織)が 主 体 とな っ て開 か れ た

フ ォー ラ ム"計 算 機 用 辞 書 の標 準化"な どは そ の動 き を示 す もの であ る。

また,計 算 機 用 辞 書 にお け る文 法 事 項 の標 準 化 は可能 か とい う問 題 も

(本 委 員 会 で も昨 年 度 の調 査事 項 に含 め て い た が)'さ まざ まな言 語理 論

の専 門家 を集 め て検 討 し よ うと して い る とい うこ とで あ る。

(4)機 械 翻訳 シ ス テ ム を例 と した辞 書 及 び そ の更 新 の あ り方(5章)

国 内外 の辞 書 に関 す る調 査 結果 を踏 まえ,機 械 翻 訳 に おけ る辞 書 の あ り

方 お よび辞 書 の 更 新 につ い て問題 点 とあ るべ き姿 を示 した。

・ 管 理 の上 で の辞 書 の構 成 を,基 本 辞 書,ユ ー ザ辞 書,グ ル ー プ辞 書,

専 門 語 辞 書,プ ラ イベ ー ト辞書 に分 類 して示 した。(図1-1)

・基 本 辞 書 一 機 械 翻訳 シス テ ム本 体 と共 に供 給 され る翻 訳 用

辞 書 。

・ユ ー ザ 辞 書 一 利 用 者 に とっ て所 与 の辞 書 体 系(基 本 辞 書 や上位

の ユ ーザ辞 書 と して の 「グル ー プ辞 書 」,や は り

上 位 に設 定 された 専 門 語辞 書)に 対 し,そ の利 用

者 に とっ て不 足 の語 や 不 都 合 な辞 書 内容 を調 整 し

た辞 書 。

・グ ル ー プ 辞 書 一 機 械 翻 訳 シ ス テ ム利 用 者 の集 ま り(グ ル ー プ)の

限 定 さ れ た 目的 に沿 っ て,基 本 辞 書 あ るい は 上位

の グル ー プ辞 書 を拡 大 ・整 備 させ た辞書 を 「グル

ー プ辞 書 」 と称 し,最 終 利 用 者 が各 人 の 責 任 の 中

で運営 して い くプ ライ ベ ー ト辞書 と区別 す るo

・専 門 語 辞 書 一 専 門 用 語 に代 表 され る,分 野毎 の辞 書 デ ー タ で あ

り,主 に個 別 の機 械 翻訳 シ ス テ ム とは独 立 に作成
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・ プ ライベ ー ト辞 書 一

さ れ,必 要 に応 じて最 小 限 の変 換 が為 され るもの。

シ ス テ ムの試 験 的 な利 用 や,純 粋 に個 人 的 な利用

のた め に作 成 され る辞 書 を正 式 な運 用 基 準 か ら除

外 す る意 味 で プライ ベ ー ト辞 書 と呼 ぶ 。

← メ ー カ が 作 成 ・一 一 → ← 一 一 一 一 ー ー ー ー ユ ー ザ が 作 成 す る 一 ー 一 一 一 一 →

提 供 す る

【基 本辞書】 【専 門語辞書】 【グル ー プ辞 書 】 【クル ープ辞 書 】 【プライベー ト辞 書】

一 一 システム全体用一 特 定 プロジ ェク ト用 一

特定部門用

翻訳対象テキスト別

低← 階層 レベル →高

図1-1辞 書 の 分 類

・ 機 械 翻 訳 シ ス テ ム で作 成 され る辞 書 の種類 を ,図1-1の よ うに分 類

し て,各 々の 辞 書 の作 成 につい て,概 略,手 順,組 織,留 意 点 を述 べ た。

・ 辞 書 の 更新 につ い ては ,機 械 翻訳 シス テ ムの辞 書 更 新 の問 題 に焦点 を

当 て て,ま ず,そ の必要 性 を論 じ,っ いで 、ユ ー ザ の立 場 か ら の更新 作 業

の特 質 とそ の た めの サ ポー ト機 能 につ い て述 べ,最 後 に,そ れ とは逆 に,

機 械 翻 訳 シ ス テム 開発 者 の立 場 か ら行 われ る辞 書更 新 の 問題 につ い て考

察 した。

ユ ー ザ に よ る辞 書 の更 新 は ,組 織 的 に実 施 し よ う とす る と,時 間 ・作

業 量 の面 で非 常 に コ ス トが かか る こ とが知 られ て お り,組 織 的 な辞 書 の

更 新 は グル ー プ辞 書 単 位 以 上 の規 模 で実施 す る こ とが望 ま しい。 しか し,

辞 書 更 新 の作 業 手 順 は,決 定 的 な ものは確立 してい な い。

ユ ーザ で辞 書 更 新 を効 率 的 に行 うため に必要 な サ ポ ー ト機 能 と して は ,

バ ッチ型/対 話 型 辞 書 更新,原 文/訳 文 編集 ,文 法 情 報 ・属性 情報 付 加

支援,既 存辞 書 の 内 容 参 照,各 種 辞 書 の管理,原 文 ・訳 文 に対 す る統 計
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分 析,等 の諸 機 能 が考 え られ る。

機 械翻 訳 シ ス テ ム開発 者 に よ る更新 に関 す る課 題 と しては,文 法 情 報

との整 合性 の管 理,翻 訳 例 文 の管 理,複 数利 用 者 か らの要 請 の調 整,翻

訳辞 書 の も と とな った辞 書 との整 合性 管理,等 が考 え られ る。

と こ ろで,機 械 翻 訳 シ ス テ ム の ユ ーザ や メ ー カが 辞 書 の作 成 ・更 新 を

遂 次 行 な い,様 々 な辞 書 が数 多 く世 の 中 に存 在 す る よ うにな る と,ユ ー

、ザ辞 書 や ユ ー ザ辞 書 イ ンタ,フ ェー ス の整 合性 管 理 が非 常 に困 難 にな って

くる。 そ うな る と,そ れ らの整 合 性 を保 つ 共通 基 盤 とな る もの が望 まれ

る こ とにな るが,後 述 す るLDBが そ の役割 を担 うもの と して期待 され

る・LDBet必 られ も・蹴 翻訳 システムを含 む 自然言興 野 ステ

ム の た めoみ を 目的 .として い る もの では なLlがs、LPB、 に ょっエ 、これ.

らシ ス テ ム のた めの辞 書 の,メ ー カ聞 及 びユ ーザ ・メ ー カ 間 イ ン タ フ

ェー ス を容 易 な ら しめ る共 通 基盤 が提 供 さ れ る こ どにな ろ う。

(5)LDB(Lexi'e'ai'Dhtabase)の 構 想(6章)

・ 計 算 機 に よ る 自然 言語 処理 を.行 うた めには 対 象 とな る言 語 の辞 書 が必

要 である。 このため に冊子体 の辞 書 を計算機 で読む こ とのご きる形 に変

換 した機械 可読辞 書(MRD;M・bhi・6Lre…1・DiCtiO…y)カ ζ従来

から利用 計 曾 た・ しか し深 く民'自 然言語鯉 の繊 にはMRD

では 不 十分 であ り,最 近 で は大 規模 な語 彙 に関 す るデ ー タ ベ ー ス(LDB

;LexiealDatabase)が 求 め られ てい る。

・MRDは 自然 言 語 処理 シ ス テ ム の研究 開 発 に と って も利 用価 値 の あ る

もの で あ るが,① 語 に対 す る デー タが少 ない,② 構 造 化 され て .心ない,

③ 冊 子 体 辞 書 の持 つ 制 約 を逃 れ る こ とが で きない,④ 記述.が人 間 を対 象

'
と'し⑪ る・ ⑤ 語 鱗 妙 な い・ 等 の数 多 くの欠 点 が あ る9

・'以 ≠ の よ うなMRDの 矩 をE服s6teめ には・計 算機 に よ
.る戸結

語処理のため嘩 耽 記遊 法と粉 語 彙獅 ち・厳密ぽ 造化され

たデ ー タベ ー ス が必 要 であ る。 現在 の 自然言 語 処 理技 術,デ ー タベ ー ス

/知 識 ベ ース技 術 な どめ 水 準 は,プ工 学 的 にそ れ を 可能 に して い る と言 え

る・
、のBは こめよ1腰 請卵 と購 醍醐 西 パ の誹 り・言語

ビ

情 報 に関 す る統 合 的 な デ ー タベ ニ ス であ る。LDBに 望 まれ る資質 とし
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ては,① 標 準 的 な デ ー タ ベ ー ス,② 一 元的 な管理 形 態,③ 応 用 辞 書 の作

成 が容 易,④ 機 械 用 の もの も人 間 の もの も,高 品質 の辞 書 が作 れ る,⑤

豊=富な 言 語情 報 を有 す る,⑥ 広 い応 用分野 を有 す る,等 カミ考 え られ る。

・ 自然 言 語処 理 用 と して電 子 化 辞 書(ED;EledtronicDictionary)

とい うもの が あ る。 冊 子 体 辞 書 か らの機械 可読 化 であ るMRDと 異 な り,

電 子化 辞 書 は初 めか ら コ ン ピュー タ処理 を意 図 してい る もの で,コ ン ピ

ュー タで 自然 言 語C人 間 が 日常 読 み書 きす る言 語)を 処理 す るた め に必

要 な 語 につ い て の基 本 デ ー タ を,コ ン ピュー タ で扱 うことの で き る形 に

記 述 した辞 書 で あ る。 も っ と も,自 然 言 語 の処 理 の深 さ には い ろ い ろの

レベ ル が あ り,そ れ に応 じて電子 化 辞 書 に もい ろいろ の 種類 が あ り,各

t機 関 で 開発 が試 み られ てい'る
o

LDBは,こ れち 近 い将 来 開 発 され るであ ろ う各種 電 子 化 辞書 を統 合

的 にデ ー タベ ー ス化 し,さ らに豊 富 な言 語 デ ー タ を持 つ よ う拡 張 し,語

彙 に関 す る情 報 を統 一 的 に網 羅 的 に提 供 す る もの と理 解 され よづ 。

・LDBを 開発 し よ うどい う動 きは各 国 に見 られ る。 日本 にお け る関連

動 向 と して は,国 立 国語 研 究 所 に よ り言語 デ ー タの整 備 ・蓄積 が言 語学

的観 点 か ら進 め ら れ て お り,こ れ はLD・Bへ の 重要 な基 盤 とな り うる。

電子 化 辞 書(ED)に 関 して は,電 子技 術総 合 研究 所 や㊥ 新 世 代 コ ン

ピュー タ技 術 開発 機 構,等 で各 種試 作 が試 みち れ,基 本 的 な技 術 が蓄 積

され た。 これ ら の成 果 等 を含 め,昨 年 度 に㈱ 日本 電子 化辞 書研 究 所 が設

立 され,本 格 的 に,日 本 語 ・英 語 に関す る電 子 化 辞書 の研 究 開発 が着 手

され た。 これ らは,情 報 処 理技 術 的観 点 か ら のtDBへ の重 要 な基盤 と

な る。

MRDに 関 しては,各 出版 社 か ら手持 ち冊 子体 辞 書 の機 械 可読 化 とい

う形 で 多種 の もの が 商 品化 され る よ うにな っ てい る。

海 外 で は,ホ ー トン ・ミブ リン出版 社,オ ックス フ ォー ド大 学 出 版 局,

ピサ大学 な どで,LDB構 想 が 検討 され て い る・。一一".

この よ うに,内 外 でLDBへ 向 け ての動 きが あ るが,そ れは 自然 言 語

処理 技術 の発 達 がLDBを 必要 とす るフ ェーズ に差 し掛 か った こ とが大

きな理 由 と考 え られ る が,そ れ と同 時 にMRD等 の利 用 経 験 とそれ に伴
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う資 源 の蓄積 がLDBの 開発 を可 能 に して い る こ と も事 実 であ り,こ の

よ うなLDBの 開 発 は 世 界 的 な趨 勢 で あ る。

⑥ 今 後 の課 題(7章)

前述 した調 査 研 究 の 中 か ら,ユ ー ザ や メ ーカ で 辞 書 の作 成 ・更新 が さ ら

に進 め られ てい くと,辞 書 の整 合性 管 理 が 大変 困 難 にな るた め,各 種 イ ン

タ フ ェー ス を含 め た共 通 化,標 準 化 を計 れ る もの の必 要性 が認 識 され,ま

た,内 外 の各 機 関 で の動 向はLDB(LexicalDatabase)の 開 発 へ 向 か

ってい る こ と も認 識 され た。

この こ とか ら,本 年度 調 査 研 究 の テ ー マ で あ る 「辞 書 整備 基 本 構想 」 の

基 本概 念 と してLDBを 採 用 す る こ と と した。

した が って,「 今 後 の課 題 」 として,LDBを 中心 に据 えて,(1)LDB

の 開発 ・維 持 ・管 理 に関 す る技 術 的 課 題,(2)LDBの 開 発 ・維 持 ・流 通 に

関 す る体 制上 の課 題,(3)LDBの 波 及効 果 に関 す る課 題一 を指 摘 す る。

今 後 の課 題

①LDBの 開発 ・維持 ・管 理 に関 す る技 術 的 課 題

・言 語情 報 の 体 系化 に関 す る技 術

・知 識 ベ ー ス,デ ー タベ ー ス技 術

・ネ ッ トワー ク技 術

・電子 化 辞 書(ED),MRDの 現 状 と動 向

②LDBめ 開 発 ・維 持 ・流通 に関 す る体 制上 の 課題

・LDBの 開発 ・維 持 に関 す る組 織

・LDBの 管 理 体 系

・辞 書,LDBの 流 通 の仕 組 み 、

・産学 官 の役 割分 担

③LDBの 波 及 効 果 に関 す る課 題

・LDBの 利 用発 展性

・言語 情 報 の 産 業化
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2.自 然 言 語 処 理 応 用 シ ス テ ム と解 析 用 辞 書 の 現 状

コ ン ピュー タ で 自然 言 語 を処 理 す る研 究 が発 展 し て くる につ れ て,自 然 言

語 処理 を応 用 した シス テ ムの 開 発 が盛 ん に行 わ れ る よ うにな って きた。 自然

言 語処 理 に対 す る研 究 要 素 は まだ数 多 く残 され てい るが,こ れ まで の研 究成

果 を用 い て も,あ る程 度 まで ユ ー ザ の要 請 に応 え うる シス テ ム も現 わ れ て き

た。 そ の よ うな シス テ ム に と って重 要 な要 素 の一 つ に辞 書 が あ る。 辞 書 の部

分 が充 実 してい な い シ ス テ ムは,そ の価値 が半 減 す る とい っ て も過 言 では な

い。 しか しなが らユ ー ザ の立 場 か ら見 た場 合 には,た とえ メ ー カ側 か ら見 て

どんな に完 壁 と思 わ れ る辞 書 が供 給 され て も必 ず 不満 が 残 る。 それ は,ユ ー

ザ が,自 分 の使 用 条 件 に応 じて,辞 書 に新 た な語 や情 報 を 付 け加 えた り,逆

に場 合 に よっ ては 削除 した りす る必 要 が あ るか らで あ る。 ただ 現 在 の シ ステ

ム では,こ れ らの辞 書 の 実体 が必 ず し もユ ー ザ側 に よ く見 え てい る訳 では な

い こ とは,次 章 の機 械 翻 訳 シ ス テ ム に対 す る調 査結 果 か ら も推 察 す る こ とが

で きる。 あ る程 度 まで辞 書 の内 容 に通 暁 してい ない と,辞 書 を拡 張,修 正 し

て い くこ とは困 難 にな る の であ る。 そ こで,こ こでは,あ る程 度 理 想的 なユ

ー ザ にな って ,ユ ー ザ側 か ら見 た 自然 言 語処 理 応 用 シ ス テ ム の現 状,な らび

に ユ ーザ の希 望 す る,あ るべ き姿 とい った もの を簡単 に概 観 す る。 また逆 に,

自然 言 語 処理 シ ス テ ム の現 状 を列 挙 す る こと に よっ て もユ ーザ 像 が 明 らか に

な っ て くる。 な お,自 然 言 語 処 理 の応 用 シ ステ ム とい うと,何 とい っ て も ま

ず第 一 に思 い浮 かぶ のは 機 械 翻 訳 シ ステ ム であ るが,実 際 の シ ス テ ム に対 す

る調 査 結果 は,次 章 に詳 し く述 べ られ て い る し,辞 書 とそ の更 新 の あ り方 に

つ い て も第5章 で述 べ ら れ るの で,こ こでは シス テ ムの 必要 性 な ど全般 的 な

こ とを記述 す るに と どめ る こ とにす る。

2.1機 械 翻訳 シ ステ ム

す で に述 べ た よ うに,現 在 自然 言 語 処理 の応 用 シ ス テ ム とい った と きに

す ぐ考 え られ る の は,機 械翻 訳 シ ス テ ムであ る。 これ は,機 械 翻 訳 シス テ

ムが,自 然言 語 処 理 の応 用 と して適 した分 野 で あ る とい う,研 究 側 か ら く

る必 然 性 だ け で は な く,社 会 的 な方 面 か らの種 々の必要 性 が あ るか らで あ

る。 まず 第 一 に,近 年 国際 交 流 が活 発 にな り,日 本企 業 の海 外 進 出,海 外
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企 業 の 日本 へ の進 出 が増 大 して い る こ とが あ げ られ る。 また,輸 出,輸 入

な ど,も の の動 き も増大 して い る。 この よ うな国 際 交 流 の活 発化 に伴 っ て,

コ ミュ ニ ケー シ ョ ンの 円滑化 をは か るた め に ,必 然 的 に翻訳 の需 要 は 増大

す る。 輸 出入 で も,た とえ ば電子 機 器 の場 合 に は,マ ニ ュアル な どの翻訳

が 必要 にな る。 また,最 近 で は,も の の動 きだ け で は な く,情 報 の国 際 交

流 も盛 んで あ り,'こ ち ら の面 か らの要 請 も多い。

この よう な大 量 の翻 訳 を迅 速 に こなす た め には,人 手 にた よ るだけ で は

とて も応 じきれ な い。 そ こで機械 翻 訳 に よっ て,翻 訳 に さ くコス トを軽 減

す る試 みが な さ れ て い る。 機 械翻 訳 には,も う一 つ大 きなメ・リッ ト・が あ る。

それ は,人 間 が 大 量 の翻 訳 を手 分 け し て行 う場 合 に比 べ て訳 語 の統一 が と

りやす い とい うこ とで あ る。 特 に同・じ文 書 の 中 で専 門 用語 に不 統 一 な訳 語

が 与 え られ てい る と,1せ っか'くの翻 訳 を うま く生 か せ な い'ご とにな るか ら

で あ る。.・'ご',ご ∵

機 械 翻訳 ・には,メ.一 力 に よ って種 々 のや り方 が あ るがン 非 常 に簡略 化 し

た形で 書 けば,'お おむ ね 図2-1に 示 す よ うな形 で 処理 が進 行 してい る も

の と思 わ れ る。'こ の 中で;特 に辞書 の とご ろ に注 目 し てみ る と,解 析,生

.成部 分 で辞 書 が分 かれ て占・るの は もち ろん であ るがピ そ の辞 書の 中が基本

辞 書 とユ ー ザ辞 書 に分 げ られ る。 基 本辞 書 は,形 態 素解 析,:形 態 素生 成,

また文 法部 分 で主 と して利 用 され,次 の よ うな もの を含 む。

・単語 ,合 成 語 の つづ りに関 す る もの'・

・品 詞ξ 活用,係 り受 け属 性 に関 す る もの

・1上位概 念 や他 の 語 概 念 どの 隣接 関係 を示 す もの'L:・'

ご ㌻'べ 、パ
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図2-1機 械翻 訳 シス テ ムの 処理 概要

一 方 ユ ー ザ辞 書 は ,機 械 翻 訳 シ ス テ ムの ユ ー ザ が翻 訳 の効 率 ア ップ,品

質 向上 の た め にユ ー ザ独 自で登 録 す る もの で,こ れ を さ らに分 け る と,一

般 用語辞 書,専 門分 野 辞 書 に分 け られ る。 前 者 は,も と も とメ ー カか ら提

供 され た辞 書 に拡 張,修 正 を加 え る こ とが 多 い。 市販 の翻 訳 シ ス テム で は,

実 際 に登 録 で き る語 彙 を 名詞 に限 って い るケ ー ス が多 い が,動 詞 ・形 容 詞

・副 詞 な どま で解 放 して い る もの もあ る(次 章 の 国内調 査 参 照)。 また,

専 門分 野辞 書 は,メ ー カ に よ っては 大 雑把 な専 門分野 を分 け てそ れ向 きの

辞 書 を提 供 し てい る例 もあ るが,細 かい分 野 に な ると訳 語 が異 な る場 合 や,

ユ ーザ に よって は あ る語 を社 内 的 に,一 般 に用 い られ てい るの とは異 な る

語 で呼 ん でい た り,逆 に一 般 用 語 を特 殊 な意 味 に使 用 した りす る場 合 が あ
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る の で,最 初 か ら メ ーカ提 供 の専 門分 野辞 書 を購 入 して それ を 用 い る か,

す べ て 自社 開 発 す るか に分 か れ る可 能 性 が あ る。 後 者 の場 合 には使 用 す る

シ ス テ ム の内 部 的 な アル ゴ リズ ム を あ る程 度 知 って い るか,専 門分 野 辞 書

を作 る た め の適 切 な支援 シス テ ム(た とえ ば エデ ィ タ)が メ ーカ側 か ら提

供 さ れ て い る必 要 が あ る。 エ デ ィタ を含 む ユ ー テ ィ リテ ィが豊 富 で あれ ば,

ユ ー ザ辞 書 の修 正,拡 張 に も益 す る と ころ が 多い と思 われ る。 そ れ も単 な

るエ デ ィタで な く,類 似 の単 語 を検 索 して そ れ を参 照 しな が ら新 しい 単語

を付 加 して い くとい った,ユ ーザ フ レ ン ド リー な もの が望 ま しい。

機 械 翻 訳 シス テ ムには,バ ッチ方 式 で大 量 の翻 訳 を一度 に行 うもの と,

ユ ー ザ と対話 的 に翻訳 処 理 を 行 うもの とが あ る(も ち ろ んそ の 中 間的 な折

衷 型 もあ る)が,現 状 で は,前 者 の場 合 で もプ レエ デ ィ ッ トな い しは ポス

トエ デ ィ ッ トが 不 可欠 であ る。 この よ うに コ ン ピ ュー タ と人 間(こ こでは

この よ うな作業 をす る人 間 を オ ペ レー タ と呼 ん でお く)が 接 す る場 面 で も

辞 書 の果 たす 役 割 は重要 で あ る。 それ は上 記 の よ うな訳 語 の統 一 とい った

場 面 だ け では な く,誤 訳,翻 訳 不能,未 定 義 語 の 出現 な ど とい った場 合 に

も役 に立 つ は ず で あ る。 その た め には(翻 訳 専 門 のみ な らず,あ る程 度一

般 的知 識 を含 ん だ)辞 書 と有機 的 に結 合 した,機 械 翻 訳 分 野 に お け るい わ

ば 翻訳 支 援 シ ス テ ム とで もい った ものが 必 要 にな る。 以 下は,現 状 とい う

よ り,い さ さか理 想論 にな る が,こ の よ うな 場面 での シ ス テ ムや辞 書 の あ

り方 とい った もの を述 べ る こ とにす る。 な お この内容 は,次 節 に述 べ る文

書 作 成 支 援 シ ス テ ム と も種 々の面 で か か わ りを持 つ もの で あ り,共 通 した

内 容 も多 く含 まれ て い る ので,後 述 す る よ うに,将 来 は 結 合す る こ と も望

ましいo

機 械 翻訳 の 出 力 を オ ペ レー タが 見 る場 合 には(多 くは ネ イテ ィ ブな 言 語

の 出力 を見 る場 合 であ ろ う),ま ず 構 文,意 味 的 に正 しい文 か ど うか とい

った こ とをチ ェ ックす る であ ろ う。 そ の とき に オペ レー タ に とって理 解 で

きない 単 語 や 構 文 が 出 て きた ときに は,当 然 シ ス テ ム に対 し て質 問 を 発 す

るは ず で あ るoそ の場 合 に,シ ス テ ム側 と して は,辞 書 に書 か れ た知 識 を

援 用 して,そ の よ うな訳 語 が 出て きた 背景,そ の よ うな構 文 にな った理 由

な どをあ る程 度 説 明 で き る こ とが 望 ま しい。 構 文 や意 味 な ど,問 題 が 文全
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体 に及 ぶ 場 合 には,次 の候補 を出 力 す る とか,辞 書 だ け でな く,他 の 部 分

の途 中経 過 な ども必 要 に応 じ て取 り出 せ るのが理 想 的 で あ る。 この よ うな

支 援 シ ス テ ム を作 る,あ るい は機 械翻 訳 の ユ ー テ ィ リテ ィの 一 つ と して持

つ た め には,こ れ まで の機 械 翻 訳 用 の 辞 書 のみ では 不十 分 で,も ・っ と大 き

な バ ッ ク グ ラ ウ ン ドの辞 書 とい うもの を考 え る必 要 が あ る。 現状 では(お

そ ら く将 来 も),構 文 解 析 や意 味 解 析 の 部 分 は,実 は辞 書 と密 接 に関連 し

て お互 い に補 完 しな が ら解 析 結果 を作 ってい るに もかか わ らず,そ れ が ユ

ーザ サ イ ドに解 放 され る こ とは まず な い の で,機 械 翻 訳 の品質 向上 を ユ ー

ザ が,図 る 場 合 に は,ど うして も辞 書 の 部分 にた よ らざ るを得 な いが,も

し この よ うな一 般 的 知 識 まで を持 つ辞 書 とい うもの が機 械 翻訳 と密 接 に結

び付 い た支 援 シス テ ム とい う形 で提 供 され れ ぱ,機 械翻 訳 を行 う.ユーザ に

と って益 す る と ころは大 きい で あ ろ う。

2.2文 書 作 成 支援 システ ム

コン ピ ュー タ で文 書 を作成 す る とい った 場 合 に,誰 もが真 っ先 に頭 に思

い 浮 か べ るの は ワー ドプ ロセ サ で あ ろ うo日 本語 の ワー ドプ ロセ サ が 出 現

してか らそ んな に 日が た って い な い に もか か わ らず,今 日ワー ドプ ロセ サ

・のな い職 場 は 少 な い とい え るほ ど爆 発 的 に普 及 した事 実 が,こ の分 野 で の

必 要 性 を物 語 っ てい る。 しか しな が ら,ワ ー ドプ ロセ サ とい った とき に,

自然 言 語 処理 との か か わ りを論 じ る こ とは 少 な い。 そ れ は,現 在 の ワ ー ド

プ ロセ サ が,自 然 言 語 処理 の最 も重要 な 側面 で あ る,構 文 解析 や意 味 解 析

の部 分 を,コ ス トが か か った り,難 しす ぎ る とい う理 由 で,い わ ば 「避 け

て」通 って い るか ら で あ る と思 わ れ る。 こ こでは も う一 段 高 い レベル か ら

見 た,文 書 の作 成 を支 援 す る とい うシ ス テ ム を(こ れ もあ る程度 理 想 像 な

が ら),辞 書 とい う側 面 を 中心 に述 べ てみ よ う。

まず 文 書 作成 支 援 シ ス テ ム とい った場 合 には,次 の よ うな シ ス テ ムが考

え られ る。 つ ま り,文 書 を作 成 す る場 合 に,用 字 ・用 語 があ る基 準 に従 っ

て統 一 され る よ うに シ ス テムか ら ア ドバ イ ス を受 け る ことが で き,ま`た 形

式 の決 ま った文 書 で は,そ の形 式 を教 え て くれ る よ うな シ ステ ム であ る。

これ には,次 の よ うな 各 分野 か らの必要 性 が あ る。 まず,新 聞,雑 誌 な ど
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の ジ ャー ナ リズ ムや法 令関 係 者 に と っ ては,用 字 ・用 語 に一定 基 準 を保 っ

て い て しか も分 か りや す い文書 を受 け 取 り,ま た作 成 す る必要 が あ る。 ま

た そ の 他 の企 業 にお い て も,そ の企 業独 自の形 式 を持 つ 社 内文 書,'一 般 的

に形 式 が決 ま って い るが その形 式 に従 って書 く事 に熟練 技 術 を要 す る商 用

の 手紙 文,契 約 書 な どは表 記 の形 式 が す ぐに取 り出せ て,で きれ ぱ 必 要 な

言 い回・しな どが参 照 で き る シス テ ムが望 ま しい。 さ らに研 究 分 野 では,学

会 投稿 の論 文 な どの形 式 を整 え るた め に無駄 な時 間 を費 や す よ りも,そ の

よ うな形 式 が 自動 的 に示 され,フ ォ一二マ ッテ ィ ング して くれ る よ うな シ ス

テ ムが あ れば 理 想 的 であ る。'》 』

以 上 述 べ た よ うな シス テ ム を使 用 した場 合 の効 果 と して は,次 の よ うな

こ とが 考 え られ る。

・重 要 な文 書 の 形式 の チ ェ ック。

・不要 文字 の 削 除,文 字 の抜 け の追 加
。

・同 音異 義 語 の チ ェ ック。1 .'::・.

・係 り受 けが 複雑 で分 か り難 い文 の 抽 出 ,長 す ぎ る文 の チ ェ ック。

この よ うに,形 式,表 記,用 語 を統 一 し,登 録 して お くこと に よ って再

利 用 を 可能 にす る こ とは,'多 量 の文 書 を効 率 よ く処理 す る こ とにつ な が り,

作 業 の効 率 ア ッ プ とな る。『この よ うな シ ス テ ムの 処理 のや り方 は,概 略 図

2-2に 示 す よ うな もの にな る。 その 中 で辞 書 の果 た す役 割 と して は,上

記 の よ うな,い わ ゆ るス ペル チ ェ ック のた め の辞 書 と して の機 能"(英 語 な

どでは単 語単 位 に 区切 って書 か れ る が,日 本 語 の よ うな言 語 で は,単 語 の

区 切 りが明確 でな い ので英 語 に比 べ て難 しい)や,文 字 の チ ェ ック な どが

あ る。 商 用 手 紙 文 の うち で決 ま った文 を登 録 して お い て出 力 す るな ど とい

うの も,広 義 には 「手 紙辞 書 」 と解 釈 で きな くもな い。 前節 の機 械 翻 訳 の

よ うな 辞書 の分 け 方 をす れ ば,基 本 辞 書,付 属 語 辞 書,活 用語 尾,接 尾語

辞 書 な どが 考 え られ る であ ろ う。 もち ろ ん機 械 翻 訳 で用 い ち れた よ うな構

'文 規 制 や意 味 規 則 が 入
って い る こ とが望 ま しい。 また,・文書 を処 理 す る場

合 には;'そ れ に付 随 す る図や 表,数 式,特 殊 文 字'(た とえ ば 上つ き,下 つ

き,ル ビな ど)も 処 理 で き る機 能 が 含 まれ て い る必 要 カミあ る。
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文字 列 の チ ェック

(形 態 素解 析)

文法規則

辞書

文法 規 則

辞 書

等 の追 加,変 更

文字 列 の更新
文 書 更 新

図2'-2文 書 作 成支 援 シス テ ムの処 理 概 要

2.5デ ー タベ ー ス ・ア クセ ス システ ム

近 年 専 用 回 線 を通 じ た大 規 模 な ネ ッ トワー ク が普 及 す るにつ れ て,そ れ

を用 い て 中央 に おい た 大規 模 な デ ー タベ ー ス に アク セ ス して必要 な情報 を

瞬時 に取 り出 そ うとす るシ ス テ ムが発 展 しつ つ あ る。 シ ス テ ムが大 規 模 に

な るにつ れ て,こ の よ うな デ ー タベ ー ス には,昔 とは違 っ て専 門家 でな い

人 間が触 れ る機 会 も増 え て きた。 この よ うな場 合 に イ ンタ フ ェー ス として

考 え られ るの が,適 切 な メ ニ ュー画 面 を持 っ た シ ス テム か,あ るいは 自然

言 語 処理 で の ア クセ ス であ る(両 者 を備 え てい れ ば もっ と よい)。 現在 の

デ ー タベ ー ス シス テ ムへ の ア クセ ス は,一 見 自然言 語 風 の問 い合 わせ言 語

を備 え て い るが,キ ー ワー ドの順 序 が変 わ っ た り,語 の省 略 が起 こ る と問

い合 わ せ の意 味 を解 釈 で きな くな る。 従 っ て,こ の よ うな変 化 に も柔 軟 に

対応 で き る 自然言 語 処 理 を応 用 した デ ー タベ ース ・イ ン タ フ ェース シ ス テ

ムが必 要 にな る。 この種 の研 究 は,欧 米 では進 んで い るが,日 本 では まだ

これ か らの分 野 で あ る。 それ は,日 本 語 で の入 出力 が欧米 の言 語 に比 べ て

困難 な の もそ の一 因 と思 われ る。 しか しな カミら音 声 入 出力 も含 め て,自 然

言 語 に よ るデ ー タベ ー ス ア クセ ス は今後 需 要 が増 大 す る もの と考 え られ る。

デ ー タ ベ ー ス ・ア クセ ス シス テ ム の処 理 の概 要 を図2-3に 示 す。 この

シ ス テ ム は,機 械 翻 訳 シ ステ ムの場 合 と違 っ て,ユ ーザ が直 接 シ ス テ ム と
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対 話 す る場 合 が多 い の で,リ アル タイ ム性 が よ り重 要 視 され る。 従 って,

そ の よ うな要 求 に対 処 で きる柔 軟 な 辞書 構 成 に してお か な け れ ば な らない。

また,辞 書 自身 を デ ー タベ ー ス の基 本 デ ー タ と して用 い る場 合 も数 多 く存

在 す る。 そ の場 合 には,辞 書 は,解 析 と検 索 とい う二重 の役 割 を持 つ よ う

に な る。

検索文 の入 力

検索文の解析

検索言語の生成

D,B検 索

辞 書

検 索言語

生成 用ル ール

図2-3デ ー タ ベ ー ス ・ ア ク セ ス シ ス テ ム の 処 理 概 要

2.4そ の他 の シ ステ ム と今 後 の 問 題 点

以 上 の よ うに,自 然言 語 処理 の応 用 シ ス テ ム の代表 例 と して,3つ の シ

ス テ ム を取 り上 げ て,そ れ ぞ れ の シ ス テ ムの簡単 な 処理 方 法 と,そ の 中 で

辞 書 の果 た す役 割 につい て述 べ た。 い ず れ の場 合 に も シス テ ムの 中 で辞 書

の果 たす役 割 は 類 似 して お り,シ ス テ ムの 中で重 要 な位 置 を 占め て い る。

従 って個 々の シ ス テ ムを取 り上 げ る よ りも,あ るシ ス テ ム につ い て辞 書 の

役割 を論 じた方 が 問題 の焦 点 が 明 らか に な る もの と思 われ る。 こ こ で述 べ
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た シ ス テ ム の 中 で,機 械 翻訳 シ ス テ ムは,現 在 最 も普 及 し,需 要 の 高 い シ

ス テム で あ る。 この シ ス テ ムを集 中的 に取 り上 げ る こ とは,上 に述 べ た趣

旨 と よ く合 致 す る の で,次 章 以 下 で は 機械 翻 訳 シ ス テム を 中心 に述 べ るこ

と にす る。 機 械 翻 訳 シ ス テ ムは,他 の シ ステ ム と同 じ よ うに,そ の 「使 い

心地 」 とで もい った ものが辞 書 に よっ て左 右 され る とい って も過言 で は な

い。 実 際 の シ ス テ ム の 「使 い心 地 」 は,次 章 で示 さ れ るが,現 状 では まだ

改 善 すべ き点 は多 い(そ れ につ い ては 第5章 で述 べ られ る)。

自然 言 語 処 理 を応 用 した シ ステ ム とし ては,そ の ほ か に も種 々 の もの が

考 え られ る。 た とえ ば,前 節 に述 べ た デー タベ ー ス ア クセ ス の ち ょ うど逆

の もの として,デ ー タ ベ ー ス登 録 シ ス テ ムが あ る。 これ は広 く とらえ る と,

キ ー ワー ドや 抄 録 の 自動 作 成 シ ス テ ム に まで つ な が る話 で あ る が,ま だ研

究 を これか ら進 め よ うとい う段 階 で あ る。 また ス ペル チ ェ ック とい う面 か

らは,OCRで 入 力 した文 字 の チ ェ ック に 自然 言 語 処 理 を応用 す るこ と も

考 え られ る。 さ らに入 出 力 と して音 声 を用 い る場 合 には,当 然 自然 言 語処

理 が か か わ って来 る。 そ の ほ か に もCAIに 自然 言 語 処 理 を用 い る とか,

外 国語 教 育 に応 用 す るな どが考 え られ る。 また.当 然 の こ とで あ るが,こ

れ らの個 別 シ ス テ ム を 有機 的 に結 合 した シス テ ム も考 え られ る。 た とえ ば,

機 械翻 訳 の入 出 力部 に,文 書 作 成支 援 シ ス テム を 取 りつ け るな ど とい った

具 合 で あ る。

この よ うに,自 然 言 語 処 理 の さ ま ざ まな応用 例 か ら辞 書 とい うもの を見

て い くと,同 じ辞 書 とい う言葉 で表 現 され る もの で もその 内容 は非 常 に 多

岐 にわ た って い る こ とが分 か る。 しか もそれ らの辞 書 を作成 す るの に,莫

大 な 時 間 と労 力 を要 す る こ と も容易 に理 解 され よ う。 しか もそ の よ うに 多

岐 にわ た った辞 書 で も,よ く考 え て み る と,そ の根 底 には,あ る共通 性 が

浮 か び上 が っ て来 る。 そ れ は,人 間 の持 つ知 識 を従 来 の冊子 体 の辞書 か ら

さ らに発 展,洗 練 させ た形 で コ ン ピ ュー タの 中 に蓄 え る とい うこ とで あ る。

こ の よ うな こ とは,最 近 で は世 界各 国 で認 識 され は じめ てい る。 第4章 に

お け る諸 外 国 の例 は,外 国 で の この よ うな認 識 を あ る程 度 裏 付 けて くれ る

で あろ う。 また,こ の概 念 を さら に発 展 させ る と,大 規 模 な知 識 を い わ ば

デ ー タ ベ ー ス的 に蓄 え て お い て,必 要 に応 じて 自由 に その知 識 を活 用 して
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い くとい う,Lexica1Database(LDB)の 考 え方 に もつ な が って い くこ

とにな る(第6章 参 照)。

自然 言 語 処理 シ ス テ ムは,今 後 と も上 に述 べ た よ うな各 分 野 に お い て発

展 し,"・次 第 に理 想 的 な姿 に近 づ い て い く もの と思 わ れ る が,そ れ を支 え て

い くのが さ まざ まな ア ル ゴ リズ ム で あ る とと もに辞書 で あ る。 特 に辞 書 は,

ユ ー ザ 側 か らシ ス テ ム を改 善 で きる唯 一 の手 段 で あ り,本 章 な らび に他 章

で指 摘 され た数 々の 問題 点 を突 破 す る ことに よ って,ユ ーザ 側 の不満 を次

第 に解 消 す る主要 な役 割 を担 うもの であ る。
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3.国 内 に お け る 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 辞 書 更 新 の 現 状

5.1国 内調 査 の概 要

(1)目 的

自然 言 語 解 析 用 辞 書 につ い て,効 率 的 な構 築 ・運 用 ・維 持等 の体 制 に つ

い て検 討 す るた め,国 内 の代 表 的 な メ ー カ,ユ ーザ を対 象 と して現状 及 び

将 来 望 ま しい と考 え られ る辞 書 の姿 につい て調 査 を行 っ た。 自然 言 語 解 析

用 辞 書 を利 用 した シス テ ム と して は 「機 械 翻 訳 シ ステ ム」 が あ る。 近 年,

機 械 翻 訳 シ ス テ ムは商 用 シ ス テ ム化 が進 み,一 部 では 実 用 に も供 され る よ

うに な っ てお り,自 然 言 語解 析 用辞 書 利 用 ア プ リケ ーシ ョンの典 型 的 な利

用 例 とみ な す こ とが で きる。 そ こで,国 内 の 商用 機 械翻 訳 シ ス テ ム提 供企

業(「 メー カ」 と称 す る)と そ の製 品 の導 入 企 業 ・団 体(「 ユ ー ザ」 と称

す る)に 対 して アン ケ ー ト及 び ア ンケー トに基 づ くヒア リン グに よる調 査

を行 うこ と に した。

② 内 容 。

機 械 翻 訳 シ ス テ ムの メ ーカ とユ ーザ の 各 々に対 して ア ンケ ー ト調 査 及 び

ヒア リン グ調 査 を実施 した。 調 査 項 目の詳 細 にっ い ては,巻 末 にあ る ア ン

ケ ー ト調 査票(メ ー カ用,ユ ーザ 用)の とお りで あ る。 各調 査 票 の調 査 項

目は簡 単 に まとめ る と以 下 の とお りで あ る。

① メー カ に対 す る調 査 項 目

1)辞 書 の種 類 と機 能

2)各 辞 書 の デ ー タ項 目

3)辞 書 の ユ ー ザへ の 提 供方 式

4)辞 書 更 新 に関 す るユ ー ザへ の 提 供 メ ンテ ナ ンス機 能

5)辞 書 更新 に関 す るユ ーザ へ の メ ー カ側 の支 援体 制

② ユ ー ザ に 関す る調 査 項 目

1)辞 書 更 新 の必 要 性,そ の程 度 及 び 内容

2)辞 書 更新 に関 す るユ ーザ 側 の運 用 規定

3)提 供 され てい る辞 書 メ ンテナ ンス機 能 の評 価

4)辞 書 メ ン テナ ンス機 能 の あ るべ き姿
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(3)方 法

① 調 査 方法

機 械 翻 訳 シ ス テ ムの メ ー カ及 びユ ーザ に対 して各 々,ア ンケ ー ト調 査

及 び ヒア リン グ調 査 を行 い,そ の結 果 を ま とめた。 メ ー カ に対 し ては,

商品 と して販 売 してい る シ ス テ ム(英 → 日,日 → 英 又 は両方)に つ い て

公 表 可 能 な範 囲 にお い て ア ンケ ー ト調 査 票 に回答 を記 入 して い た だ き,

これ を基 に ヒア リン グを 実施 した。 そ の他 シ ス テ ムの デ モ ンス トレーシ

ョンを拝 見 した もの もあ る。 ユ ー ザ に対 して も同 様 の方 法 を とっ た が,

実 際 にシ ス テ ム の運 用 テス トを させ て い た だ いた もの もあ る。

さ らに,調 査 対 象 の システムのユーザーズ マニ ュアル を購 入 して(1社 を

除 く)調 査 の参 考 と させ て い ただ い たo

② 調 査 対 象

調 査 対 象 企 業 ・機 関 と して機 械翻 訳 シ ス テム の メ ー カ/ユ ー ザ各 々5

社 ず つ選 定 した。 選 定 の 基 準 は以 下 の とお りで あ る。

〔メ ー カ 〕 調 査 開始 時 点(昭 和61年10月)に 既 に機 械 翻 訳 シ ステ

ムを 商品 と して販 売 し てい る企業 で,主 要 な もの。

〔ユ ごザ 〕 機 械 翻 訳 シ ス テ ムを導 入 してい る又 は,実 用化 シ ス テ ムの

運 用 を行 って い る企 業 ・機 関。

調 査 対 象 と して選 定 した企 業 ・機 関 及 び シ ス テ ムは,表3-1に 示 す と

お りで あ る。
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表3-1国 内調 査 対 象 企業 ・機 関一 覧

メ

ー

カ

対 企業
対象涙 テム等

A B C D E

日→ 英 ・

シ ス テ ム 名 称

1.ミデ ァムパ ック

J/E

2.マ イクロパ ック

J/E

ATLAS-1 PIVOT
HICATS

/JE

発 表 日
1.2.
84,585.6 849 85.5 86.4

発 売 日 1.2.

8・4685.8
84.9 85.12 86.5

英 → 日 ・
システ ム名 称' ATLAS皿 PIVOT TAURAS

発 表 日 84.9 85.5 85.5

発 売 日 85.6 86.9 85.12

ヒアリング実施 日 86,124 86ユ1.28 86ユ2.1 86ユ128 86,122

備 考
マニ ュアル

未 入 手

ユ

ー

ザ

対象㌶

対象 システ
F G H 1 J

日→英 ・
システム名称

マイク ロパ ック

J/E
ATI.AS-1 ATLAS-1

・日経 －CSK

機械 翻訳
システム

(共 同 開発)

HICATS

/JE

(共 同 開発)

導 入 日 8511 (試 験 導入)
82 86.9 79

英→ 日 ・
システム名 称 ATLAS皿 ATLAS皿

導 入 日 85

ヒア リング実施 日 86ユ25 86ユ2ユ9 ,86.12.11 86.12.1

備 考

先 方の都 合 に ょ
りアンケー ト調

査 票 に よる回 答
のみ
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③ 調 査 フ ロー

専門委員会 ・ 専 門委員会 一 事門委員会 一 専門委員会

盈 亀 」

ω (2) (3) (4) (5) (6) (7)

讃 詞 調 シ ヒ 調 調 マ 調 報
査 査 査 ス ア 査 査 二 査 告
対 塁 票 テ リ 票 結 ユ 結 書

,ム ・ ン ・.め一
象 ・の 一 の , , 果 ■ ア , 果 一 の

の 企 発 見 グ 回 の ノレ の 作
選 画 送 学 収 集 購 分 成
定 制 計 入 析

作
'

L同 時に」

④ 備 考

1)ユ ー ザ的立 場 で メ ー カ との 共 同 開発 体 制 を とっ てい る企 業 は ユ ー ザ

とみ な した0

2)ユ ーザ 等 の協 力 に よ り,シ ス テ ム操 作 や 運 用 を見学 した が,こ れは

各 シ ス テ ム の性 能 を比較 す る趣 旨の もの では な い。

3)調 査 の参考 にシ ステ ムの ユ ーザ マ ニ ュ アル を購 入 した が,こ の ユ ー

ザ ーズ 〔 ニ ュアル も調 査 結 果 の分 析以 外 の 目的 に利 用 した り,外 部 に

公 開 す る こ とはな い。

4)調 査 票 等 に関 す る資料 原 本 は,外 部 に公 開 す る こ とは な い。

以 上,調 査 対 象 企 業 ・機 関 の皆 様 には,貴 重 な 時 間 を本調 査 に さい て

いた だ くと と もに貴重 な ご意 見,資 料 を提供 い た だ き ま した。 ま こ とに

あ りが と うご ざ い ました。
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5.2国 内 調 査 結 果

3.2.1国 内調 査 結果 の概 要

今 回 の調 査 にお い て総 じて言 え る こ とは,我 が国 にお い ては 機 械 翻訳

シス テ ムは まだ試 用 の段 階 にあ る ものが ほ とん どで あ るた め,機 械翻 訳

シス テ ムの持 つ辞 書 更 新 や編 集 機 能 につ い て も,ま だ実 使 用 の 経 験 か ら

十分 な こ とが言 え る段 階 では な い,と い うこ とであ る。 しか しな が ら,

前節 の調 査 対 象 選 定 基準 に示 した よ うに,対 象 とした メ ー カ/ユ ー ザ は

現状 では 実 使 用 に近 い企 業 ・機 関 で あ る と考 え られ る こ とか ら,現 状 把

握 の た め の資料 を提 供 しえ る と考 え る。

以 下 に,今 回 の調 査 で主 に 目 につ い た ポ イ ン トを 中心 に概 要 を ま とめ

てみ るo

(1)メ ー カ調 査 結 果 の概 要

・ 今 回 の対 象 とな っ た ほ とん どの機 械 翻訳 シ ス テ ムは
,英 語 一 日本 語 間

の翻 訳 をす る もの で,翻 訳 の対 象 分 野 と し ては,科 学 技術 分 野 が 多 か っ

た。 使 用 コ ン ピ ュ.一夕 の規 模 と しては,

① 汎 用 大 型機

② ワー クス テ ー シ ョン

③ パ ソ コン

の3種 類 が考 え られ,そ れ ぞ れ の規 模 に よっ て想定 す るユ ー ザ 像 に も,

違 い が見 受 け られ る よ うで あ る。

・ 次 に,機 械 翻 訳 シ ステ ムが持 つ,辞 書 関 係 につ い ては,メ ー カ提 供辞

書 の更 新 機 能 に つ い ては大 体共 通 してい る と言 え る。 辞 書 更 新 の範 囲 も

大 体,機 能 語 以 外 の訳 語,属 性 の変 更 で あ り,文 法 の変 更 は 許 さな い と

い うの が一般 的 で あ る。 辞 書 内 容 の 更 新 は大 体 ユ ーザ辞 書 を対 象 とす る

もの で,メ ー カ か ら提 供 され る基 本辞 書 そ の もの を更 新 す る こ とは で き

な い こ とが 多 い。 更 新 の た めの 手続 きは デ ィス プ レー画 面 に向 か い対 話

的 に行 うもの が代 表 的 で あ る。

・ 辞 書 更 新 の た め の ユ ーザ イ ンタ フ ェー ス につ いては ,い くつ かの方 式

が あ る。 大 き く分 け る と,コ マ ン ドを入 力 す る方式,メ ニ ュー方式,テ

ンプ レー ト方 式 が あ る。 テ ン プ レー ト方式 の ほ うが記憶 す る量 は少 な く

一29一



て済 む が,操 作 は煩 雑 とい う意 見 もあ った。 コマ ン ド方式 は必 要 な コマ

ン ドをい ちい ち覚 え て い な け れ ばな らない。 大 量 の デ ー タ につ い ては,

バ ッチ的 に一括 処理 す る こ と も可能 で あ る。

・ 次 に,ユ ー ザ との 関係 に つ い て の べ る。 メ ー カ 側 で想 定 して い るユ ー

ザ像 と しては,メ ー カ側 で提 供 す る辞 書 の他 にユ ー ザ 自身 が必 要 とす る

語 彙 ・訳 語 につ い て は ユ ー ザ 自身 が辞 書 を作 成 して使 用 す る,と い うも

の で あ る。 メ ー カ側 で あ る範 囲 の専 門 用語 を対象 と した専 門辞 書 を提 供

し て い る場 合 は ユ ーザ 側 の 負担 がか な り低 減 され る場 合 もあ る。 しか し,

現 在 メ ーカ側 の対 応 は個 々 のユ ーザ の実情 を十 分考 慮 して い る状 態 では

な い た め,ユ ー ザ 自身 の負担 は避 け られ な い よ うで あ る。

メ ーカ 側 で は,現 在 の機 械 翻訳 シ ス テ ムは あ くま で も翻 訳 の 支援 シス

テ ム的 な もの で あ り,ユ ー ザ もそ うい うこ とを納 得 の上 で,シ ス テ ムの

特 徴 を理解 して使 って欲 しい とい う意 見 が 多 か った。 また,現 在 の機 械

翻 訳 シ ス テ ムは ユ ー ザ が 自分 で作 りな が ら実用化 して い くもの だ とい う

認 識 を期待 して い る よ うで あ る。 メ ー カ側 の提供 す る サ ー ビス体 制 につ

い て は,現 在,メ ー カ に よ って か な り違 いが み られ る。 教 育 サ ポー ト,

SEサ ポー ト,苦 情 処理,ユ ーザ 会等 サ ー ビスの形 態 は い ろ い ろ あ る。'

概 して,ユ ーザ の増 加 に応 じてサ ー ビス体 制 を整 え つ つ あ る とい うのが

現 状 であ る。

・ ユ ーザ が作 成 した 辞 書 の活 用 の問 題 につ い て も,意 欲 を持 っ てい るメ

ー カ は存 在す る が ,時 期 尚早 とい うの が実情 の よ うで あ る。 ユ ーザ と共

同 で実 用化 を は か って い る所 を 別 とす れば ユ ーザ辞 書 の作 成 は ほぼ全 面

的 にユ ーザ の手 に ゆ だ ね られ て お り,辞 書 作 成,辞 書 更 新 の教 育 サ ポ ー

トが あ るのみ とい うケ ー スが 多 い よ うで あ る。

(2)ユ ー ザ調 査 結果 の概 要

・ ユ ー ザ の典型 的 な姿 とし ては,機 械翻 訳 を適 用 した い 分 野 を具体 的 に

一 つ 持 って お り,メ ー カ提 供 の一 般 辞 書 と専 門 語 辞 書 の 上 に,ユ ーザ 固

有 のユ ー ザ辞 書 を構 築 しな が ら,実 用化 へ 向 け て試 験 的 に使 用 してい る

とい うもの で あ る。 ユ ー ザ の 中 で あ る程 度 成功 をお さめ て い る例 を見 る

と,機 械翻 訳 の適 用 範 囲,分 野 をか な り狭 い範 囲 に限 定 して い る場 合 が
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見 られ る。 適 切 な訳 語 を 出力 させ る には,現 状 では か な り分 野 を しぼ る

必要 が あ る よ うで あ る。 また,翻 訳 文 の質 よ りは,あ る程 度 の量 を あ る

程 度 の質 で訳 して くれ て,大 体 の意 味 が把握 で きれぱ 十 分 とい う使 い方

の 場 合 には,辞 書 が ど うあ るべ きか に 関 しては,違 う意 見 にな る よ うで

あ る。

・ 辞 書 更新 につ い ては,か な り機 械 翻 訳 シス テ ムに通 じて お り,文 法 の

知 識 につ い て もあ る程 度持 って い る人 で ない と難 しい よ うで あ る。 現在

の ユ ー ザ とい うの は素人 の エ ン ドユ ー ザ とい うよ りは む し ろ,機 械 翻 訳

の導 入 を検 討 して い る研 究 開発 者 的 な人 々が 多い よ うであ る。

ユ ー ザ の シ ス テ ム の使用 者 に も次 の よ うな タ イ プが あ る よ うで あ る。

① エ ン ドユ ー ザ に よる使 用

a)対 象 言 語 の知 識 の ない入 が翻 訳 結果 のみ を利 用 す る場 合。 この場

合,意 味 的 に正 し く,か つ文 法 的 な正 確 さ もそ れ な りに要 求 され る。

b)翻 訳 結 果 を利 用 す るが,対 象 言 語 に関 す る知 識 をか な り持 ち,必

要 に応 じて翻 訳 結 果 の吟 味 を行 うこ とが 可 能 で あ る場 合。

c)対 象 言 語 に関 す る知 識 をか な り持 ち,原 文 を読 む手 間 を 省 くた め

に機 械 翻 訳 を 使 用 し,必 要 な情報 を見 つ け た ら,原 文 に もど って読

解 す る場 合。 この場 合 は,少 々の間 違 い は あ って も,大 局 的 に必 要

な情 報 が それ な りの精 度 で訳 され て いれ ば 十 分 で あ る,と い うこ と

に な るo

② 翻 訳 者 に よ る使 用

翻 訳 の下 訳 を 出 させ て,翻 訳 の能率 を あ げ るた め に使 用 す る。

③ 研 究 開発 者 に よ る使 用

将 来 の エ ン ドユ ーザ に よる使 用 あ るい は エ ン ドユ ーザ に対 す る翻 訳

サ ー ビス に向 け て,研 究 開 発 者 自身が 使 用 してい る場 合。 この場 合 の

ユ ー ザは 機 械 翻 訳 シ ステ ム につ い て もあ る程 度詳 し く,文 法 の知 識 も

備 え,翻 訳 対 象 分 野 につ い て も知 識 を持 っ てい る。

・ 辞 書作 成 ・辞 書 更新 の在 り方 につ い ては,こ の よ うなユ ー ザ像 の違 い

に応 じて,意 見 が異 な る よ うで あ る。 ① エ ン ドユ ーザ の立 場 では更 新機

能 は わ か りや す く,簡 便 な こ とが望 まれ るが,② ③ の立 場 で は,使 い易
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さ と同時 に,必 要 な こ とを的確 に更新 で き る ことが望 まれ る。

・ 機 械 翻訳 の使 用 レベ ル として は ,ほ とん どは実 験 的 に導 入 してい る と

ころが 多 く,す ぐに実 用化 で き る とは考 え て い な い と ころが 多 し㌔ 辞書

作 成 の手 間は 覚 悟 は して い るが,実 際,相 当 か か る とい うとこ ろが 多 く,

現 在 の メー カ提 供 の辞 書 で満 足 とい うとこ ろは な い よ うで あ る。'辞 書更

新 につ い て も,失 敗 を繰 り返 し な が ら も地 道 に取 り組 み を続 け て い る と

い う状 態 で あ る。

・ 機械 翻 訳 シ ス テ ムの使 用 状 態 と して は ,バ ッチ 処 理 的 な使 い方 と,対

話 的 な使 い 方 が あ る。 現状 では,機 械 翻 訳 シ ス テ ムの運 用kほ か な りの

知 識 が要 求 され るの でエ ン ドユ]ザ の使 用法 は バ ッチ処 理 的 な使 い方 に

近 くな っ て し ま うよ うであ る。 対 話 的 な使 用形 態 で使 い こな す には 相 当

の 訓練 が必 要 とい う印象 を 受 け た。

・ 辞 書 更新 に つ い て も,ど の よ うたや った ら うま くい くか とい うの は,

担 当 者個 人 の ノ ウハ ウ的 な 部 分 が強 く,試 行 錯 誤 的 に行 っ て い る傾 向 が

強 い よ うで あ る。辞 書作 成 ・辞 書 更 新 にか か わ る運 用 体制 につ い て も,

機 械 翻訳 シ ス テ ム 自体 が まだ試 用 段階 にあ るの で,運 用 体 制 と言 う程 の

実 績 を持 つ とこ ろ は まだ ほ とん どな い,と い うの が現 状 で あ る。

ぴ また,個 々 に作 成 され た 辞書 の活 用 につ い て も まだ真 剣 に検 討 で き る

ほ どユ ー ザの 層 は 厚 くな って い な い よ うで あ るo

・ 辞 書更 新 まわ りの問 題 点 と しては ,シ ス テ ム の仕組 み を知 ら ない と辞

書 更 新 が正 し く正 確 に行 わ れ な い こ と,文 法 の知 識 が あ る程 度 必要 であ

る こ と,意 味 記述 な ど相 当 の専 門 性 が必 要 な項 目 もあ り,エ ン ドユ ー ザ

の使 用 を困 難 に して い る可 能 性 が あ る こ と,等 を 指 摘 す る こ とが で き る。

まだ使 用 現場 か ら十 分 な こ とが 引 き出 せ るほ ど,市 場 が形 成 され て い る

わ け では な い。 多 くの ユ ー ザ は試 用 の段 階 にあ り,そ れ ぞ れ工 夫 しなが

ら実 用 へ の試 み を続 け て い るの が 現状 であ る。

3.2.2メ ー カ調 査 結 果

本 節 では,機 械 翻 訳 シズ テ ム を開発 してい るメ ー カ に対 す る本調 査 の
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結果 の詳 細 を記 述 す る。今 回,調 査 対 象 とな った のは,現 在 市 販 され て

い る機 械翻 訳 シ ス テ ムの メ ー カ5社 で あ る。 な お,資 料 と して個 々 の メ

ー カ の各 項 日別 の回 答 の集 計 表 が表3-2に あ るので ,参 照 願 い た い。

以 下,な るべ く集 計表 の順(ア ン ケー ト用 紙 の順)に 記述 して い くが,

内容 に よ って一部 変 更 してあ る箇 所 もあ る。

3.2.2.1機 械翻 訳 シ ス テ ム

① 今 回,調 査 対 象 とな った機 械翻 訳 シス テ ムが対 象 と して い る言 語 は,其

日 また は 日英(一 社 の み 日韓 も対 象 ど して い る)で あ る。 また,翻 訳 の対

象 として い る分 野 は 限定 され て お り,主 に科 学技 術 分 野 となっ て い る。 つ

ま り,翻 訳 の対 象 分 野 は 限定 され て お り,一 般 の文 書 を すべ て訳 せ る よ う

な シ ス テム では な いo

稼動 マ シ ンは,パ ー ソ ナル ・コ ン ピュー タ,ワ ーク ス テー シ ョン;大 型

汎 用計 算 機 な ど多 岐 に わた って い る。 た だ し,各 シス テ ムは,い ず れ か一

種 のマ シ ン上 で しか 稼 動 しな い。

利 用 方式 は,い ずれ の シス テ ム と も,バ ッチ方 式 及 び会 話 方 式 の両 者 が

可能 とな って い る。 多 量 の文 書 を 一括 して翻 訳 す る場 合 にバ ッチ方 式 を利

用 し,少 量 で即 時 性 を必 要 とす る と き に会 話 方式 を利 用 す る。 利 用 形 態 は,

パ ー ソ ナル ・コ ン ピ ュー タ及 び ワー クス テ ー シ ョン上 の シス テ ム では 個 人

利 用,大 型 汎 用 計 算機 上 のシ ステ ム では セ ンタ利 用 とな って い る。

② シ ス テ ム導 入 に あた っ て,ユ ー ザ が行 わ な けれ ば な らな い準 備 事 項 と し'

て,

(i)要 員 の訓 練

(ii)ユ ー ザ辞 書 の作 成

が あ る。

機 械 翻訳 シ ス テ ムは,原 文(訳 され る文 章)の 入 力 に始 ま り,原 文 の編

集(プ レ ・エ デ ィ ッ ト),翻 訳,訳 文 の編 集(ポ ス トエ デ ィ ッ ト),出 力

を行 う トー タル な シ ス テ ム で あ る。 そ の他 に辞 書 の作 成,更 新,管 理 な ど

の機 能 を持 って い る。 そ のた め,シ ス テ ムを使 い こなす には高 度 な技 術 が

必 要 と され る。 特 に重 要 な のは,プ レ ・エ デ ィ ッ トと辞 書 の更 新 で あ る。

翻訳 の能 力 を最 大 限 ま で 引 き 出す た め に は,こ の2つ の操作 に 習熟 しな け
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れ ば な らな い。 そ の た め には,機 械 翻 訳 の仕組 み に まで立 ち入 っ て理 解 す

る必 要(メ ー カは こ こまで は望 ん で い な い が,実 際 に調 査 員 が 使 用 して み

た実 感 で あ る)が あ り,高 度 な技術 が必要 とな る。 従 って,要 員 の訓 練 は

必 須 の もの で あ る。

翻 訳(機 械 翻 訳 に限 らず,入 手 に よ る翻訳 で も)に あ た っ ては,ユ ー ザ

独 自の用 語 や 訳 語 とい っ た もの が必 ず 存 在 す る。1ユ ー ザ につ い て も,別

の ジ ョブで は別 の 用語,訳 語 が必 要 で あ る。 従 っ て,シ ス テ ム導 入 時,ま

た は,ジ ョブの 開始 時 にユ ー ザ辞 書 を作 成 しな け れば な らな い。

③ 保 守 体制 は メ ー カ に よ りまち まち で あ る が,販 売 形態 に よ って対応 が異

な る よ うで あ る。 パ ー ソ ナル ・コ ン ピ ュー タや ワー ク ス テー シ ョン上 で稼

動 す る シ ステ ムは,販 売 方 式 は 売 り切 りとな っ てい る。 その場 合,保 守 体

制 は電 話 に よ る応 対 や バ ー ジ ・ン ・ア ップで の対 応 とな って い る。 大 型 汎

用 計 算 機 上 の シ ス テム は レ ンタル販 売 を行 っ て お り,通 常 のSEに よる保

守 体 制 を採 って い る。

④ 機 械 翻訳 シス テ ムは,翻 訳 を支援 す る シス テ ムで あ る とメー カ側 は 主 張

してい る。 さ ら に,現 状 では,処 理 の対 象 とな る分野 もかな り絞 られ た も

の とな っ てい る。 これ に対 し,ユ ーザ は機 械 翻 訳 シ ス テ ムを使 えば どん な
'

文 書 で も翻 訳 で き る と考 え て お り,両 者 の意 識 には か な りの隔 た りが あ る

よ うで あ る。

3.2.2.2辞 書 の構 成 ・提 供

① 辞 書 の構 成 は,基 本 的 に,

(D基 本 辞 書

(ii)専 門語 辞 書)e1

(1ii)ユ ー ザ辞 書

(+1:専 門 用語 辞 書 と呼 ば れ る場 合 もあ るが,本 報告 書 で は専 門語

辞 書 と呼 ぶ こ とにす る。 ただ し,集 計 表 では そ れ ぞれ の呼 称 で記 述

してい るσ)

か らな って い る。 た だ し,専 門語辞 書 は持 た な い シ ス テム もあ る。 また,

ユ ーザ辞 書 を複 数 同 時 に使 用 で きる シ ス テ ム もあ る。

これ らの辞 書 は 優先 度 を持 って お り,優 先 度 の高 い 順 に単 語 を検 索 にい
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く。 優 先 度 は ユ ー ザ辞 書 が最 も高 く(ユ ー ザ辞 書 が複数 使 用可 能 な場 合 は,

そ の 中 の優 先 度 は ユ ーザ が決 定 で き る。),専 門 語辞書,基 本辞 書 の順 に

低 くな る。 これ に よ り,同 一 の単 語 で もユ ー ザ独 自の使 い方 が で き る。

基 本 辞 書 とは,い わ ゆ る一 般 語 の辞 書 であ り,メ ー カか ら提 供 され る。

基本 辞 書 は,一 般 に シ ス テ ム に含 まれ る もの とみ な され てい る。 基 本 辞 書

には,機 能 語 や文 法 的 に重要 な単 語 な ど文 法 に直 接 関わ る単 語 が含 まれ て

い るoそ の た め,通 常 ユ ーザ には解 放 され て い な いo語 彙数 は,ど の シ ス

テ ム と も約5万 語 と共 通 してい る。

専 門 語 辞 書 は,特 定 の専 門分 野 での み一 般 に使 用 され る単 語 か ら成 って

い る。 語 彙数 は,1万5千 語 か ら25万 語 まで とい うよ うに シス テム に よ

って まち ま ち で あ る。 専 門語辞 書 も現 在 は メ ー カか ら提 供 され てい る。 た

だ し,シ ス テ ム か らみ た扱 いは ユ ーザ辞 書 と同 列 に扱 われ る。 メ ー カ か ら

の提 供 もシ ス テ ム とは 別 料金 にな って い る場 合 もあ り,や は り,シ ス テ ム

とは切 り離 され た もの として扱 わ れ て い る。

ユ ーザ 辞 書 は,ユ ーザ で作 成 す る もの で あ り,メ ーカ は そ のた め のサ ポ

ー トを 行 っ た り,ツ ー ル を提 供 す るだ け で あ る。 完 全 にユ ーザ 側 で使 用,

管 理 が 任 され てお り,ユ ー ザ辞 書 の変 更 に よる訳 文 の品質 な どの責 任 は ユ

ーザ にあ るユ ーザ 辞書 は ユ ーザ に よ りさ ま ざ まな利 用 形 態が 考 え られ るが ,

詳細は 「3.2.3ユ ーザ 調査 結果 」 の 中 で述 べ る こ とにす る。

② メー カ提 供 辞 書(基 本 辞書,専 門 語辞 書)の 権 利 に関 しては,ど の メ ー

カ と もプ ログ ラ ム ・プ ロダク トの 一部 と見 な して お り,シ ス テ ム に含 まれ

る もの であ る と回 答 して い る。 従 って,契 約 内容 も一般 の プ ログ ラム ・プ

ロダ ク トと同 じ に な っ てい る。 た だ し,専 門 語 辞 書 につ い ては,シ ス テ ム

とは別 扱 い に し てい る メー カ もあ る。

3.2.2.3辞 書 更 新 処理 方 式

① ユー ザ で更 新 処理 を行 え るのは,基 本 的 に は ユ ーザ辞 書 だ け であ る。 基

本 辞 書 や専 門 語辞 書 を 更新 したい ときは,ユ ーザ 辞書 に その単 語 を登 録 し

て変 更 しな けれ ば な らな い。

② 更 新範 囲

更新 処 理 の対 象 とな る単 語 は,品 詞 別 にみ る と,シ ス テ ム に よ り異 な る
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が,最 大 で名詞,形 容(動)詞,動 詞,副 詞 で あ り,最 小 では,'名 詞 だ け

しか操 作 で きない シス テ ム もあ る。 助 詞 や助 動 詞 な どの機 能 語 及 び 文 法 は

解放 され て い ない。 機 能語 や文 法 は 互 い に関 連 しあ って お り,さ ら に,シ

ス テ ム に依 存 してい るた め であ る。 また,多 義 語,複 合 語,慣 用 句 な ど も

すべ て辞 書 に登録 す る こ と に よ って その処 理 が可 能 とな る。

更新 内容 は,基 本 的 には,見 出 し語,品 詞,訳 語,活 用 語 の活 用 形 で あ

る。 さ ら に シス テ ム に よって は,名 詞 に対 しては意 味 属 性,動 詞 に対 して

は格 属 性 な どを解放 し てい る もの もあ る。 更 新 内容 が 多 い ほ ど きめ細 かな

訳 が可 能 とな るが,そ の分 ユ ーザ に負i担 が か か る。

③ 更 新 ツー ル

更新 は,専 用 の辞 書 エ デ ィタや 辞 書 ユ ーテ ィ リテ ィを用 い て行 われ る。

エ デ ィ タや ユ ー テ ィツ テ ィの機 能 と し ては,辞 書項 目の追 加,変 更,削 除

で あ り,ど の シ ス テ ム ともほ ぼ 共 通 し てい る。 処理 方式 は,コ マ ン ド入 力

に よる もの,メ ニ ュー に よる もの,テ ンプ レー ト方式 な どが あ り,'そ れ ぞ

れ に工 夫 が こ ら され て い る。 一 般 的 に,パ ー ソ ナル ・コ ン ピュー タ や ワー

クス テ ー シ ョン上 の シ ス テ ムは 対 話 形 式 で行 われ,汎 用 計算 機 上 の シ ス テ

ムでは 対 話,バ ッチ の両 者 が可 能 で あ る。 また,今 後 備 え て い く機 能 と し

ては,学 習機 能 な どが挙 げ ら れ て い る。

3.2.2.4辞 書 の メ ンテ ナ ンス ・サ ポ ー ト体 制

① メ ンテ ナ ンス ー

ユ ーザ辞 書 の メ ンテ ナ ンス は ユ ー ザ に任 され て い るの で,「3 .2.3ユ ーザ

調 査 結 果 」 で述 べ る こ と と し,こ こで は メ ーカ提 供 辞 書 に関'して述 べ る。

メ ー カ提 供 辞 書(特 に専 門語 辞 書)の メ ンテ ナ ンスはテ ス ト用 の 例 文 を

用意 して い る メー カ もあ るが,主 に社 内外 か らの苦 情 や新 規 文 書 の翻 訳 を

試 み る こ とに よ って 行 われ てい る。 辞 書 の拡 張 に関 して も,苦 情 や新 規文

書 の他,ユ ー ザ辞 書 や 他 シ ス テ ムの 辞 書 も利 用 され て い る。 た だ し,ユ ー

ザ か らの フ ィー ドバ ック に つ い ては組 織 だ っては行 われ て は い な い。

シ ス テ ムや基 本 辞 書 の バ ー ジ ・ン ・ア ップに よるユ ー ザ辞 書 の整 合 性 は

各 メー カ と も保 証 して い る。 辞 書 のバ ー ジ ョンア ップは定 期的,ま たは 不

定 期 に行 わ れ てい るが,1年 に2回 か ら3回 くらい 行 わ れ る。 これ は,新
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規 用語 の 追 加 な どに よ る もの よ りも,シ ス テム のバ グ対 応 な どに よる も の

が 多 く,こ の こ とか ら,現 在,機 械翻 訳 シス テ ムは発 展 途 上 で あ る こ とが

窺 え る。

② サ ポ ー ト体 制

ユ ーザ辞 書 の構 築 に対 す る メ ーカ 側 の支 援 体制 は ,

・通 常 のSEサ ポ ー ト

・ツ ール の提 供

・教 育

な どが代 表 的 な もの で あ る。 た だ し,機 械 翻 訳 シ ステ ム が市 場 に 出回 って

か ら間 が な い た め,ユ ー ザ が少 な い うちは 教 育 を行 え る が,ユ ー ザ が増 え

て くる と教 育 が で き な くな る ので は な い か とい うメーカ もあ る。

また,メ ー カ に よっ ては,

・辞 書 作 成 の 請 け負 い

・辞 書 作 成 会 社 の紹 介

な どを し てい る とこ ろ もあ る。 今 後,機 械 翻 訳 シ ス テ ムが普 及 してい くた

め には,専 門語 辞 書 が 充実 し,ユ ーザ辞 書 を作 成 す る手間 を省 くこ とが重

要 な こ とであ る。 そ の た め に も,ユ ー ザ辞 書 の受託 や辞 書 作 成 会 社 な どは

注 目され る動 き で あ り,ニ ュー ・ビジネ ス の対象 にな る可 能性 を秘 め て い

るo

辞 書 の更新 に対 す る支 援体 制 は辞 書 構 築 に対 す るそれ とほ ぼ 同 じで あ る。

シ ステ ム(メ ー カ 提 供 辞 書 を含 む)の バ ー ジ ョン ・ア ップ に対 しては ,メ

ー カ請 け負 い ,ま た は,自 動 更 新 ツール の 提供 で対 処 して い る。 その他 の

支 援 と して は,ユ ー ザ会 や パ ソ コ ン通 信 に よる講 座 な どがあ り,興 味 深 い

動 きを して い る0

3.2.2.5ユ ーザ へ の希 望

ユ ーザ 側 か らは ユ ーザ 作 成辞 書 を買 い上 げ て欲 しい とか
,ユ ーザ か

らの意 見 を フ ィー ドバ ック して欲 しい な ど とい う声 が あ る。 しか し,

現状 では,メ ー カ,ユ ーザ と もそ の よ うな体 制 には な い。 また,シ ス

テム 自身 が発 展 途 上 で あ り,ユ ーザ も未 熟 であ る。 この よ うな こ とか

ら,ユ ーザ作 成辞 書 か らの フィー ドバ ックは今 後 の問題 であ るとしてい る。
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ユ ーザ か らは,「 なぜ 訳 せ ない のか」,「 ニ ー ズ に合 った辞書 が欲

しい」 な どとい う声 が あ り,機 械 翻 訳 シス テ ムに過 大 な期 待 を持 って

い る。 メ ー カは 機 械 翻 訳 システムをあ くまで翻訳 支 援 と位 置付 け て お り,

プレ ・エデ ィット,ポ ス ト・エデ ィッ ト,ユ ーザ 辞 書 の作成 を前 提 と して

い る。 これ に対 し,ユ ーザ には文 を入 力 す れ ば す ぐ訳 文 が現 れ ると思

って い るユ ー ザ もい る よ うで,両 者 の意識 には か な りの ギ ャ ッ プが あ

る よ うだ。

3.2.2.6メ ー カ調 査 集 計 表

今 回 の機 械 翻 訳 シ ス テ ム の辞 書 に関す る国 内調 査 の メー カ集 計 表 を

表3-2に 示 す。

なお,表3-2中 で,調 査 票 にあ っ た会 社概 要 は 省 略 し,メ ー カ名

はA～Eで 示 した。
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波3-2

白

機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 辞 癬 調 査 集 計 表 (メ ー カ 向 け)

No.〔1/11〕

メ ー カ

A B C D E

調査 項 目

ll機械 翻訳 シス テムにつ いて

1.シ ス テ ム の 名 称 ① マイ如}{ウクJ/E・ ①ATLAS-1 PlVOT

② ミディアム'{ックJ/E 機械翻 訳 システ ム 日英 翻訳 支援 シ ステム

③ マイク耐 ックJ/κ ②ATLAsn HICATSJ/E

2.対 象 言=吾 ① 日→ 英 ① 英→ 日

② 日→ 英 日→ 英 、 英 → 日 日 → 英 、 英 → 日 日 → 英

③ 日→ 韓 ② 日→ 英

3.対 象分 野 ① 、 ② 、 ③ ① 、 ② 「 科学技術文献

技 術 文 献 、 マ ニ ュ ア ル 、 新 科学技術文書 技術分野 科学 ・技術 分野

聞記事等 技 術 マ ニ ュ ア ル

4.稼 動 環 境

ω 計算機の機種 VAXシ リーズ、NECPC98シ リーズ・ FACOM

N-5200シ リーズ、 ‖|↑ACHI-816、 Mシ リー ズ. ACOS450以 上 UX-700 M-240H以 上

田 図5560/5550/5540

、

;S3000シ リー ズ

ヤ

(2}OS VMS(VAX) ①OSW/F4MSP
OS{V/X8FSP ACOS4 UNlX VOS3

MS-DOS(PC) OSl・S/S

②osW/F4MSP

(3}プ ロ グ ラ ミン グ 言1吾 C言 語、 ア セ ンブ ラ言 語 ① アセ ンブ リ言語 C、COBOL
/

C ① 文法 規則 ・・GDL

② アセ ンブ ラ
「

② シ ス テ ム ・PL/1

(4}必 要 とす るメモ リ容 量 640KB(PC) ①4MB 4MB 4MB 5MB

(マンマシンイン夘rス 部 含 む}

②4000KB

⑤ 必要 とす るメモ リ容量 20MB ①20MB以 上 100MB 92MB ①40MB(基 本辞書}

②60MB.以 上 ②70MB

(専 門用1吾辞書}

5.利 用方 式 パ ッチ方式 、会 話型 ① 、② パ ッチ方 式、 会話 型 パ ァチ方 式、会8鯉 パ ッチ方式 、会8古型
、

・ パ ッチ方 式、 会話 型

6.想 定す るユーザ形 態 個 人 利 用 、 エ ン ドユ ー ザ ー ① 、② 個 人利用 、 セ ンタ利用 個人利 用(WS型) セ ンタ利用

セ ンタ利用(VA沿 、 翻訳 者 セ ンタ利 用、 翻訳 者 翻訳者 翻 訳 者 、 エ ン ドユ ー ザ ー 企業 内利用



表3-2(つ づ き) 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 辞 書 調 査 官十表 (メ ー カr句e

No.〔2/ll〕

1

さ
'

1

`

Ii

〕

.

、メ ー カ

.

調査 項目

]
A

シ

B

r
・

ド 3,「,

..

・C
" '■

D E

7.想 定す る運用 体制
・

教 育 された オkレ ータ によ

る利用

① 、②

専門 用 語辞 書要 員の訓 練

などを 予め実 施 した上 で

専任 組 織1こよ り運用す る
.P

■ 、,
..

集中 管理、 パ ッチ中 心

対話 は、 コス ト問題 あ り

機 械支 援翻 訳で あ り完全 自

動 で はない。 又 、ユ ーザ辞

書 はユ ーザ サ イ ドで 作 る
.

運 用保 守部 署が存 在 して機

械 翻訳 向 けの文書の 作成 ・
s

編 集の 指導 を行 い、ユ ーザ

辞 書の 作成 ↑保守 を行 う。
、

8.保 守体 制

.A

`.

電 話 によ る対応

(使 用 法 、障害)

パづgンアッ7によ る対応

(システムの 有料交 換)

① 、②

担 当SE.経 由,での標準 障

害処 理 体制 ;2・ 、

事業 部で 苦1青処 理

1

'・

開 発 部署で 対応す る。

9.ユ ーザ の 準 備 事 項 ・ ハ ー ド条 件の 整備 ・

ユ ーザ教 育の 習得

〉

① 、.②
・専 門 用 語 辞 書 の 開 発

.・ 要 員 の 訓 練
・入 出 カ イ ン タ フ エ ー ス の

整 備

-

ユ ーザ辞 書

要員 訓練

'

ユ ーザ 特有 の 単語が 必ず あ

るの で、 それ は準備 して 頂

く

・ユ ーザ毎 の文 倉に則 した

文 章作成 編集 ノ ウハ ウの

まとめ、 既存 文書の編 集
・ユ ーザ 独 自の用 語、訳 語

を 含む ユーザ 辞書の 作成
.

10.ユ ーザ の シ ス テ ム へ の

介 入

文章 の修 正 機能

辞 書の追 加 、修正 機能

① 辞書 内容 変更

原 文 に対 す る構文 指示 記

号,.
②?

不可
ユーザ 辞書 は変更 可

」

1

不可

基本 辞書で も訳 呂誓願の 変更

は可

.

ll.シ ステ ムの販売

ω 販売方 式 直 販、 特約 店販 売 レンタル販 売

、

,プ
ル ・

シス テム、 基本 辞書、 ユ 占

ザ辞書 の3本 立 てで レンタ
さ

も...

売 り切 れ(辞 書 を含む ソ フ
トの み 可)

プ ロ グラムプ ロダ ク ト(専

門用 語辞書 は別 価格、 レン

タル方式)

② 販売部署 シス テム営 業 部 営業部門 事 業 部 、C&CVAXサ ー ビ ス 電算機事業部 情 報 システ ム営 業本部

`

友

$

'

'

「

、

■ 、

`
ψ 、

「

1

,

,
1'

.

、.

:

1

A'

「.
一 本 ㌧'1ぐ

,ド δ
'・

,

《'. '

、

,

w

.
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表3-2(つ づ き} 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 辞 轡 調 査 集 計 メ ー カ ∫右`)

No.〔3/11〕

メ ー カ

A B C D E

調査項 目

田辞書の 概要

1.名 称 J/Eパ ック辞書 ①基本辞書 な し ① 基 本用 言告辞窃

②ATLAsn日 本1吾基 本辞 書 ②科学技術専門用語辞書
ATLAsn英 語基 本 辞書

2.作 成 日 ① 、② 現在 まで3年 半 5年 ①1年 半

非公開 {但 し、研 究期 間 は除 く} .

3.機 種 日英
v.

①基本辞書 日本 語辞 書＼ 英語辞 書 一 般 辞 書 ・専 門 用 語 ・ユ ー ①+②+ユ ーザ 辞書

②? ザ 用語

4.機 能 日本語 の 解析 及び 英】吾の生 ①基本辞書 意 味分 析(一 般) 日英 機械 翻訳時の 客語 の情

成 ②? 報含 む。

5.役 割 ? ①基本辞書 解 析 、 トラ ン ス フ ァ 文法 と と もに機 械翻 訳に用

②? い る

6.規 模(語 彙 数) 約6万 語 ① 、② 一 般5万 ～吾
「

一 般5万 語 ①5万 語

約5万 語 専 門1万5千8吾 専 門oax25万 】吾 ②25万 語
・ユ ー ザ 胴x5万 悟

7.辞 書 パ タ ー ン コア辞 書、 ユ ーザ辞 書 ① 、② 一 般辞 書、 ユ ーザ 辞書 最大3つ の辞書 使用 可

8.使 用 コ ー1ド JIS JEF 」'IS JIS KEIS、EBCDIC

9.辞 書 構 成 社内機密 ① 、② 基 本辞 書、 ユ ーザ 辞書 基本 辞書1つ と科学 技術専

メーカ ー提供 の基 本辞 書 門用語辞書を含む最大2つ
を含 め最大5個 の辞 書を 任 の辞 書、 計 最大3つ まで可

意の 優先順 位で 連結 して 使

用

.

10.デ ー タ 項 目 社内機密
、

① マ ニ ュアル参 照 、
㎡ 見 出 し、 品 詞 、 デフォ一州 訳 語 見 出 し、 品 詞、訳語 、保守

、

② 見 出 し、 概念 記号 、文 法 性 、 数 、 意 味 マーカ、語 彙 文 法 情報
属性 その 他

、

へ

、
..

.
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波3-2(つ づ き) 機 翻 訳 シ ス テ ム の 辞 書 調 査 集 計 表 (メ ー カ 向 け)

No.〔4/11〕

ー

メ 一 方・

調査項 目

A B C D 1三

W辞 抱の ユ ーザへの 提 供方式
システ ムに含 まれ る ①?

②

2種 の 辞書込 みの 料金

'

プOグ ラ ム と 一 括 プ ロ グ ラ ム プ ロ ダ ク ト1.方 式

2.媒 体 磁 気 テ ー プ 、ハードディス久 フロリピ
ーディスパ15冊)

① 、②

磁気 テ ープ

磁 気 テ ー プ(100MB) フ ロ ッ ピ ーデ ィ ス ク(9MB) 磁気 テ ープ

3.形 態 オ ブ ジ ェ ク ト コ ー ド ① 、 ②

デ ー タ

オ ブ ジ ェ ク ト コ ー ド オ ブ ジ ェ ク トコ ー ド オ ブ ジ ェ ク トコ ー ド

4.舟 方 ンアップ販の 提供

ω 種 類

有 り

コア辞 書 ・専門 辞書

①、② 一 有 り

①、②

基 本辞 書

有 り

システ ム辞 書

有 り

一般 辞 書、 専門辞 書

有 り

①基 本用1吾辞 書

②科 学技 術専 門用語 辞書

② 頻度 2回/年
,

①、②

数 回/年

か な り多 い 不定 2回/年

(3)規 模 ? ① 、②

約5万 語

安定 しない情 報につ いて 全体 各 辞書の 改訂 版を 提供

5.辞 書 に関 す る権 利 契約 有効 期間、 使 用 ① 、②
レンタル期 間中 、当 該 セ

ンタに おいて のみ 、ユ ーザ

が 使用権 を有 す る

は っきり して い ない ・著作権 、財 産権 に関す る

法的保 膜
・プログラム加肋 トの一般 契約

6.も れ防止 対策 社内機密

ρ

① 特 にな し(信 頼 関係)

② 特 に成 し。 辞書力価 の柵

成を 公開 してい ない 。 当

社のエディ,タを通 しての み

見れ る。

良 い方 法は ない コ ピー防 止策 が とって ある ・法的保 護 及び契約 に よる

・ユ ーザ に開 示 しない部分

は ドキ ュメ ン トに記述 し

ない
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表3-2(つ づ き) 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 辞 鱈 調 査 一 計 表 (メ ー カ 向 け)

Ne.〔5/11〕

A

メ ーカ

調査 項目

A B C D

」

E

..

V辞 書1一サへ の 開 放 に つ い て

辞布 更新 プ ログ ラムの提 供 ①4.以 外 す べ て

② 酔 言}1ディフタで 見 せ る

'ユ ー ザ 辞 書 の み ユ ーザ 辞 書 ① ユ ーザ辞 書

② 基 本用語 辞 書の訳語順
1.開 放 範 囲

2.開 放 条 件 名 詞、 形容 詞、 動詞 、副 詞 ①な し

②特 にな し

特 に な し 品質 の責任 は ユーザ が持つ

3.開 放 内 容

.

見 出 し語、 訳語 、属 性 、活

用 形を 指定 させ る

①登 録 内容 すべ て

② 自立語 につい て は、訳 語

を 見せ る。特 に名 詞は意

味 分類 を、助 詞 は格 属 性

を 見せ てい る。

客 に トレ ー ニ ン グ して い る

の は 、 名 詞 の み 。 文 法 は さ

わ らせ な い。

名 詞 ・動 詞 ・形 容 詞 ・副 詞

に つ い て 、 見 出 し ・品 詞 ・

訳 語 を 開 放

① 名 詞 ・サ変 動詞 ・数詞 接

尾1吾

②基 本用 語訳 語顧

③ 文法 ルー ルはだめ

4。 開 放 で き な い 部 分 ・理 由 部分:助 詞 ・助 動 詞 ・接続

詞

理 由=解 析及 び生 成の ル ー

ル に大 きい 影 響を与

え るため

①部 分:機 能三吾な ど1000語

理 由:文 法 ルー ルと密 接

な関係 があ りユ ーザ

によ る変更 に適 さな

いため

② 付属 語(機 能語)は 開 放

して い ない

部分:文 法

理 由=整 合性 が くず れて し

まう。保 守が大 変

部分:'機 能語 及 びル ール

理 由:シ ステ ムに依存 して

お り、一 般 ユ ーザに は書 け

ない た め解 放 してい ない。

部分1① 機能1吾

②3の ① 以 外の 内容

語

③ 文法 との関 連の 強
い項 圏

理 由:① 文 法 との 依存性 が

強 く副作 用大

② シス テムの改 良に

対 す る自由度 を保
つ

、

,

.

＼
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表3-2(つ づ き) 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 辞 書 調 査 集 計 表 (メ ー カ じナ)

No.〔6/11〕

メ ー カ

A B C
.

D E

調 査項 目
r

Vl辞 書 作 成(メ ー カ 側)・

1.収 集 法、 選択 基準

ω 基本語 彙'

社内機密 ① 、② 非 公開

「

市販辞書か ら
,….・ ・P,.,,,',「.」7,.9・9

頻 度頗 、分類 別、 品詞 別

(2}専1"1語 戴 社内 に もと もとあ った もの 市 販の対 訳辞 書

rr7,..・ 幽・ 層 ・か ら 、 特 殊 な 訳 語 、 頻 度 の … 一一・…

高い もの を選ん だ。
・

.P,7・,...,.・9,.9 」.■ 「.「 ・ ・,.

2.辞 書化 の手願
..」,.・..

LFA..F層

社内機密

「.,.7.「

①、② 非公開
.r,7.7■-,・,.P「.

見 出 しを 選 び 、 対 訳 を つ け
・品 詞 別 に 分 け 、 辞 書 化 し、 ・・r.■ ・..'..… ■PP,

ベ リ フ ァ イ す る 。

..層 ■9 .・P.,9PP..,.7「L
,7・ ・.7..,.'「 ・.9.「.,「'」 L・-■....

ω基 本三百彙
Lr・7.rP層.,,■-P,■',■.-,.・....,・ ・'P

層.■ ■ ●r■ ■ ■.7,7.,・ ・「 ・

人手 によ りコー ド入 力 しパ
・ッチ入 力。 対話 方式 で修正

PLA .....、 層.・77● …,・9,,・r7・9.・9..・7.'層PP「P7,'. ・ ■P・ ●■,■..・P..,.7..FP,層..・

実験 によ り調整

層7・.7・.Lr・.・.-.`,,FL■.,「9・,.',., r.7層..P,層9■r層 ■・.■.・ ■■,N.7・,.・-..H層.7,9・ ㊨.,.7・ ・■..,■ ■9■■,.P■7'77...・.9P,.LP.P,..㎡'..P 7●9,〆,」,■ ■,77.L・,.'..,,,「,「P.7「7..-・,.-.. .7,..●,,9■ ●.層P,層'層7■.■ 「.'.「'P,層'P,.'...「.「,.・,. ・層^・.r.・,・,9・ ・F「 「.'.F7「.'.■ 層

(2)専門1蚕戴
,1,,・.. ..●,■9,■ ■'■.,,...,層..'..・,・ 層P.「7'7 .●.●P■'7■.・,,.,.......,7.,「 ・-・.層F.,層'.. .7,.r● ●P.■P,.■,7.P,1層..7.L.・.幽.

1

Pr..prP.,■ ■,,.・ ・.,・.層..,「-「,層,.

対 訳 データ に 対 し プ ロ グ ラ ム
・で 標 準 値 を 設 定 、 対 話 又 は ・

A
F パ ッ、チ で 修 正 。 実 験 で 調 整

,..●.,■PP..'.9,層'.P'.'.,P「P7 7.■ ● ■.層,P..,..●P●,■ ■ ㊨.●.7,・ 層....層'層 ・7'..
「...F.4.■ ●,■ ■■',■ ■■,r77>・.・,,,.・,,...7,.., .,,層PF7...,●,■P..,■7L'.7・.・.層,・'..,'・ ・.

層1,■ ●L白 ■,・.・ ・,・.層...,.7.7..- 1....「 ・

3.複 合語 等への 対処 法 社内機密
」こ

..、.●.、9rr層.」.・

...・.・97・ ・… 層',層..,.・ 「.P..・...・ 層9・......●,.■,■'■.」 ・P・,.P,層.7.P.・ 「.
、.,● ■r,■ ■.● ■7.■ ● ● エ■ ■ ■.,■ ■.777..'...'.,,.「P.「.7,・ ・

.・P層.,層.r,77..P,■ ■P・■■,...・9・ 「7'・.・ ■7■ ■77■ ■.・層・..

(1}複 合 語
7.■ ● ● 吟 ■.7層 ■7■-● ・,■ ●,pr7・'.・-.,,「 「,7.,・ 層., ,,,,7.,●n,層 層.P,■ ・7.■ ・■ ■PL層7,.・..,..,..777.7・.・,,,.

① 、② 辞書 に登録
.,,,..■ ■■.㊨■,・ ■7■7■ ■■P■ ●■.■,■ ■..7.・ ■・9...層 ・.7,.・ 層.F

辞書に入れる
,.●,■.層P■ 四 ■,.7■ ■・■■,P■7■ 「7P...,.・..P「..,,..P7..・'.

・複 合 語 と して 辞 書 に 登 録 。

・も し登 録 して な か っ た ら 自・… と して 登 録 …・…・・
① 名詞連 鎖にっ い ては連1吾

「「,,.」

動 合成 す る。 ② 派生語 は中心 語 レコー ド

,r・,.・P,層 .1・P・.●7L● ■■P■ ■・'■,...層P,,.7'77'..・P..7 ,...● ■■層F,r層 ・・'■.㊨,■.■ 層■7●.r.-'.,層P1....P7「'「.・.・ .,,ppr.7.7、9■ ㊨,層..'.」 ・..幽.....層 ・.7,..77 ・7■..・ ・■,.,層P.7.「7.7■.,P'7' ・に 登 録 『・・

②慣用句
● ■,P■ ■.r.....,7-層,..,,F

① 、② 辞 書に 登録.
、

.-r.P,・7..r,7.,■ ■ 層,■ ■r■ ■7・.●7'・ ・'・,エ 「.....

「辞 書 に入れ る

P.P7.・.●,■ ●,,層 ■,層,,7.7..・.「 エ・「・,,P・

,

語 彙文 法 によ り慣用 句の 認
・定 と意 味 の決定 を行 う

、

・中 心 語 の レ コ ー ドに 登 録 … ・

.・,.馳..吟9.P.・ ・7● ●9● ■PF,77...「.,,.・'..'.・

③多義語
.,,,.・7● ■・■・,F,.・'...・,77,r..・..層 「......,7.,,

..,9...r7・ ・,..,...7.P,,,・「7

,,.P7.7,層.●,■.■P■L,参 ●,エ ■ ●FP■ ■F7・ ・-......7.7「.7・9,

'

.L7●..●,■FP■ ■'7...・,.層 ・ 層 層P....・7...P「...,..7・7

① 辞書 に登 録。 意味 カテ ゴ
・リ'による訳 語 自動選 択、対 ・

話的 にユ ーザ選 択

7..9,● ●.■,■ 層 ■ ■ 層 ・..・.・ ・........・..・...・.「,

部分 的に並 列処 理 し、 うま
・くマ ッチす る と解 析 の段階 ・

で1つ に しぼ る。

,..・ ・.7.,● ● ・ ●P,■pr● ■.77■'.',,.・,.7,7....吟9・,,

意 味 分 析 に よ り 一 意 に 決 定
・す る

。 … 一 ・一 ・・・…… 一 … ・・… ・

.'

腹 数 の 訳 語(グ ル ー プ)を

・登 録 ・F…・…… ・・ …・・・・… …… ……

7.^...● ■ ■.・ ・,..層.F・','... ..7,■.● ■,.PPH■ ●●L,● ■.■ ■'77'「 ・..9.㊨ ㊨...,...,.・.... ・② 単 語間の 意味 関係 によ る・・層,...P㊨ 層..・r●.■ ■,,層 ■7'■ ■■..,・.、...・.P「,..F.・,..、.9. 9.,..・..,.● ●■-.....層,,7FP,・". F.,.■P7,..,7.,・...も...,「,-「L7

選択b

-r9,、9,,....,,r,・rF●77'..',..1P,.L...-.・ ・,.

..・.・..PP.....7..r,■ ■r●.7・.● ●P■ ■r,■..'7・.,.,.「P「 ・
・9P層,,.7...・ ●.■ ■■,層■,,.■ ・,・ ….,層.「..'・..,.,・.P

`
..7.●.,● ■.■P,,,■7',..7....・,...,7L層,.「77.・ ・,.・.P. ・7.7■-㎡ ・■P●●層P■7■ ■■77.●.・ 「.・P,,,P」 「 ・,,・ 「.9 ..も.・ 「.,、P7,.

,

4.派 生 的 な 意 味 ・特 殊 な 意
・味 ・一 一''"…

社内機密
.7.9・ 層 層.P779.,・.層 ・ 層7・7・.・ 層,.N.7.7P..層 ・ 層P,L.・ ・

?
.,..,..7...●,,.■ ■7r■ ■7・・7.,,層,'.'777L.・.・.PP,,,

分野 情報 、語用 情 報
pr.r,.....,...層.r,.「,・.,・ ち… 層・,7P7pr77・ 亀・・.層 ・…,r・

語 彙 文 法 に よ り 、 脈 絡 、 用
・怯 、 の 詳 細 な 記 述 を 行 い 、・… 個 別 文 法 で 対 処 。 派 生 語 の・・

特 に重要 な語につ い ては、

これに よ り対処 す る。 扱い につ いて は3([)を

層..・.,s...層..,・... .■,.● ■P1層P■ ・,'●.■,■,,■,」,、.9・P.. ,..P7.7・..■P層.,■ ■.,層 ・.■.・......"・ ・...・PFP「.7 ,.●.■,、,,,層r7,層,,'.・ 層',・....7.7'..7.,「.・P層.P,.・.L. .r■ ● ●-,■ ■■■P,P■'7.■7.「.7「.. ・参 照 …

. .....1層r.」 ・■ ●.P■ ㊨r■7● ・●'7・ 層'9....7.「.・P,,P,H ..7......・'.,… 層F・ ・...79・...層.,'層 ■.,・..P.層.....・7

・
P9.層,....・ ■■●・●■■N■ ■.■ ■・','・..層.層 層,P..・..・P幽P.,L層 ド..,.,9..層P,..P7・.「.・ ・77.・99・...," ●■...,^「9層,」,P「1「



鄭 一2(つ づき) .機 械 翻 訳 シ ス 羊 ム の 辞 齋 調 査 集 計 摯(メ ー .力 向 け)
.

No.〔7/ll〕

「1

メ ーカ

調査 項 目
・

A
・

B C D E

W辞 書 メ ン テ ナ ン ス'
. ノ

(メ ー カ 側)

1.内 容 チ ェ ッ ク 社内機密 ① 、② 非公開

(1)頻 度 姫 年2回 程 度の 予定

②方法 ㍍ 、 ..

目 視 に よ る チ ェ ッ'ク 」 翻 訳

実 験 に よ る 問 題 点 の 抽 出 。

ー

㌫

ー

)

③手順

2.テ ス ト用 例文の 種類 と数 社 内機 密 ① 、② 非 公開

3.修 正 ・維 持 ・拡張方 式 社 内機 密 ① 、② 非 公開

4.辞 書の デー タ拡張 他 の シス テム辞 書の 利用 、 ①、②
・ユ ーザ 所持 辞書 の利 用。・…一 …必 要語 を独 自に収 集…

翻 訳辞 書や 拡張 ユ ーザ辞 書
・の 他、 ア プ リケ ー シ ・ ンを・・

利 用す る。

5.専 門 語辞書の 複数 利用 あ る ①、 ②?
,層….層 ・.

祉 内 外 の 苦 情 に も とつ く チ ェ ッ ク 項 目 の 決 定 、 目 視
・に よ る チ ェ ッ ク 、 対 話 又 は ・

パ ッチ に よ る 修 正 、 確 認 。

全 部 で150ペ ー ジ程*文 法 ・辞 轡 の 基 本 項 目

100ペ ー ジが コ ン ビ ュ ー・……・ が 二 千 例 文

タ リ ニ ュ ア ル*そ の 他 各 種 チ ェ ッ ク
・が 二 万 例 文 ・……一

気 づ い た ら や る。 実 際 の マ ニ ュ ア ル 等 を 訳 し
… 外 部 か らの 苦 情 か ら

。・…・…・… 訳 文 を 検 討 し 、 文 法 あ る い … 語 学 文 献 、 見 直 し 、 実 験 …

は 語 彙 文 法 を 修 正 ・拡 張 し
・て い る

。 ・……………・・………一 …

ユ ーザ 所 持 辞 書 。

・・…・… 翻 訳 辞 書 や 拡 張 ユ ー ザ 辞 書・… 上 記3に よ る
。 …・・… ・・一 ・一 各 種 情 報 の 利 用 。 ・・・…

の 他 ア プ リケ ー シ ロ ンを 利'市 販 辞 書 の 対 訳 情 報 の 利 用

用 す る 。…一 一 …・・………・…_.._.,

あ る あ る あ る
……… 効 果:新 しい 訳 語 を 得 る こ・……一 ・…・…・ ・…・ ・適 訳 が で き る 。 未 知 梧 の 減・・

と 。 少



一

息

ー

表3-2(つ づ き) 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 辞 檀 調 査 官十 表 (メ ー カ 向 け)

No、 〔8/11〕

,

メ ー カ

A B C D E

調査 項 目

W辞 趣内容 の変更(ユ 叫 側)

1.辞e}に よ る変 更 可 ①可 ②? 可 可 可

ω変更 可 ①可 可 可 可

・内 容 . 一 角変動 言司、 名 言司、}形 容 …司、 ①V参 照 V参 照 V参 照

・副 詞 に 関 して 訳 語
、 属 性 の ・…

..「..・ 「

変更

・方 法 辞 奮 更 新 プ ロ ク'ラ ム に よ る ① 辞書 エデ ィッタま たは 辞 対 話 的 に で き る ユ ー テ ィ リ 対話

… ・… 書 ユ ー テ ィ リ テ ィ … ...㌔L...・.,・F・L…rrr ・テ ィ が 用 意 さ れ て い る ・パ ッ チ …

P「 ・,.「,

!

こ
''"二"二"9' .-● エ.● 層.rr,.・ ・L, ,F,.,F..「 ・..・..「..

②追加 可 ①可
,.「7,

可 ・
..A.「..

可 可
.....・.

・内 容

「.馳....

上記 と同様

.F..,1層

① ω と同 じ
」 」 ・.... ・.,9・ ・.・.9,層1P,.・,'..L・...・

同上
●r●,P-PP..「.層.幽

ユ ーザ辞 書 に追加
「F,,..層..,

A

・方 法

.・.,,7.,P

上記 と同様

..A「.・ ・

同上 対 話 、 パ ッ チ 、 対 話 情 報 よ
P「,・,LL ・り プ ロ グ ラ ム で 作 成 …

-...,,層 層PP

(3)削 除

'"1… 』'"… 『'…'"

可

.-,層 層 ■層,...・P.

①可 不可(リ プ レニスの み可} 可 可
7.r.r.,..層.P層7,■,"「7,.".,-,・PP`. r■・ ■L■・・r9.・ 「「.....・.....F 7L●77.7.,,.... .,,..・P.7..... ・P.F..7

・内 容 前 記ω と同 様 ①ω と同 じ 同上 ユ ーザ辞 書か ら削除 で きる

7.・.r,.P,.,P'7,7'・' ...・ 「..,.1・, ..㎡.9.● 層-,P,P.「11.,」 」. 7.・ 〆 ●,吟...,.,,.,,「 「
・.■.F.9.・,7'.,7・7. 「・ ・.・..

・方 法 前 記(Dと 同 様 向上 対 話 、 パ ッ チ

r..,.「 層 .r,.,,.7,..■,■ 、■.7「 「,・層....・,..9, PL'7.「. F層・ ■.■.7r■ ■■■■r,r,層,■L「..,.

ωその他の機能
7.....9「・■F,L 層.,.層 ■,.77A■ ■7.,P9,,」P.P..エP幽P・

'

■7,..9. 「"
、'"け'H'"

辞 書の印 刷、 複写 、比較/
・ユーザ 辞8r作 成時 に標準 値

設 定/出 典 情報 によ る訳 語

''"-''"「'「 「'":''" -層 ■ 層 ■PP,1,層 層.7 ..^■,,●...r・-,,,「 層
層 ●■馳■r■■,....「..・.. pr■ 」.7...「..「.,,,.7..' ・の 選 択 …

2.ユ ー ザ に よ る訳 し分 け 不可 ①? 不 可(一 度辞 書 に もどって 可(ユ ーザ辞 書の 入れ換 え 可 一文 型や 訳語の 選択

..,層PlP層9㊨..,77,-',. ■F,・7L7・ ・「・P9 ,.....●'「.「. ・変 更}・ ・・・・・・・… 一 ・可
。 学 習 機 能 有 り)・ ・ (ポストエディ,ト、ユーザ辞 書 、 基 本 ・「

脚 辞 書の訳1吾選 択)

層層,r,...層,,.L・.'.,.,9' P層 ■■層 ■■,,■7r7..・^.,,,P7..,「.77 7・.7.・.「7.・7,7 ●,●r.」 ■-...,,,層P「7 .7■ ・...●...P.,^「L, ...

3.マ ニ ュ ア ル 有 り 有 り 有 り 有 り 有 り

..,r・P層..9,,.,.,'. ・.. .・ ■ ・,.●.層 ■,.77■.9,,■ 「 「,.7「7
7■,.・ ■.r..・..・,,.・...「,.■,「,.L・,..L・

4.ユFザ メ ン テ に 関 す る ユ
・ユーザ が 辞書 を簡単 に 管 ① 、② 非 公開 「なぜ 訳せ ないの か 」 簡易 にユ ーザ辞 書の作成 、

一ザか らの要 望 理 で きる手 段の 提供 「ニ ーズ に合 った辞 書が欲 保守 を行 う機能

・ユ ーザへ の訪 問を 希望 す しい 」

る声 が 多い
F

過 大 な期待 があ る。

..、9.9. ㌘.... ..,,L.. .■層,,」P「.,'・..

5、 今後備 え る機能 社内機密 ① 、② 未 定 今 は改 良の 段階 辞書の 学 習機能 等検討 中
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波3-2(つ づ き) 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 辞 憩:調 査 集i計 メ ー カ 向})

No.〔9/11〕
ー

メー カ

調査項 目

A B

..

:
.

C D E
、

IX辞2}更 新 ツ ー ル

有 り

会 話型 の辞 書更 新プ ログ ラ
・ム …

辞 書 の 内 容 の 変 更 ・追 加 ・
1削 除 …

-.・.・PP

'...・..',」P「 層.・.'.r

.

簡単な質問形式
層..,層P.層.,.・..'77..7」.,・9.,7.77Pr.層r.....,,,.層

P「P..「 「.,P,.■,■ ■ ■,●.,..層..P・,,,・

専 門 的 知 識 を 必 要 と し な い

'… …"… ・… … ・・… ・・一 …… ・・…・・マ ニ ュ ア ル 参 照 …

...77.7,P9,層 ・ 層 ・.・..、7.7.層,,,,.層,.■ ・ 、 ■r■

」 「 ・,P..,-.「....,L,層P,.
r,,rP・.

,・ 層L,'7.・.P.,.・P.・,・7'・ ・'7',,●9層.,r層P,,層 ●...令,,

.'7層7F,「7」 層,,9・,・.・.,「....7.、77FP
-.●.,・..7

..幽.7・.層.F7,.,・.77,F,..

PF「 ・・..・..7.7..・ ・ 「'「,,,,■.,rP....・7

,._∴,._..P.._._..._....,..,_,

.F,.㊨,.層.,層 層 ・.「 エ ・..-・...7.7..F7,層 層 層 層 ・ ■,・'■ ■7P層.....

層,,P層.P・..「 ・.「.7L・,7..「.層F・ ・,PP「Pp.,
..

9「..・,亀.・ 馳......,,.

・LP「P層.■ ●,,,-P■ ■

①有 り ②?

.7,F.「.

①w参 照
・② 変更 ・追加 ・削除 …

'..7」.」 層1PPP..・.r・.・

7...r7F■
P,,

① 、 ②
… マ ニ ュ ア ル 参 照 …

7.,'7P層P.,・....・.・..P… ㎡ ・.・7

① 、②

7.,.・ ・,.・'.エ ・....,,.・,・ ・r,..● ・.・.,rr..r・r

...P.,.7'.層...P..9■.■r今.,r■,■ ■ ●
..令.7r層

P,..・,...・7777・,.P
..

7',.,`7F,,層.,

7..,,F.P

.9..,.「,7.F,層 ・,・ 層 ■9F7r,層7,1層 ・ ・

・,・ エ ・.・..'..・ 「層..,P・ ρ,7■ ■ ・.、

..7..層.,層...・.●.7■7

..,..「.P7・ ■7P,層P,r■ ●.

層 層..'^7「,,層,.,,層.・,● ・7層P

,,ケ.,'..7P層 ・,・',層 層 ■.,,層 ■ 「7●r.

.,」..層..,・.・7

有り

...1『..9

--ρ.F

.幽9「.LL.L…r層 ●

層.,9..、...7

._;...,._.,.

モー三 王ii㍑

・'77,,P層.層 ・,・'..
.9,●..,7..P.層P,9.P層

「P,,P9・ ・,'..F',P層.層,,・ 層.,..7',.層.,.

...7.・.-.,.吟..P77■ ・ ■ ・r7

.・.,.7,,「,,..■ 「

..'...L..,P,1,...「.「,77.7r層 」■7■ ■

層..層,層...・-.,.層F.P,層.,.■r,.'■ ・,7■ 層

.L.7,,・.「.7.,層.
■P,.」 ・.-r7■.,.P層..

FP,・.P.・..

..,

..馳...7

....rrP

(Wに 同 じ)

有 り

.

登 録 、削除 、 リス ト出 力

画面 上 で対話 的 に行 う
.・.,.7,,7P,L・.,r,-■ ■■ ■● ■ ■.■,■,

r-r.-

P層,.・...A..「7.L,,,「 ・ ■ ・.r-..■ ・■ ■r●.■ ■F7

「・ ・-,..

.'..「7,「,「7■7,,P9.

LP,.P-9..■,9.,

,.層....「.9・'・..,P,,層...・ ■・ 、7■ ■ ■ 」7r・,,rr

.P,F,..9・',..・.

...・9.'.,7.●L・.P.,.-1r-..-

..,.'.・ ・.■ ■■ ■ ■r7■ ・ ■P,,「 ・,-

..7.「.「,「,層P9・9・,r.7層..^r...L」,9,..

.....・.苛r,F,P層
r,●-.^●..・

.層,,.・.■ ●r....

..,..」,

有 り

① 用1吾辞書保 持

② ユ ーザ 辞1馴乍成支 援

① 追加 ・更新 ・削除 ・印刷
・複写 ・比較 …

②対 訳情 報利用 、出典 情 報

訳1吾順変 更 …

対話 又はパ ッチ
「 ■9「,,.,

,.,.「 ・,

メ ニ ュ ー 、 ガ イ ダ ンス 方 式
・に'よ る 操 作…・

..、.L7・,.「,7.-「....

-ー も..L「...「.L7「,,F

...L..■

.「.「..工 ・..

1.辞 露 ツ ー ル

・菰 類

・機 能

-■ ・.・,.

■.,,9■,■

.P

・方 法

.,,..-

P.,,層P・ 層P・,.7..9,・.・ ■ ■7.L.,,層 層

・特徴
,層,.層 ・"・,■,,■7.,.,」.

.7,.,.,'7,層F,P....,・.7r'P,層.●,.9●7

,.「....P層.P.・..,.・rr

.'・ 層H層,.'..,L7「,,..,層
7r7,■P1■..●7■ ・77■ ●,層.,,.

層F,,層.,.・'・.,

..,・ 層「F

..,L.7P....、7.7.,,,.P・

L.,.層...,■ ■ ■■ 層

,P,'..'「."PL層77',r■.P■P,●7..7

..・..」9・.,・
■ ■7P層

..^.'・,,9-.P.',,,`P,,,...・.r層,L・.P

..,L..、
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表3-2(つ づ き) 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 辞 香 調 査 書十 参乏 (メ ー カ 向 け)

No.〔10/11〕

ー

メ ー ヵ

A B 'C D E

調 査項 目'

X辞 書}荷 築(ユ ー ザ 仰1) ,
-.■,,..,■...・ .・ ・■層.層・,,.層P,,..'7層77・,'-・. r.・.■..PP,.rF,.■L・ ・,■ ・ 、 ・ 層,P..令 ・ ・.・

幽...・ 「,.,,,」..・ 「...「 「 「 「 「 「

・......

1.構 築 にあ た って利 用 でき ・専 門辞 書登 録機 能 ① 】X参照 D〈-1参 照

る機 能… ・専pq辞 書 管 理 機 能 ・… ・・… … ・・② マ ニ ュ ア ル ・・一 ー 一 ・ ・.9.,「 層 ・ ・

1

る

2.バ ー ジ ョ ンア ッ プ に 対 す

PF,.7..

社内機密

層..・,..

① 、② 整 合性 を保証す る 名 詞 しか作 らせ ない ユ ーザ辞 書 は、必 ず 機能的 ① 公開 項 目を安定 した 範囲
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表3-2(つ づ き) 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 辞 香 調 書士 (メ ー カ 向 ⑮)

No〔11/日 〕

メ ー カ

調査項 目
A B C D E

、Xl更 新 に関す る支援 体制
.工

1辞 書更 新支援休 制 辞 書更 新 プ ログ ラムの提 供

ユ ーザ 教育
①X参 照

② 通常 のSE支 援
教 育の み ユ ー テ ィ リ テ ィが 用 意 され

て い る

項 番X-3に 同 じ

2ユ ーザの 習熟度へ の 対処 ユ ーザ 胡習 会

PC通 信に よ る胡 座
① 、②? 過大 評価 して もらわ ない ① 言克明会

②SEに よ る支援

③ 辞書作 成会 社の紹 介

3バ ー ジ ョ ンア ップ 支 援 体

制

メ ーカ請 け負 い

自動更 新 ソ ール

①、 ②? メー カ側請 け負 い ツー ルの提 供 ・メーカ 側改訂版 の提供

X-2参 照

4そ の他 支援 ユ ー ザ 会

NeWS

① 、② 検討 中 特 にな い
ユーザ 辞書の 買 い取 りの 希

①SEに よ る ユ ーザ の フ ォ

ロ ー
開 習会

PC通 信に よ る研 座
望 はあ る。 ② 辞 書作成会 社の紹 介

P,

・'

、
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3.2.3ユ ー ザ調 査 結果

本節 では,ユ ーザ に対 す る本 調 査 の結 果 の詳 細 を ま とめ て記述 す る。

な お個 々 の項 目に対 す る回 答 を 資料 として表3-3に 集 計 表 と して ま と

め て あ る の で,参 照 願 い た い。 以 下,な るべ く集 計 表 の順(ア ンケー ト

用紙 の順)に した が っ て記 述 して い くが,内 容 に よ っ て一 部変 更 してあ

る箇 所 もあ る。

3.2.3.1機 械 翻 訳 シ ス テム

① 今 回調 査 対象 とな った ユ ーザ5社 の うち,3社 は メ ー カ で販 売 して い る

機械 翻 訳 シ ス テ ム をそ の ま ま導 入 して い る。 残 り2社 の シ ス テ ムは メ ー カ

と共 同 で開 発 され てい る。

対 象 言 語 は,い ず れ も其 日 または 日英 であ る。 ハ ー ドウ ェアは,パ ー ソ

ナル ・コ ン ピ ュー タ,ワ ー クス テ ー シ ョン,汎 用 大 型 計 算 機 とな って お り,

メ ー カか ら提 供 され て い る形 態 をす べ て網 羅 し てい る。

② 導 入 か ら実 運 用 まで

導 入 か ら実 運 用 まで の作 業 工程 は,お お よそ次 の よ うに な って い る。

(1)シ ス テ ム導 入

シ ス テ ム導 入 では 一 般 の計 算 機 シ ス テ ム と同 じよ うに,シ ステムのセ

ッ トア ップや イ ンス トール な どが行 わ れ る。

(ii)ユ ー ザ辞 書 の構 築

翻 訳(機 械 翻 訳 に限 らず,人 手 に よ る翻 訳 で も)に あた ってはユ ーザ

独 自の用 語 や訳 語 とい った ものが 必 ず 存 在 す る。それらの用語 や 訳語 を

辞 書 に登 録 す る作 業 がユ ー ザ辞 書 の構 築 で あ る。

(iiD要 員 の教 育 ・訓練

こ こでい う要 員 とは シ ス テ ムの運 用,管 理 者 ではな く,エ ン ド ・ユー

ザ の こ とで あ る。 機 械 翻 訳 シ ス テ ムで は プ レ ・エデ ィッ トや辞書 の更新,

管理 な ど高 度 な技 術 を 必要 とす る作 業 が あ る ため,要 員 の訓練 は必 須

で あ る。

導 入 か ら実運 用 ま で に要 す る期 間 は,年 の オ ー ダー とみ られ るqし か し,

調 査 対 象 とな っ た5社 の うち,実 運 用 を して い る のは1社 だ け で あ った の

で,正 確 な数 値 は 出 て こな か った。
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③ 運 用 体 制

運 用 体 制 に関 して は,実 運 用 を行 って い る1社 以 外 は,現 在 の 体制(試

用期 間 中 の体 制)に つ い て 回答 し て もら った。 実運 用 に いた って い な い と

ころ で は,現 在,テ ス ト中 または準 備 段 階 とい うこ とで,数 名 の 要 員 しか

割 い て い ない。 また,体 制 も特 に組織 だ った こ とは してお らず,TSSな

どに よ り各個 人 が 自由 に使 用 し てい る。 実 運 用 を して い ると こ ろで は,シ

ス テ ム の管 理 者 を も含 め て,約40人 で運 用 してい る。

④ 評 価

シ ス テ ム全 般 に つ い て,人 手翻 訳 と比 較 してみ る と,全 ユ ー ザ が人 手 翻

訳 よ り手 間 が か か る と答 え てい る。 そ の理 由 としては,

・プ レ ・エ デ ィッ ト,ポ ス ト ・エ デ ィ ッ トに時 間 が かか るo

・ユ ー ザ辞 書 が未 完 成 で あ り,辞 書 登 録 をた び た び行 わな け れ ば な らな

N'。

な どが挙 げ られ る。 具 体 的 に数量 的 な 回答 を与 えて くれ た と ころ では,人

手 翻 訳 の1.5倍 か ら2倍 くらい の 時間 が か か ってい る よ うだ。

プ レ ・エ デ ィ ッ トに関 す る質 問 では,プ レ ・エ デ ィ ッ トは行 わ な い と答

え てい る と ころが2社 あ った。 これ は,キ ー ワー ドだ け で も 日本 語 に して

目につ き易 くす るな どの 目的 で機 械 翻 訳 シ ス テ ムを使 っ てい るか らで あ る。

プ レ ・エ デ ィ ッ トを行 っ てい るユ ー ザは す べ て,プ レ ・エ デ ィッ トは手 間

が か か る と答 え て い る。 また,プ レ ・エ デ ィ ッ.トの結果,原 文 が 不 自然 に

な って し ま うとい う不 満 も あ る。

ポ ス ト ・エ デ ィ ッ トにつ い て は,人 手 翻訳 とあ ま り変 わ らな い とい う意

見 と手 間 が か か る とい う意見 が あ った。 いず れ にせ よ,校 正 者 は原 文 を読

ま な け れば な らな い。

シ ス テ ムの完 成 度 につ い ては,そ の尺 度 が は っ き りと して い な い た め,

ユ ー ザ に よ り様 々な 回答 が寄 せ られ た。 平 均 し てみ る と,完 成 度 は あ ま り

よ くな い とい う評 価 で あ る。 た だ し,メ ー カ と共 同 開発 してい る ユ ーザ は,

も と も と 目標 が は っ き りして い た た め,そ の 目標 に達 して い る とい う こ と

で一 応 満 足 し てい る と回答 して い る。 導 入効 果 に関 す る質 問 では,ま だ実

運 用 に至 って い な い た め,効 果 を考 え るの は これか らの こ とで あ る として
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い るユ ー ザ以 外 は,な ん らか の効 果 は あ った と して い るo

全 体 と して の満 足 度 もユ ーザ そ れ ぞ れ,人 そ れ ぞれ で評 価 が異 な って い

る。 現 在 の ハ ー ドウ ェアな どの環 境 を考 慮 す る と まあ満 足 で あ る とい う考

え と,実 用 レベル か らみ る と まだ 実 用 には な ら な い とい う考 えが 代表 的 で

あ る。 調 査 を して い ての 印象 で は,現 状 で は まだ実 用 レベル まで は達 して

い な い。 使 い勝 手 が悪 い な ど とい う意 見 は あ る もの の,今 後 の発 展 に期待

す る と ころ が大 き い よ うであ った。

3.2.3.2辞 書 の構 成 ・評価

① 辞書 の 構成 は,

川 基本 辞 書

(ii)専 門 語 辞 書+1=

(m)ユ ー ザ辞 書

(+1:専 門 用 語辞 書 と呼 ば れ る場 合 もあ るが,本 報 告 書 で は専 門

語 辞 書 と呼 ぶ こ とにす る。 た だ し,集 計 表 では そ れ ぞれ の呼 称 で

記述 して い る。)

とな っ てい る。 た だ し,専 門 語辞 書 を使 用 して い ない場 合 もあ る。 また,

ユ ーザ 辞 書 は複 数 同時 に使 用可 能 な シ ス テ ム もあ る。 これ らの辞 書 は優 先

度 を持 って い て,優 先 度 の 高 い順 に単 語 を検 索 にい く。 通 常,ユ ー ザ辞 書

が優 先 度 が最 も高 く,専 門 語辞 書,基 本辞 書 の順 で低 くな る。

基 本 辞 書,専 門語 辞 書 は メ ー カ か ら提 供 され る。 基 本辞 書 には,い わ ゆ

る基 本 語 彙 が収 め られ て い る。 専 門 語 辞 書 には;特 定 の専 門分 野 で一 般 的

に使 用 され てい る語 が収 め ら れ て い る。(詳 細 は,3.2.2メ ー カ調 査 を 参

'照)

ユ ー ザ辞 書 を複数 持 つ こ とが で き る シ ステ ム の場 合 には さ ま ざ まな使 い

方 が あ る。 一 般 的 には階 層 化 され る こ とが 多 い が,同 列 に扱 う場 合 もあ る。

複数 の辞 書 を 同列 に扱 う場 合,辞 書 の優 先 度 を決 定 す る こ とが重 要 とな る。

② ユ ー ザ辞 書

ユ ー ザ辞 書 が階 層化 され る場 合 には,

(i)グ ル ー プ辞 書

(ioプ ラ イベ ー ト辞 書
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に分 け られ る。(名 称 は各 ユ ー ザ に よ り異 な るが,こ こ では この 名称 を用

い る。)

グル ー プ辞 書 は複 数 の人 間 が共 通 に使用 す る辞 書 で あ る。 一企 業内 また

は プ ロジ ェク トで共 通 に使 用 され る もの で あ る。 社 内用語 や,特 定 の プ ロ

ジ ェク トや ジ ョブで共 通 に使 用 され る用語 が収 め られ る。 シス テ ム導 入 時

や プ ロジ ェク ト,ジ ョブの 開始 時 に グル ー プ辞 書 は作 成 され る。 グル ー プ

辞 書 は さらに階 層化 さ れ る場 合 もあ る。

プラ イベ ー ト辞 書 は,各 個 人 が 使 用 す る もの で,個 人 の ノ ウハ ウの蓄 積

や テ ス ト用 に使 わ れ る こ とが多 い。 この辞 書 の作 成 管 理,更 新 な どは各

個 入 に任 さ れ てい る。

以上 が一 般 的 な辞 書 の 構 成 であ るが,こ れ らの他 に一 過 性 の辞 書 を用 い

てい る と ころ があ る。 これ は 実運 用 を してい るシ ステ ムで使 わ れ て い る も

の であ るが,特 定 の 一 つ また は複 数 の文 に対 してだ け 良 い訳 が 出 る よ うに

す るた め の もの であ る。

③ 辞 書 の評 価

次 に,辞 書 に対 す る評 価 を 見 てみ る。 メ ー カか ら提 供 され る辞 書 に対 し

て は,全 体 と して不 満 が 多 い。 理 由 として は,

9訳 語 が 不 適切 であ る

・文 法体 系 が 不 自然 で あ る

・翻 訳 の専 門家 の知 識 が 吸収 しきれて い ない

な どが挙 げ られ るo

ユ ー ザ辞 書 に つい て も不満 が多 い。 その理 由 は,

・辞 書 が まだ充 実 さ れ てい ず ,語 彙 数 が少 な い

とい うこ とで あ る。 実 運 用 を行 うた め には,ま ず,ユ ー ザ辞 書 が充 実 され

なけ れ ば な らな い。

以 上 の こ とか ら,基 本辞 書(メ ー カ提 供辞 書)は 量 よ りも質 が期待 され

て お り,ユ ーザ辞 書 は反 対 に,語 彙数 が豊 富 で あ る こ とが 望 まれ てい る。

④ 辞 書 の権 利

ユー ザ辞 書 に対 す る権 利 に関 す る質 問 では,権 利 は ユ ー ザ にあ るべ きで

あ るとす べ ての ユ ー ザ が主 張 して い る。 そ の理 由 として は,
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・辞 書 は一 種 の著 作 物 で あ る

・辞 書 には部 外 秘 に当 た る事 項 も含 まれ てい る

・辞 書 の構 築 は高 度 な作 業 で あ る

な ど とい った こ とが挙 げ られ てい る。

3.2.3.3辞 書 の更 新

① 辞 書 の更 新 の必 要 性 は ほ とん どのユ ー ザ が,そ の必要 性 は高 い と答 えて

い る。 特 に,ユ ー ザ辞 書 の更 新 の 必要 性 が高 い。(現 状 で更 新 で き るのは

ユ ー ザ辞 書 に 限 られ てい る。)更 新 が 必要 な理 由は 訳 文 とし て適切 な訳(

つ ま り,日 本 語 〔英 語 〕と して通 じる訳)を 得 るた め とい うこと を挙 げて

い る。 実 際 に更 新 され る頻 度 を見 て も,ユ ー ザ辞 書 の方 が頻 度 が 高 い。

(基 本 辞 書 が 更新 可 能 な場 合)

② 更新 の内 容 と しては,削 除 され る こ とは少 な く,追 加 され る ことが 多 い。

よ く追 加 され る語 は,専 門 語,複 合 語,固 有 名 詞,社 内用 語 な どで あ る。

辞 書 に登録 す る用 語 の選 定, .訳 語 の決 定,専 門 家 の意 見 を取 り入 れ て行 な

わ れ て い る。 用 語 の選 定,訳 語 の決 定 は,そ の時 の 都 合 と汎 用 性 を考慮 し

'て 登 録 す るか否 か が決 め られ る。

辞 書 と対 を成 す もの と して文 法 が あ る。 文 法 は シ ス テ ムの動 作 を左 右 す

るた め,通 常 は非 公 開 で あ る。 しか し,共 同 開発 の 場 合 は この限 りで ない。

共 同 開 発 の シ ス テ ム でユ ーザ に文 法 の更 新 が許 され てい る場 合 には,文 法

の更 新 も行 わ れ る。 従 って,文 法 の更 新 に対 す る潜 在 的 ニ ーズ は 存 在 す る

もの と思 わ れ る。

ユ ーザ辞 書 を更 新 し,充 実 させ て い くこ とは,よ り適 切 な訳 を得 るた め

で あ り,実 際,そ の効 果 は現 れ てい る。 しか し,そ の 反面,ユ ー ザ辞書 全

体 の管 理 が 難 し くな る とい う弊 害 もあ る。

3.2.3.4辞 書 更 新 運 用 体 制

今 回調 査 対 象 とな った5社 の うち,実 運 用 を行 っ てい るの は1社 の

み で,他 は 実 運 用へ の準 備 階段 また は テ ス ト使 用 の 段階 であ った。 そ

こで,回 答 は 必 ず し も実 運 用 に対 す る もの とは な って い な い。

① 運 用 規定

辞 書 の更新 を組 織 的 に行 って い るの は2社 であ り,他 は必 要 に応 じ,エ
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ン ド ・ユ ーザ が 直接 行 ってい る。 組 織 的 に辞書 の更新 を行 って い る と ころ

では,運 用 マ ニ ュアル もき ち ん と整 備 され てい る。 運 用 規定 の基 本 的考 え

は,次 の よ うな もの で あ る。

(i)辞 書 の更 新 は 複 数 の入間 で 可否 判 定 を行 い,リ リー ス前 に実 験 を行

う。 ただ し,プ ラ イベ ー ト辞 書 は 自由 に使 用 して よい。

(田 文 法 的 に重 要 な語 は特 定 管理 者 しか変 更 で きな い よ うに してい る。

② 用 語 の収集

基本 辞 書 に属 す る よ うな 用語 は,市 販 され てい る一 般 の辞 書 を用 い てい

る。(共 同 開発 の シ ス テ ムで,基 本 辞 書 を更新 で きる場 合)

ユ ー ザ辞 書 に関 す る用 語 は,既 に社 内 に蓄積 され て い る用 語,専 門 分 野

の 用 語集 な どを基 に用 語 の収 集 を行 って い る。

③ 更新 ツニル

辞 書 更新 は,シ ス テ ム に組 み込 まれ て い る辞 書 エデ ィタ,辞 書 ユ ー テ ィ

リテ ィを 用 い て行 わ れ てい る。 これ らの ツ ール に関 す る評価 は,コ マ ン ド

形 式 の場 合は コマ ン ドを覚 えな け れば な らな い,メ ニ ュー 方式 では,入 力

量 が 多 い な どの不満 が あ る。 しか し,こ れ らは機 械翻 訳 シ ス テ ム に限 られ

た こ とでは な く,一 般 の計 算 機 シ ス テ ム のイ ンタ フ ェー ス に共 通 す る問題

点 で あ ろ う。

メ ー カ か ら提供 され て い る更 新 ツ ール は,会 話方 式,バ ッチ方 式 の両 者

が使 用 で き る もの が 多 い が,ユ ーザ では 会 話方 式 のみ,ま た は会 話方 式 が

多 く使 われ て い る よ うで あ る。

3.2.3.5ユ ーザ か らの要 望

最 後 に,機 械 翻 訳 シ ス テ ム及 び そ こで使 わ れ る辞 書 な どに つ い て,

利 用 や将 来 に対 す る期待 な どを 自由 に述 べ て もら った。

① 辞 書 につ い て は,

・メ ー カ か ら提 供 され る基本 辞 書 が充 実 され るべ きだ

とい う声 が 多 い。 具 体 的 には,

・汎 用 性 が高 い こと

・知 識 をル ー ル で 使 い 分 け られ る こ と

が挙 げ られ て い る。
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"② 辞 書 の メ ン テ ナ ンス機 能 につ い て は
,マ ニ ュ ナル ・レス で あ る こ とや,

学 習 機 能(ポ ス ト ・エ デ ィ ッ トな どの内 容 を辞 書 に反 映 させ る こ と)な ど

を望 ん でい る。 た だ し,こ れ らは 辞 書 の メ ン テ ナ ンス に特 有 の問 題 では な

く,現 在 の 計算 機 シス テ ムす べ て に共 通 す るこ との よ うに思 わ れ る。

③ 公 的機 関 に対 す る要 望 もい くつ か 挙 が ってい る。 それ らを列 挙 す る と以

下 の とお りで あ る。

・ 公 的 な機 関 で共通 に開発 した 方 が よい。 ユ ーザ 個 々に行 うと手 間が

か か る し,'質 の 向上 も望 め ない。

・ 民 間 主導 で行 い,行 政 は そ のバ ック ア ップ に と どめ るべ きだ。

・ まだ 方 法論 が定 まっ て い ない 現 状 では,多 元 的 なバ シク ア ップが必

要 で あ る。

これ らにつ い て は,各 ユ ーザ それ ぞ れ の考 え方 が あ り,共 通 の認 識 は ま

だ得 られ て いな い よ'うで あ る0

3.2.3.6ユ ー ザ調 査 集 計表

今 回 の機 械 翻訳 シス テ ム の辞 書 に関す る国 内調 査 のユ ーザ集 計 表 を

表3-3に 示 す。

な お,表3-3中 で;会 社 ・団 体 名 は,F～J'で 示 した。
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一

日

一

波3-3 械 翻 訳 シ ス テ ム の 辞 8周 査 計 表.(ユ ー.ザ.向.け)

No.〔1/12〕

ユ ーザ

調査 項目

F G H
←

1 J

』 導入 してい る機 械翻訳 シス

①AT・LAS-1

②ATLA・sn

①ATLAS-1

②ATLAsn.・

社内 コ ー ドのみ

(名 称 な し)

日 経 －CSKコ ンビx－夕ライズド・

トランスレーシgン システム

,

羽 加晦クJ/E

.テ ム に つ い て

1.ω シ ス テ ム名
.

(2)対 象 言語 ① 英→ 日

② 日→ 英

①英→ 日

② 日→ 英.,・

英→ 日 日→ 英 日 一・英

③ メ ー カ ー名 ①富士通

②富士通
①富士通
②富士通

日立製 作所

A

日経 とCSκ@)共 同開 発 ブ ラ ピ ス イ ンタ ー ナ シ 目 ナ

ノレ 『

(4)販 売 部署 非売品 ?

2:(1}導 入 目 的' ①原 子力 分 野の翻 訳 、 世界

中の原 子 力情 報の 取 り扱

い

EPRIの 研 究情 報翻 訳

② 研究用 の デ ータベ ー スを

構 築

米 国等 の 海外 に情 報提 供

す るため

テス ト用 海 外の 経済 情報 の 日本語 サ
ー ビス

.

.

日経 本紙 の朝 夕刊 株式 解説

欄を 機械 翻訳 して 英文 日経

テ レ コ ンで オ ンライ ンサ ー
ビスす るため

「

和 文英 訳の能 力 アップ並び

に経費 削減

② 導入 形態 ① レンタ ル

② レンタ ル

無 償で テ ス ト 共同開発 共同開発 買 取 り・

'

③ 導入部署 ① 、 ② 、

DSC電 研 コンピェータシステム 開発第二郎
P

(日 経)ヂ 夘 ンク局

(CSK)技 術 開 発 事 業 本 部'

mプ ロ ジ ェ ク ト

』

品 質部 品質企 画セ ンター

.

>-

、 φ

'

A

「

馳
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表3-3(つ づ き 〉 わ戊 番羽 シ ス テ ム の 辞 轡 調 査 官十 表(ユ ー づ が1右]eナ}

No.〔2/12〕

ユ ー ザ

'調 査 項 目

F G H 1 J

3.導 入 か ら実 用運 用で の作

業 内容 と所 要時 間c工 数
.

ω 内容 ① 共同開 発 的な ので 表わ せ
ない

② これ か ら導 入

試用段階 基礎 研究→ プ ロ トタイ プ シ
ス テム→小 規模 翻訳 実験(

辞書 、評価}→ 大規 模 翻訳

実験(辞 書 、評 価)→ 改良

情 報提 供、 訳文監 修 、翻訳

実 験、 評価

L導 入(40‖}

初 期 立 上 げ 、 オ ペ レ ー シ

ョ ン 習 得

2.辞 書 の 構 築

基 本 辞 書(50勘

ユ ー ザ 登 録U50H)

自 動 車 用 語(20‖)

3.詩 社 エディパ の 習 熟

マ ニ ュ ア ル で 自 習(360旧

踊 習 会(9旧

地 との 情 報 交 換(101D

■但 し 、 実 運 用 に は 至 っ て

い な い

② 所 要時間 ・工 数

r

約8年

.

85∫10～86.6(開 発)

86,6～86,9(運 用 準 備}

4.現 在の シス テムの 概要

(1}計 算機の 機種

7
■

FACOM

H-200,日 一360R

H[TAC

H240-H

DEC

マ イ ク ロVAX

IBM

5550Gタ イ プ

〔2)OS F4/NSP

－
VOS3(SP21) 日本 語DOS

(3}プ ロ グ ラ ミ ング 言 語 ①PL/1

②SPLア セ ンブ ラ

(非 公開)

L

ア セ ンブ ラ

.

PL/1 C

㈲ 要員 2～3人 非公開 日経8名

CSK34名

1名

(5)予 算 ? 同 上 日経O

CSK

10万 円/月

(6}翻 訳量

.

ア ブス トラク ト

3000件/年

、 同上̀
'.

60003吾/h '

4000ハ 吾/hX凹lPS

無 回答

,

.

'
.



表3-3(つ づ き) 機 械 訳 シ ス テ ム の 辞 香 調 養 君十 (ユ ー ザ' vナ}

No、 〔3/12〕

1

鵠

1`

ユ ーザ

調査 項 目

F G r{ 1 J

5.機 械翻訳 システ ムと結合

し て 作 成 利 川 して い る

ツー ル類 があ ります か

(1}あ る ・な し あ る ない あ る ツー川=形 態素 解析 用

ッ刊2=構 文解 析用

ッW31構 文 トランス フ ァ用

ツ鴫4:英 文生 成用

ない

② ツ ー ル 名 、 内 容 PCか らの フ ァイル 転送
'データ ベー ス との連 携

ODMの 中 で ア トラスを 動

かす 1

－
KWOC

KWlC

入 力文分 析:単 語 数、長 さ

頻 度、辞 書 引き

原 文入力 、訳 文出力

辞 書保守=更 新チェック分折

6.機 械翻訳 システムの 運用

体 制につ いて

ま だ 不 確 立 ・と り あ え ず

TSSで 利用 試用段階
ま だ実用 化 されて いな いの

で 開発部 門がTSSで 利 用

日経側 に チ ェ ック用 の端 末

CSK側 に エデ ィ ッ ト作業用

の 端末 と シス テム本 体が あ

りそれ ぞ れ役割 分 担 して い

る。

著 し く手間 がか か った

☆ 人手(イテラン)川/1記 事

ブリ、ポストェディワト 、 機械翻 訳

L5～2‖/18己 事

まだ実 用 でない

7.機 械翻訳 シス テムの 評価

(1)人 手 翻訳 との比 較 比較 で きな い 著 しく手 間が かか った 手 間がか か った

☆校 正 しよ うとす る と人 手

翻訳 よ りや や こ しい

手間 がか か った

☆ωプリェデ朽 ト に時 間が かか

る

(2)特殊用 語辞 書が未 完成
なの で、特殊 用語 をそ

の都度 辞書 登録す るた

め

② プ リエ デ ィ ッ ト ① や らない

② 未

著 しく手 間が かか った

とて も不 満

行 わな い 比 較 出来 ない

た だ し、入 力 は平易 にす る

よ う に してい る

手間が か か った

不満

正 しい英文 を出力 す るため

に不 自然 な日本語 にな る場

合が あ る

③ ポ ス トエ デ ィ ッ ト ① 比 較で き ない 現在 は行 って いな い 手間 がか か った

不満

☆校 正 しよ うとす る と、 人

手 翻訳 よ りやや こ しい

ポス トエデ ィ ッ トの要 ・

不 要の ため に結局 人間 が

全 文読 む必 要が あ るた め

普 通

☆ 新聞 は正 確 さと速 さが必

要

あま り美 文を 要求 しな い

ノ

普通

へ

.
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表3-3(つ づ き) 機 械 番羽 シ ス テ ム の 辞 轡 査 ユ ー ザ 向 。)

No.〔4/12〕

ユ ー ザ

脚
F G

`

H 1 J

調査 項 目 いv

F

ω 完成度 ① 初期 の ワー プ ロ程 度 とて も悪 い
「

普 通9㍉ 　 とて も良 い 悪 い

☆ 完成 度 を どの よ うな尺度 ☆ 複雑 な 日本文 に なると訳

'. で測 るかに よ るが、 当初 文 はま だまだ
の 目標 と して は まずまず

、`.層

■■,,7」..'.F.7 」 ・P「L.
層1,層 」F. .層,■,,

'

⑤ 導入効果 ① 効果 あ り

"二"…"

三.、

普通
噛 傷

まだ 実運用 して いな い 効 果 あ り まだ効 果 を測 るに至 らず

. ☆ これ まで 英文 で しか読 め ☆ 効 果を 考え るの は これか 日経がMTサ ー ビス して い

なか った もの が 、と りあ らの こと る ことのPR効 果 も含め て

..、.-「.
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表一3-3(つ づ き} .翻 訳 シ ス ム の .辞 書 調 査 . 二L－ ヴ"向vナ)

No.〔5/12〕

ユ ー ザ
L

.

F G
'H

1 J

調査項目
L

』1運用 してい る辞書の 実態

.

:

1.(1)租 類 ①基本辞書 ①、② ①基本辞書 ① 基 本+② 分 野+③ 社 名
う ②専門用語辞書 一般 辞書 と科学 技術 用語 辞 ② グループ 辞書 辞書 辞書 辞書 .

書 ③プ ライ ベー ト辞 書

② 機能 ① システ ム全体の 共通 辞書 ①基本語彙及び基本文法情

噛

② グループ 共通辞 書 報
.

③ プ ライベ ー ト辞 書 ②経済分野用辞書

1
(90%名 詞)

③ 会 社名 デ ータベ ー ス
「

(正 式+略 号)

(3}役 割 ③→①の順で強さに階層あ

りa

(4)規 模 ①5万:吾 7万 語 ①5万 語

1 ②5万1吾 ②3万 語

o
' ③2万1吾

一

一
2.辞{8の 構成 内容 ① ユ ーザ ー辞書 → マ ニ・ユ ア ル tree構 造 単 語 ペ ー ス

、

BRAVICE方 式 の辞 書

専門用語辞書 若 干 の イデ ィオ ムと格 言あ は 、 ユ ーザ ー が 会 話 形 式 で

基本用語辞書 り YES又 は聞 で 登録す るた め

その 構成 内容 はユ ーザに は

よ く解か らな い
.

3.ユ ー ザ へ の 開 放 範 囲

ω 基本辞書 .②1'で で き た こ と'が 必 ず し ①ユ ーザ辞 書, 全面解 放1カ ーネル以 外).
.

辞書 の構成 が ユ ーザ に不 明
も出来 ない ②専門辞書も解放

'(ほ とん ど当社 で作成
、 な位 だか ら、解 放 はされ て

カ ーネ ル部 は日立 で} い ない

.

② 専門1吾辞書
.「

'

科学 用専 門辞書 か ら原子 力

分野 を とりだ して編 集 した

もの を使用 して い る

一般辞 書で 翻訳実 験 を行 な

い、辞 書 チュ ーニ ングで、
一般的 な ものは一 般辞 書.

・雛}・ -10万・
基本 辞書 と同 じ

ローカル な もの は利用 者辞 「

書を直す
ま た チ ュ ー ニ ン グ テ ス トも

,

「
利用都 糟 で行なう

h

i

」z ・
、

・

.イ う
、 肯



表3-3(つ づ き) 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 辞 書 調 査 集 計 表(ユ ー ザ 向 け)

No.〔6/12〕

1

0
N

ー

; ユ ー ザ

F G 1-1 1 J

調 査項目

4._般 雑 、 ユ 与 踏 の ① か さね て 使 う 連結 して 使用
ニ

ヤ
この2つ は システ ムと して 使 い分 け は してい ない

使い分 け
・使 う

1

その 他 に使 いす ての 一過性

5.専 門 辞書 の分 野分 け まだ は っき り して いな いが

電力,経 済等9分 野 程 を考

適こ爾 の辞罷 越 し
て構 成

'・

..1:_'ぽ
細 剛 ・匂

頸 ≡ る.........㎡

分野 は株 式 関 係に限 定 自動 車技術

社内用 語

えて い る P

.

'

..'...

6.専 門辞 書の複 数利用 成果

」:

あ る

「-,-.,P

な'い 『

「,「L.,,`

,'・ 」'

『'〔'"

な

,い ・.、,

な い
=、

な し)

ど っち を上 にす るが と'いう
r,

判 断が必 要
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.表3T3(つ づ き) 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 辞 書 調 査 集 計 表(ユ ー ・ザ 向 け)

No.〔7/12〕

二L－ ザ

F G 正rI 1 J

調査項 目 .

lV辞 書の更新
.

1.ユ ー ザ に よ る更 新 の 必 要 か な り必 要 とて も必 要 とて も必 要 か な り必 要 あ ま り必 要 ない

度 更新 な しで 直 訳 の よ う に 該 当分野 の 目木 語 と して 通 株 式 銘柄 はi回/1日 定 期 基 本辞 書6万 語を殆 ど更新.

〉. な って 刑す るレベルの 訳を 得 るた 更 新 す る必 要は ない

め に必要
.

2.更 新 頻 度 現 在は セ ッシ ョ ンの たび
1

へ

(1)一 般 辞 書 まあ まあす る
'

まあまあする
,'.

ま あ まあす る

が

あ ま'り 必 要 な い 一・

(2)専 門 辞書
〆L プ .

ま あまあ す る

" .へ 、

か な り す る … ∵ ・ 非常 に多 い ?.・.

,.㌘

③ その 他辞書
'

(な し) な 辞し"没

±

.

.

「

担当麟 纏::欝
、

.
1

3.内 容

(1}よ く追 加 さ れ る 語

A「

専門 用】吾、複合1吾 専 門用1吾、複 合語

、.

専門 用語 、複 合語、 新語 、固有名詞 ホ ンダ用 語

② よ く削除 され る語 複 合】吾

「

あま り しな い 不i要な 訳、古 い語 な し'
'■乙

削除 しない

③.訳 語の 決定 担当者 の判断 、専 門家 の 見

解

その時 の都 合 と汎用性 を考

慮 して、'汎用性 のな い もの

テ キ ス トコ ー パ ス のK川Cリ

ス トを 見 て 決 定

・専門 用語 につ い て は・日経 の

ノウハ ウ に もとつい て 決定

専門家 に きいて決 定
,「

はい れない

ω 訳語の 統一 あま り必 要ない 統一 を考え る程つ っこん で

使 ってい ない.

ま あ ま'あ 必 要 ・ ・' あ ま り必要 な い

(訳 語 はバ ラエ テ ィーに富

全 く必 要 な・い'

1つ の 和 単 語 に は ・1つ の 英
こ ピ む方 が 望ま しい) 単 語 が 対.応 ず る,シ ス テ ム で

、 、
t. ・L

. あ り、訳 語を統 一す る必 要
..

.

'

'.'、 「 【

. は ない.

4.テ ス ト用 例 文 研 究 用 ア ブ ス トラ ク ト 原 研 レ ポ ー ト 全体 のソース と して1万 数 千 ●文(複 合文 …接 続 の並列 不明
'

470文 使 って26文 不受 理 実 テス トは この中か ら2～ 等)・ い
9問 題の あ る もの100文 ほ ど

3千' ℃ 句(文 の構 造)
㎡ .'

'F w「 テ ズ ト内容 によ りさ らに数 ・・10.000文

、.1 '

百 しぼ り込 む
才 .

5.文 法 の更新 不可 不可 まあ まあす る ま あま あす る 不可

(辞 書文法 の整合 性を 保ち

ル ールを 強化す るた め)

⊥ ⇒
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波3-3(つ づ き) シ ス ・ム の 瀞 .=z-一 一リ 「 ・}

No.〔8/12〕

ユーザ

調 査項 目

F G 1-1'
.

1

1 J

、 '

V辞 書 に対す る評価
.

1.メ ー カ ー 提 供 辞 書
一般 辞1野…や や満足 か な り不 満

1F

とて も不 満 普通

専門 辞書 …や や不満 語彙は豊富だが訳語が不適
'

理 由→

切 、'.` ●自 然 な文 法体 系 では ない
ノ ①品詞概念の未熟

$

1¶ ②語の転用処理が未熟

2.ユ ー ザ 辞 書 やや 不満 ユ ーザ辞 書 は200語 くらい 普通 ●句 補 遺文 法が 日本8吾の 論 とて も不満

(語 彙 が少 な く役 立 た で ほ とん どメ ーカー提 供の 語 数と して は充分 理 に合 わ ない .自社 用語の 辞 書を も っと

ない) もの にたよ ってい る 経 済一般 と して もカバ ー率 ●翻 訳の エ キ スパ ー トの 知
、

充実す る必 要が あ る。
膓

高 い 鋤 で吸 収 しきれ ない {1)よ り適 切な訳 語へ 更新
.

専 門辞 書 としては チ ューニ
ング中

、 (2γ 自社用1吾を ふやす

3.メ ー カ ー 提 供 辞 書 の 解 放 で き るだけ解 放 してほ.レい
「・噛L

ず で に か な,り 解 放 し て も
ら っ ぞ い'る'・ ト

開 発者 と ユーザ 同 一'

共伺 開.発 した もの は両者 に

解放 す る必 要な し

.1
属す

「

専門用語の著作権は日経

4.ユ.一 ザ 辞 書 の 充 実
鑑

'

(1}効 果 訳の質の向上 分 野 に合 った訳 が出 る 訳文 がよ り適切 に なった

② 弊害 全 体の 管理 難 し くな る
'

a

な し

、

5.ユ ーザ 拡張 部の権 利 ユ ーザ に あ る ユ ー ザ. ユ ーザ に あ る 開 発者 とユ ーザ同 一 ユ ーザ にあ る

「

理 由 辞書 を作 るの と同 じだか ら 作 っだ人 に権 利が あ る チ ふ・'一二 ン グ,評 価 額 、 高
.

9■

(1)一種の 著作物 と して保腹

度な作業の結果であるか ら され るべ きで あ る
ψ .ハ

■ 馳 L`.

■.
② 部外秘 の部分 もあ るの で

あ くまでユ ーザ に権 利が
,i、 〉

,

'
あ るべ きで ある

;6 .翻 訳 以外へ の使用 ない な い
、 」

、な い ・ ・
、.

ない
.

な い .
'

・ ・1:デ ㌧ ・
「 戸.・ ・ 、!・ ・二 ,r`1「, 1・.」

亡1.、
.

■L -択 ,.; 、 、'.

r,プ

:,`
L、 -L,

T

'a'1

'
1

.

P、.L「 馳 ふ
r - 「 」-「.「 〆 馳-.一.■ 吟 【-r「 、'.」 ぶ. '.rrべ. A

,F・ …'二:・.、'`'"…"「
・1'

.'1,μ ・'・ ヂ.4.,:ご'
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表3-3(つ づ き) 機 翻 訳 シ ス テ ム の 辞 番 調 査 一 (ユ ー ザ 向 け)

No.〔9/12〕

ユ ーザ

調 査項目

F G 1-1 1 J

V1辞 書 更 新 運 用 体 制(ユ ーザ)
.

担当専門委員 組 織だ った運 用体制 定め て
い ない

1.運 用 体 制 直 接ユ ーザが や る

組織 的 には や って い ない

●株式 銘柄 の 更新
…1回/月

●その 他 …発 生 に応 じて 随

時 数1吾/日

(実 際 に翻訳 してい く中 で

辞書 を構築 してい く)

2.一 般 辞 書 の 用 語 い じらない 収 集は して ない

〔1)収 集 に用い た資料 一般辞 書複 数 市販辞書
'

.② 収 集方法 頻度順

③ 辞 書修正の 理 由 文法 の体 系が 異 な る

(4)翻 訳辞書 化の手 順 ①見 出 し悟抽 出

②辞 書形 式に肥 述

③パ ンチ

④辞 書へ 登録(パ ッチ)

●文 法的 な変 換

、●訳 語の 決定

●動 詞 につい て は、 格(日

本 悟)と 前 置 詞の 対応 等

補 足

、

3.専 門 辞書の用 語 ' 収集、 辞書 化は して いない
唱

(1)収 集 に用いた 資料 経済 辞書 、専 門用 語集 日経 に 蓄積 させ てい る知 識

用語 を 利用

図面 用語集(社 内刊)
,

② 収集方 法

③ 辞書 修正の理 由 専門 家 にみ て も らう'頻度 分 析をす る
r.

'(4)'翻 訳 辞 書 化 の 手 順 .

専 門用 語 を標準 辞書 で試 し

て、専 門家 の判 断 によ って

辞書 に登録

2に 同 じ BRAVICε の シ ス テ ム に 従 っ

て 一 語 一 語 登 録 す る

プ
ー2

4.辞 書 更新 の運用

(1)運 用 規定

・

な し 簡単 な きま り程 度

(所 内で 公.式に発表 して な
い.う ちわの み で使 って

いる)

基本辞 書の 更新 は複数 人間

で可否 判定

リリース 前に実 験

個人辞 書 は 自由

文 法的 に重 要 な語 は、 特定

管 理者 しか 変 更で き ない よ

うに ツー ルが で きてい る

」F

特 にな し

.
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蓼～3-3(つ づ き) 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 辞 書 調 査 集 書十表(ユ ー ザ 向 け)

Noぶ 〔10/12〕
1

ユ ーザ
'.

調 査項目

F G .1.
噛

.「C

H'
.L,

」

1
,

J

② 運用 マご ユア ル な し 1ペ ー ジ程 度の もの あ る あ る な し

管 理,バ ッ ク ア ッ プ,

マ ー ジ,辞 書 手 引

5.更 新時 の入力伝 票のサ ン キ ー ワ ー ド,訳,分 野,' まだ ない 見 出 し1吾,更 新 内容 な し な し

プ ル キ ー ワ ー ドが 入 っ て い る 文 品詞,品 詞の 中 身

献 の タ イ トル 直 した 理由

6.入 力 方 法

(1}方 式 パ ッチ方式 会話方式 バ ッチ方式 、会 話方式 会話方式

② 手順 マ ニ ュ ア ル 通 り マ ニ ュ ア ル に 従 っ て フ ィ ジ カ ル L初 期 メ ニ ュ ー で 「辞 書 更
1、 '新 」

2.ソ ー ス 語 入 力

3.「 登 録 し ま す か?」

4.Y

5.品 詞 の決定
'

6.訳 語 入力

7.訳 語 属性の 決定
.

8.ソ ー ス 語 と 訳1吾 と の 「つ
、

なが り」

.

9.改 行 キ ーで 登録完 了

③ 修正操作の手順 対話型 マ ニ ュ ア ル に 従 って
.

1.初 期 メ ニ ュ ー で 「辞 書 更

新 」

2.ソ ー ス 語 入 力
■

、.

3.登 録 済

4.品 詞 属性 を変え る

5.改 行 キ ー で 完 了

」w. ÷

..
.

」

、
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表・3-3(つ づ き} 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 辞 書 調 査 集 計 (ユ ー ザ 向 け)

No.〔11/12〕

ユ ーザ

調査 項目

F G

`

H

.

1

'

J

W辞 書 メ ンテ ナ ンス

① 普皿

② あま りな い

自由 に使 え るL

特 に 皿は 正式 な商品 でない

ので 自 由にやれ る
..

自由に使 え る 前出(Vの 田参照) やや 自由に 使え る

(一般 的な 単語)
1.解 放 度

2.利 用 者 辞 書 エ デ ィ ッ タ あ る ない(専 門家 向 け) あ る 』
"

ない

〔1)特 徴 1.は簡単 で あるが;コ マ ン

ドを知 らな いとで、きない

nは メニ 三一方式 なので コ
マ ン ドを知 らな くと もで き

る

た だ し、入 れ る量は多 い

τ

② 使い勝 手

・

や や使 い易 い

.

や や 使 い に くい

(1もnも)
`

やや 使い に くい 非常 に使 い易 い

3.メ ンテ ナ ンス0)オ リ ジ ナ

ル ツ ー ル

L

な し な し

A
あ る'`・

(統 計 管 理 、 必 要 語 リス ト

ア ヅプ こ 見 出 し糖 コ ピ ー)

単語/修 正 ツー ル

熟語 単語/修 正 ツー ル
…熟語 の登 録 ・修正

単位=句(文 法的 な

構造)

不明

4.会 話式 修正 とパ ッチ式修

正の 比率

会話方式のみ 会話方式のみ 会‖舌方 式の方 が 多い
・ 、

会 話方 式の み 会話 方式の み

プ

1

ふ'

、



÷

表3-3(つ づ き) 翻 訳 シ ス テ ム の 辞 書 調 査 (ユ ー ザ 向 け)

Ne.〔12/12〕

ユ ーザ

F G H 1 J

調 査項目
,

Wそ の 他

1.他 シ ス テ ム と の 辞 書 内 容 全 くしない 全 く し な い' 全 くしな い 全 くしな い 全 く しな い

変換

2.ユ ー ザ 辞 書 の メ ー カ ー へ 行 って いる ユ ーザ 側に で きる体制 がな 日々の 運用 その もの が フ ィ メ ー カ ー 、 ユ ーザ と も に そ

の フ ィ ー ドバ ッ ク (専 用の クレー ム川 紙 を い 一 ドパ ッ ク のよ うな体制 に ない

メ ー カ ー に 出 す)

3.理 想 一 般辞 書 と して完 壁 な もの

が メ ー カ ー か ら 出 る こ と

しか しユ ーザ辞書 は必 要

ω 辞書体系 ? 、 基本辞書が各分野の知識ま 基 本用 語の 辞書 が しっか り 不明
. で 持 って いて それ を ルー ル してい て汎 用性 が高 い こと

で使 いわ け られ る

② メ ンテ ナ ンス機 能 ? マ ニ ュアル な しでで き るこ ポ ス トエ デ ィ ッ ト等 の 内 容 充実した基本辞書上で専門 不明
と を学 習す る 用 語の 追加 をす る程 度

4.他 機 関'と の 連 携 メ ー カ ー 以 外 な し 今 は な し 日立との 共同 開発 な し 社内 のみ

共 同開 発 はや ってい ない 辞 書を 使わ せ て もらうな ど

は今後 あ り得 る

A■

そ'の 他'
「

その他
φ

'訳 語 選択 あ ると便利 ・機械 翻訳 はあ くまで人間

・か っ こ を 入 れ る と リー ジ が行 う翻 訳の サ ポー トで

・ ン'オ ー バ ー す る な ど、 あ る
システ ムが まだ こなれて ・辞書 の構 築に つい て

白

い ない
・ 【.

行政 が介 入す るの では な
・公的 な所 で共 通に開 発で く民 間 にまかせ た 方が よ

プ

き る`所は しだ方が よい い
..

ユ 」ザが 別 々にや る と手 行政 は そのバ ックア ップ
「

間 もがか るし、質 も落 ち
、L i.

・'で よ い 一'・'

て しま う ・ も っ と 多 元 的 な パ ッ ク ア

ップが あ った 方が 良いト ,

方法 論 が定 ま って い ない
..

時 に集 中 して しま うの は
よ くな いので は ないか

A '÷ 「～ エ' ・9・ ・ ㎡「.

「.
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標準化動向





4.海 外 に お け る辞書 の作 成 及 び標 準 化 動 向

4.1海 外調 査 の概 要 .一

海 外 に おけ る辞書 の作成 お よび 標 準化 の動 向 を調査 す る ため に,田 中 裕

一 専 門委 員 会委 員を 北 米 お よび ヨー ロ ッパ 諸 国 の関連機 関 に派遣 した 。 期

間 は 昭和61年11月3日 か ら11月23日 まで の3週 間 であ る。

(1)目 的

本 海 外 調 査 の 目的 は 次 の とお りで あ る。.

①'コ ン ピ ュー タ用辞 書 の作 成 を 行 って い る機 関 の調 査

② コ ン ピュー タ用辞 書 の 標 準化 の動 向 の調査

③ コ ン ピュ ー タ用辞 書 の更 新 の 体 制お よび更 新 用 イ ン タ フ ェー ス

の調 査

④ ウ ォー ター ル ー大学 で の コ ン ピュー タ用辞 書 に関 す る国 際 会議

/へ の 出席

∨

(2)調 査 対 象機 関

調 査 対 象機 関お よび 調査 日は 次 の とお りで で あ る。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

11月4日:・ 国 立 医 学 図 書 館(米 国)

玉1月5日:ア メ リ カ 保 健 機 構(米 国)

11月6日:ホ ー ト ン ・ ミ ブ リ ン 出 版 社(米 国)

11月7日:モ ン ト リ オ ー ル 大 学(カ ナ ダ)

11月10～11日:ウ ォrタ ー ル ー 大 学(カ ナ ダ)

ll月13日:ロ ン グ マ ン 出 版 社(英 国)

11月14日:オ ソ ク ス フ ォ ー ド大 学 出 版 部(英 国)

11月1・7'日:EUROTRAプ ロ ジ ェ ク ト(ル ク セ ン ブ ル グ)

・11月17日:EURODICAUTOMプ ロ ジ ェ ク ト(ル ク セ ン

ブ ル グ)

⑩ll月18日

⑪11月19日

⑫11月20日

⑬11月21日

ボ ン 大 学(西 独)

ジ ー メ ン ス(西 独)

INFOTERM(オ ー ス ト ラ リア)

ピ サ 大 学(イ タ リ ア)

一69一



4.2海 外 調 査結 果

4.2.1海 外調 査 結果 の概 要

(1)辞 書更 新 体 制

本 項 と次 項 で述 べ る辞 書 の更 新 の問 題 は,対 象 とな る辞書 の性 格,そ の

辞 書 を扱 う組 織 の性 格 に よ って全 く違 った もの とな る。辞 書 が 一 つ の デ ー

タ ベ ー スを な してい て半 固 定 的 な もの の場 合,そ れ に対 す る更 新 は 辞書 の

改 訂 と同 じ意 味 を もつ大 が か りな もの とな る。 一 方,応 用 シス テ ムの ユ ー

ザ が 自分専 用 に用意 した 辞 書 は,ユ ー ザ個 人 の責 任 で 自 由 に更 新 が で きる 。

シス テ ム開 発 者 に よ って応 用 シス テ ムに組 み 込 まれ た辞 書 の場合 には,更

新 の 意味 は これ ら の 中間 的 な もの とな るだ ろ う。

こ の こ とか ら 当然 であ るが,辞 書 更 新 体 制 につ い て の 態度 は 出版 社 と研

究 機 関 とで大 き く異 な る。 出版 社 に おい て は 辞書 は 商 品 で あ り,そ の 内容

に 関 して責任 を持 つ と同 時 に,そ の内 容 を ユー ザ には公 開 しな い 。 従 って

更 新 の体 制 は ユー ザ か らは 見 え ない 。通 常 の冊子 体 辞 書 の編 集 ・増 補 ・,改

訂 体 制 とほぼ 同 じで あ る と言 って よい だ ろ う。例 外 と しては オ ック ス フォ

ー ド大学 出版 部 のNewOEDが あ るが,こ の場 合 は辞 書 の デー タ ベ ー ス化

そ れ 自身が ウォ ー タール ー大 学 で の研 究 対 象 で あ るの で,そ の更 新(こ の

場合 は 入 力 され た デ ー タに 対 す る校正)も 研 究者 に対 し て オー ブ ン にな っ

てい る 。

一 方 ,実 際 に 日常的 に運 用 され てい るシ ス テ ムの場 合 は 更 新 の体 制 が確

立 され て い る こ とが 多 い 。 更新 は ユー ザ側 でな く,シ ス テ ムの提 供 者(開

発者)側 で行 わ れ る。 米 国 の 国 立 医学 図書 館 やECのEURODICAUTOM

の よ うに大 きな組 織 の大規 模 な辞 書 にお い て は,辞 書 の 更 新 を専 門 的 に管

理 す る委 員会 が存 在 す る。 更 新 の要 求 は委 員 会 の審 議 を経 て 受 け 入 れ ら れ

るか 却 下 され る。 また ア メ リカ保 健 機 構 の よ うに小 規 模 な組 織 の場 合 に は

更 新 の担 当者 と更 新手 順 が定 め られ て い るが,そ の 内容 につ い ては 担 当者

個 人 に任 され てい る。 い ず れ に して も辞書 の更 新 は 一 つ の 組織 内で一 元 的

に管 理 され,そ の責 任 も 明 ら か にな っ てい る。

研 究機 関 に お い て開 発 途 中 の辞 書 の場 合 には 更新 の体 制 は ほ とん ど無 き

に等 しい 。 特 に 今 回 の調 査 で は大 学 で 開発 中 の辞書 が 多か った の で,規 模

一70一



も小 さ く,1～2人 の 担 当者 で適 当に 判 断 してい る とい う印 象 を持 った。

(そ の一 方 で更 新 の イ ン タ フ ェー ス には凝 っ た も のが 多 か った 。)

(2)辞 書 更 新 イン タ フェ ー ス

こ こで も上 記 の よ うな 組織 に よる差 が 現 れ てい る 。 出版 社 の 場 合 に は

「原 稿 に 朱 を 入れ る 」感 覚が 残 っ てい る よ うで あ り,編 集 者 は 計 算 機 の 出

力 用紙 上 で 校正 し,そ れ を専 門 の オペ レー タが計 算機 に入 力 し てい た 。 そ

の 入 力 に は ワー ク シ ー ト形式 の単 純 な エデ ィタが用 い られ て い る よ うであ

る。

New'OEDItこ こで も例 外 で あ る。詳 し くは機 関別 調 査結 果 の項 で述 べ

るが,IBMマ シ ン上 で動 くNewOED用 の エ デ ィタは カ ラー ・デ ィスプレ

イを活 用 し て記述 項 目の違 い や フ ォ ン トの違 い を 明示 し,テ キ ス トの表示

を 大域 的 に も局所 的 に も切 り換 え る こ とが で き る見事 な もの であ る。操 作

も非 常 に簡 単 で,編 集 室 では 出版 社 の辞 書 編 集 者 が端 末 の前 に座 り,自 ら

キ ー ボ ー ドを操作 して い た。

また 大 規 模 な 組織 で は更 新 の イ ン タ フ ェース は一 般 に さほ ど重 ん じられ

て い な い 。 これ は更 新 の 手続 きが ユ ーザ か らは切 り離 され てい るた め,む

しろ更 新 内容 の妥 当性 の 吟味 等 に 重 点 が 置 かれ,更 新 の作 業 自体 は や は り

専 門の オ ペ レー タ に任 せ る こ とにな るか らであ る。

アメ リカ保 健 機 構 の機 械翻 訳 シス テ ムは やや 特 殊 であ る。 こ の小規 模 な

シ ス テ ムは こ こで開 発 され た ものだ が,現 在 の と ころ機 構 内 で のみ 使 われ

てい る ので,辞 書 に規 模,用 法上 の階 層 は な く(一 方 向 の 翻 訳 に対 して)

一 種 類 で済 ん でい る 。従 って更 新 は ゴ ー ザ辞 書 と 同 じで あ る と思 っ て よい 。

更 新 を行 うのは ポス ト ・エデ ィ ッ トを担 当 す る人 間 の翻 訳者 で あ り,計 算

機 には 素 人 で あ る ので,非 常 に丁 寧 な イ ン タ フ ェー スが 提 供 さ れて い る。

な お,計 算 機 はIBMマ ・;・ン で あ るが,翻 訳 前後 の文書 の処 理,ポ ス ト ・

エデ ィ ソ ト,辞 書 の更 新 等 の 処理 に は端 末 と して 用い られ て い るWangの

ワー クス テ ー シ ョンの ロー カル な機 能 を利 用 して い る。

大 学 の辞 書 シ ス テ ム には 更新 の た め に便 利 な イ ンタ フ ェー スを 用 意 して

い る ものが 多 か った 。 計 算 機 科学 科 等 の学 生 が ア ルバ イ トで作 っ た もの も

あ る 。計 算 機 は 大 部 分 がIBMのPCで あ り,小 回 りの効 く点 を活 か して
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相 当凝 った も のを作 ってい た 。 な お,ボ ン大 学 に は大 規 模 な 辞 書 が あ り,

大 型 機 上 で検 索,更 新 が一 応 で き るよ うに な っ てい るが,こ の エデ ィタは

古色 蒼 然 た る代物 で,ほ とん ど使 わ れ てい ない よ うだ った 。 人 材 不 足 が 原

因 か と思 わ れ る。

な お,辞 書 の更 新 時 に他 の シス テ ム,例 えばKWIC等,を 利 用 した い

とい う要 求 が起 こ るこ とは 自然 で あ ろ うが,そ れ を考 慮 した ものは ほ とん

どなか っ た。IBMのPC程 度 な ら ば(あ るい は 大 型機 の端 末 と ワー クス

テ ー シ ョン程度 な らば)2台 並べ て お く方 が簡 単 だ とい うこ と ら しい 。 日

本 で は1台 の ワー クス テ ー シ ョン上 で マル チ ・ウィ ン ドウを用 い て何 通 り

も の仕 事 を 同時 に進 め る とい うこ とが 流 行 してい る が,そ の よ うな シス テ

ムは 皆 無 で あ った 。

(3)大 規 模化 お よび 標 準化 へ の動 き

日本 にお け る計 算 機 用 辞 書 の環 境 と英 語 圏 の そ れ とを比 較 す る と,最 も

顕 著 な差 は フ ァ イル化 さ れ た辞 書(MRD)が 数 多 く出版 され てい る こ とで

あ る。 これ に は有 名 なLDOCE(LongmanDictionaryofContemporary

English)を 始 め と して,ウ ェブス ター,ア メ リカ ン ・ヘ リテ ー ジ等 の冊

子 体 辞 書 と して既 に広 く使 わ れ て い る もの が多 く含 まれ てい る6現 在,計

算 機 用 辞 書 の 大規 模 化 や 標 準 化 が 声 高 に求 め られ て い る のは,主 に機 械翻

訳 シ ス テ ムの 開 発 を 通 じて の こ の よ うなMRDに おけ る経 験 が基 に な って

い る もの と考 え られ る。 『

詳 し くは 後 のLDB(LexicalDatabase)の 章 で述 べ るが,冊 子 体辞 書

の 構 造,内 容 に 多 く依 存 したMRDに 代 る もの と して,語 に 関 す る情報 を

計 算 機 用 の デ ー タベ ー ス の形 で提 供 す る新 た なLDBな る もの の構想 があ

る。 これ層は必 然 的 に大 規 模 化,標 準化 を伴 うが,ぐ さ まざ まな 組 織 で そのた

め の検 討 が進 め られ て い る 。 例 え ば,ESF('EuropeanS'cienceFounda-

tion－ ヨー ロ ソバ諸 国 のNationalScienceFoundationの 合 同 組 織)

が主 体 とな って 開 か れ た フ ォ ー ラム"計 算 機用 辞書 の標 準 化"(資 料 編 の

プ ログ ラ ム参 照)な どは そ の 動 きを示 すも の であ る。 また,計 算 機 用辞書

に お け る文 法 事 項 の標準 化 は 可 能 か どい う問題 も(本 委 員 会 で も昨年 度 の

調 査 事項 に含 め てい た が)さ ま ざまな 言 語理 論 の専 門'家を集 め て検 討 しよ
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う と し て い る と い う こ と で あ る 。

4、2.2機 関 別 調 査 結 果

4、2.2.1国 立 医 学 図 書 館(米 国)

(1)名 称

NationalLibraryofMedicine

NationalInstituteofHealth

PublicHealthService

U.S.DepartmentofHealthandHumanServices

(2)住 所

8600RockvillI)ike,Bethesda,MD20894!U.S.A.

(3)訪 問 日 時

11月4日(火)10:30～17:00

(4)対 応 者

RichardK.C.Hsieh,AssistantDirector,InternationalPrograms

DavidKenton,Informat・ionSystems

RoyRada,EditorIM,ChiefMeSH,ResearchFellow

AtsukoCraft,IndexSection

AlexaMcGay(MeSH担 当 の 言 語 学 者)

PeriSchuyler(UnifiedMedicalLanguageを 担 当)

LarryKingsland(エ キ ス パ ー ト シ ス テ ム お よ びAI、 を 担 当)

(5)組 織

米 国 保 健 福 祉 省(U.S.DepartmentofHealthandFumanServices)

の 一 機 関 で あ る 。 ワ シ ン ト ンDCの 北 郊,ベ セ ス ダ に 広 大 な 敷 地 を 占 め る

メ デ ィ カ ル ・ セ ン タ ー の 一 画 に あ り,一 般 に 公 開 さ れ て い る 図 書 館 と

ListerHillCenterと 呼 ば れ る 研 究 施 設 と を 持 つ 。150年 の 歴 史 を 持 ち,

現 在 は 数 百 人 が そ こ に 働 い て い る 。

(6)概 要

①MEDLARS

"MEDLARS(Medic
alLiteratureAnalysisandRetrievalSys-

tem)"と はNLMが 提 供 し て い る 医 学 ・生 化 学 関 係 の 多 数 の オ ン ラ イ ン
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DBの 総 称 であ る。 これ には 次 の よ うな21種 のDBが 含 まれ る。

AVLINE,BIOETHICSLINE,CANCERLIT,

CANCERPROJ,CATLINE,CCRIS,CHEMLINEジ

CLINPROT,DIRLINE,HAZARDOUSSUBSTAN-

CESDATABANK,HEALTH,HISTLINE,

MEDLEARN,MEDLINE,MeSHVOCABULARY

FILE,NAMEAUTHORITYFILE,POPLINE,

PDQ,RTECS,SERLINE,TOXLINE・

(こ の 中 にはNLM以 外 で開 発 さ れ たDBも 含 まれ てい る)

MEDLARSに 採 録 さ れ る記 事 は世 界36ケ 国 で 発 行 され る3,500種 以

上 の専 門 誌 か ら集 め られ る。1966年 以 降 の 分 がDB化 され てい るが,

現 在 カ レ ン トフ ァ イル と して ア ク セ スで き るの は 最 近3年 間 分 であ る。

これ に対 す る ア ク セス は非 常 に容 易 で,専 門 家 でな くと も家 庭 のパ ソ

コ ジか ら呼 び 出 す こ とが で ぎ る。(そ のた め の ツー ル が発 売 され ている。)

また,図 書 館 の ホー ル の一 角 に専 用 の ター ミナル が7～8台 置 かれ てい

て,図 書 館 利 用 者 が 使 え る よ うにな って い る。 オ ン ライ ンサ ー ビスは 国

外 の ユー ザ もい るの で,年 中無 休24時 間 稼 働 で あ る 。 機 種 はIBM

308]-Kで あ る(近 々2台 にな る)。 図4-1にMEDLINEの 出力

例 を示 す。

な お,MEDLINEを 始 め とす るい くつ か のDBに つ い ては,JICST

が磁 気 テ ー プを持 っ て 日本 で のオ ン ライ ンサ ー ビス を行 って い る 。
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1「 ∀1EDLINE

F=i∋herB

Adjuvant七herepyforbreastcan⊂er3邑briefo∨er-∨iew⊂lfthe

NSABPexper-ienceandsomethoughtsonneoadju∨an七chemo七herapy.

RecentReらu1七5CancerRe51ge6;103:54-6日

UniqueIden七ifier:862886S4

MedicalSubjectHeadings;

AqeFac七 〇r5

An七ineopla5七icAgent5,Combined--THER合PEUTICUSE

Brea5七Neeplasms--DRUGTHERAPY--SUR6ERY

ClinicalTria15

CembinedMudali七 γTherapy

Cornpara七i∨eseudy

De}:arubi⊂in--ADMINISTRATION&DOSAGE・

Female

Fluoroura⊂i1--ADHIト ↓ISTRATION&DOSAGE

Human

Lympha七i⊂Metas七asis

Melphalan--AD卜11NlSTRATION&DOSAGE--THERAPEUTlCUSE

ト1e七ho七rexa七e--ADMINISTRATION&DOSAGE

ト1iddleAge

Re⊂ep七 〇r5,E5七rogen-一 ド}ETAROLISM

Suppo「 七,Non-U.S・60v,七

Suppor七,U.S.Gov,七,P・H・S.

Tamoxifen--ADMINISTRAT10N&DOSAGE'

2MEDLINE

FisherB;Fi5he1-ER;RedmondC.

Ten-yearresul七5from七heNa七ienalSgrgi《=alAdjuvan七Brea5七andBowel

Proje⊂ 七 《NSABP)⊂1ini⊂ 邑1七riaie∨alua七ingセheusec・fL-phenylalanine

mus七ard《L-PAM)in七hemanagemen七 〇fprim己rybreas七cancer・

JCIinOnao119'e6Junξ4し6):9∈ …9一 ら1

UniqueIdeh七ifier;86226429

MedicalSubje⊂ 七HeBdings=

βに 七uarialAnalysis

2?:。:ミc篇 、。。。。.4。U、TH。R。PY.一.P酊 。。L。GY--Su。 、εRY
CellNu⊂1eUE--PATHOLOGY

C工inica1「 「ria15

Combinedトlodali七yTherapy

Female.,

Huπ 旧n

,LymphNode5--PATHOし06Y

Ma5七e亡 七emy

Melphalan--THERAPEUTICUSE

l》}iddleAge

Nec・PlasmRe⊂urren⊂esLQ⊂al

No「 七hAmerica

Placebo5

RandomAIICt⊂a七ion

Suppor七,Nc`n-U・S,Gov,七

Suppor七,U.S.Go∨,七,P・H・S・

図4-1 MEDLINE.の 出 力 例(端 末 の バ ーー一'ドコ ピ ー)

/
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②MeSH

MeSH(MedicalSubjectHeading)と は,MEDLARSに 採 録 さ れ

た 文 献 中 に現 れ る専 門 語 を集 めtgシ ソー ラス で あ る。基 本 的 に約15,000

語 が デ ィス ク リプタ と して 分類 され て登 録 さ れ て い る が,化 学 用 語 約

40,000語 が そ れ に加 え られ て い る。各 デ ィス ク リプタは 同義 語 を代 表 し,

そ れ を含 め た総 数 は 数 十 万 語 に 及 ぶ 。 これ に よ り,概 念 の上 位 一 下位

関 係 を検 索 で き るほか,キ ー ワ ー ドの標 準 化 の機 能 も果 た してい る。

MeSHは オ ン ライ ンDBに な って い る(上 記 参 照 。操 作例 につ い ては

図4-2参 照 。)。 ま た,同 時 に 印 刷 も さ れ て い て,

a)MeSH-TreeStructures

b)PermutedMeSH

c)MeSH-AnnotatedAlphabeticList

d)MeSH-SupplementarYChemicalRecords・

USER:

1

MESHHEA】)1NG

DESCR工PTORTYPE

DE∫CRIPTORCLAS∫

MESH了REENUMBER『

MAJORREV1∫10NI)ATE

RECORDORIGINATOR

BACKWARDXREF

ANNOTAT工ON

RECORDTYPE

MED83PO∫TING∫

MED80F'O∫TING∫

MED77POSTINGS

MED75PO∫T工NG∫

MED7ipO∫T工NGS

MED66PO∫TING∫

∫∫2!C?

Herpe5Zo5†er

¶

tlT'

C2.256.466.423-"

7703ts

CMEI)}MC合BハMCAB"

∫HINGLE∫ 噛¶OOOOOOOOOOOOOOO740330

ZONA$OOOOOO◎ ◎OOOOOOO740330j

ZO∫TERlOOOOOOOOOOOOOOO7403き0-

cau5edbyHERPES"ZO∫TERV工RU∫(5ee

VARエCELLA-ZO∫TERy工}ミUS)

1)

i59副02

350畳248'・ ・-

3t3憂204

258鵜i56

383砦235・';

378誉278

図4-20nlineMeSHの 操 作 例(端 末0)ハ ー ド コ ピ ー)
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とい う形 でNTIS㈱ か ら発行 され てい る。価 格 は 各$20程 度 で あ る。

a)は15,000の デ ィス ク リプ タを木 構 造 で分類 した形 の まま 印 刷 レ た も

の で あ る。 最上 位 概 念 の数 は76で,全 体 は 森 の形 を してい る。b)は

複 合 語 に対 す る も の で,先 頭 語以 外 か ら も検 索 で き る よ うに な ってい る。

c)は 注 釈 付 で ア ル フ ァベ ン ト順 に並 べ た もの,d)は 化学 用語40,000語

に対 す る も ので あ る。 図4三3に シ ソー ラス の例 を示 す 。

.〔MeSHの 更 新 〕

MeSHセ ク シ ョンは 各専 門分 野 の専 門家 を所 内に か か'えてい る。彼 ら

は 専 門誌 に 目を 通 し,現 場 の専 門 家 とデ ィス カ ッシ ョン を行 うこ とに よ

り調 語を集め・ 定義 を与 え・他 の用語 との関 係付 け苛 う・ ここで集

め られ た用 語 は,勧 告 の形 で上 部 の委 員 会(委 員長:RoyRada,委 員 は

数 名)に 上 げ られ,そ こで採 択 の可 否 が 決 定 され る。

更 新 は 毎 週 の よ うに起 こ る。化 学 用語 に 関 しては週 に4件 とい うこと

も あ る。 オ ン ライ ンDBは そ れに 伴 って順 次 更 新 され るが,印 刷 物 のほ

うは 年 に1回(10月 末)改 定 され る。

な おDBの 更 新 作 業 は専 門apオ ペ レー タが 行 うので,特 にそ め た め に

イ ン タ フ ェー ス を作 った とい うこ とは な い。

㈱NTIS

NationalTechnicalInformationService

U.S.DepaftmentbtCommefce

5285PortRoyalRoad,Springfield,VA
.22161.

な お,日 本 か ら の 注 文 は 下 記 のManagingDealerを 通 じ な け れ ば な ら

な い 。

Attn:Mr.H.Hori,NTISManager

〒100東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2-3-6

ニタ イ ム ラ イ フ ビ ル

三 菱 総 合 研 究 所
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4.2.2.2ア メ リ カ 保 健 機 構(米 国)

(1)名 称

PanAmerican]日[ealthOrganization

PanAmericanSanitaryBureau

RegionalOfficeoftheWorldHealthOrganization

(2)住 所

525,23rdStreet,N.W.,Washington,DC20037,U.S.A.

(3)訪 問 日 時

11月5日(水)9:30～12:00

'

(4)対 応 者

LeeAnnSchwartz,MachineTranslationProgram

MurielVasconcel・los,Chief,TerminologyandMachineTranslation

Program

(5)組 織

独 立 し た 組 織 だ が,世 界 保 健 機 構(WHO)の 下 部 機 関(regionaloff-

ice)の 役 割 も 果 た し て い る 。 担 当 は,南 北 両 ア メ リ カ 大 陸 の 諸 国 で あ る 。

ワ シ ン ト ンDCの 市 内 の2つ の ビ ル に 本 部 が あ り,そ こ に 数 百 人 の 所 員 が

い る 。 ま た,各 地 の 支 部 や オ フ ィ ス に も 数 百 人 の 所 員 が い る 。 組 織 内 で の

公 用 語 は 英 ・西 ・葡 ・仏 で あ る が,英 ・西 が 主 に 使 わ れ て い る 。

機 械 翻 訳 セ ク シ ョ ン は そ の 内 部 に あ り,MurielVasconcellosを 長 と す

る6入 で 構 成 さ れ て い る 。

〔6)概 要 ・

① 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 開 発 の 経 緯

1970年 代 よ り機 械 翻 訳(MT:MechineTranslation)シ ス テ ム 開

発 の 構 想 は あ っ た 。Geqrgetown大 学 の 協 力 を 求 め,そ こ で 作 ら れ た

GAT(GeotgetownAutomaticTranslator－ 露 英)の 基 本 的 な 構 想

を 参 考 に す る こ と に し た 。1980年 よ り ス ペ イ ン 語 → 英 語 のMTシ ス テ

ムSPANAMの 開 発 を,1985年 よ り英 語 → ス ペ イ ン 語 のENGSPAN

の 開 発 を 始 め た 。 ま た,現 在 は 英 語 → ポ ル ト ガ ル 語 のENGPORTを 開

発 中 で あ る 。ENGSPANに 対 し て はUSAID(US.AgencyforIn－
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ternat'ionalDevelopment)か ら2年 間 の 資金 援 助 を受 け た 。 開発 に携

わ った人 間 は6人 で あ るが,そ の他 にGeorgetown大 学 の学 生 が・協 力 し

た 。

② 機 械 翻 訳 シ ス テ ムの概 要

MTシ ス テ ムはIBM-4381の 上 で動 い て い るが,WangOIS/140

の端 末上 の 欧文 ワー ドプ ロセ ンサ を用 い て(そ の コマ ン ドの一 つと して)

実 行 させ る よ うにな って い る。 入 力用 にOCRも 使 う ことが で き る。 プ

リエデ ィ ッ トは 行 わ ず,翻 訳 者(従 来 か ら10人 位 い る)に よ って ポ ス

トエデ ィ ッ トを 行 う。

今 まで の と こ ろ,こ のMTシ ステ ムは 内 部 で 使わ れ てい るだ け だ が,

外 部 機 関(nonprofitinstitution)で の使 用 ・を検 討 中 で あ る。 現在,

USAIDに あ るIBM-3081に 移 植作 業 中 で あ る 。1987年1月 には

"C
onsultativeGrouponlnternationalAgriculturalResearch"で

の使 用 を予定 し てい る 。

MTシ ス テ ム の詳 細 はACL,Vo1.11,Nos.2-3に 発表 され てい る

通 りで あ る。 解 析 はATNパ ー ザ に よ り行 わ れ る。 プ ログ ラムはPL/1

で書 か れ,翻 訳 速 度 は 約180,000(words/hour)で あ る。ENGSPAN

に よ る翻訳 例 を 図4-4に 示 す。

③ 辞 書 の概 要

辞 書 の一 レ コー ドは,原 言 語 ・目標言 語 の単 語 対,識 別 番 号,品 詞,

お よび 専 門 分野 コー ドよ りな る 。原 言 語 ・目標 言語 の単語 対 を識別 す る

た め に12桁 の 識別 番 号 が 用い ら れ る。上 位6桁 は 原 言語 の単 語 を 識別

し,下 位6桁 は それ に対応 す る(一 般 には 複 数 個 の)目 標 原語 の単 語 を

識 別 す る6例 え ば 一 対 一 に対 応 す る とき下位6桁 は000000で あ り,

多 品詞 語 の とき名 詞 の単語 対 には000010が つ き,動 詞 の 単語 対 には

OOOO20が っ く。

当初,SPANAMの 辞 書 は 市 販 の 辞書(西 英 辞 典)か ら単 語対 を抽 出

し て作 られ た 。 そ れ に更 新 ・追 加 を 施 した結 果,現 在 は約6:万 語 の エ ン

ト リー を持 つ 。ENGSPANの 辞 書 はSPANAMの 辞書 を逆 変 換 す るこ

と に よ って 原 型 が作 られ た 。 現在 は 約4万 語 の エ ン ト リー を持 つ 。
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④ 辞 書 の更 新

単語 の 追 加 登録 は主 に ポ ス トエデ ィ タの仕 事 であ る 。実 際,翻 訳 誤 り

の 大部 分 は未 登 録語 に起 因 す るの で,ポ ス トエデ ィタ が辞 書 の 更 新 を行

うの は非 常 に効 率 が よい 。 一 日の仕 事 の終 りに1時 間,辞 書 の 更 新 のた

め の 時間 が とっ て あ る。更 新 のた め の プ ログ ラムは,ユ ー ザ ・イ ン タ フ

ェー スの 良い もの で あ る とい う。

USAIDで は 辞 書 の更 新 を専 門 に行 うた め の パLト タ イ ムの 入 間 を雇

う予 定 であ る。 一人 は 英語 を 母 国 語 とし,も う一 人 は スペ イ ン語 を母 国

語 と す る 。 こ .の二 人 の コ ス ト と し て,登 録 に2ド ル/語,修 正 にO.25ド

ル/語 を 想 定 し て い るo・ 、

・・・…
.・.ホr‥ ミプ リ7出 版 担 糎)

(1)名 、 ・ 称 ・ ・ 、1・

HoughtonMiffhnCbmpany

(2)住 所

.φneBeaconSt.reet,Boston,MAO2108,U.S.A.

(3)訪 問 日 時

'
11月-6日('木)11:00・ ～15:00

(4)対 応 者

HowardWebberVicePresidentahd'Publisher

DavidR.Replogle,Executi『veVicePresident』.

MarySutherland,DirectorofMarketing

MaryEllenHoke,InternationalAccountManager

JoanneDudek,TechnicalSupportDivision

(5)組 織

ア メ リ カ の 大 手 出 版 社 で あ り,広 い 分 野 の 本 を 出 版 し て い る 。 本 社 は ボ

ス ト ン 市 の 中 心 に あ る ビ ル の28階 か ら32階 を 占 め る 。

辞 書 の 分 野 で は"AmeriCanHeritageDictionary"やttRoget's－ 皿

Thesaurus"の 出 版 で 知 ら れ て い る 。 現 在,辞 書 部 門(ReferenceDivi-

sion)で は 言 語DBの 設 計 ・ 開 発 と い っ た 活 動 中 心 で あ る 。 ま た,1985

年 に は 社 内 に ビ ジ ネ ス ・ ソ フ ト 部 門 を 新 設 し,言 語DBを 用 い た 各 種 ア ブ
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リ ヶ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム の 開 発 を 行 っ て い る 。

(6)概 要

①MRDvsLDB

MRD(Machine-readableDictionary)は 冊 子 体 の 辞 書 を そ の 形 式

の ま ま で 電 子 化 し た も の で あ る 。 現 在,こ の 種 の も の は 多 数 世 に で て い

る が,実 験 的 な 用 途 は と も か く,現 実 の 応 用 範 囲 は 限 ら れ,も う役 目 を

終 っ た と 言 っ て 良 い と 考 え て い る 。 そ し に 対 し て,今 必 要 と さ れ て い る

の はLDB(LexicalDatabase)の 開 発 で あ る 。 こ れ は 言 語 情 報 をDB

化 し た も の で あ り,こ の 情 報 を 抽 出 し て 新 し いDB(さ ら に は 冊 子 体 の

辞 書 ま で)を 作 っ た り,自 然 言 語 ア プ リ ケ ー シ ・ ン ・シ ス テ ム に 組 み 込

ん だ り す る こ と が で き る 。 こ こ で は 社 内 のMRDを も と に し て,積 極 的

にLDBの 開 発 を 進 め て い る 。

② 活 動

最 近 の 主 な 活 動 に は

・AmericanHeritageDictionaryに よ るDBの 開 発

・米 ・英 ・仏 ・独 ・西 ・伊 語 の ス ペ ル ・チ ェ シ カ,コ レ ク タ の 商 品

化

・Roget's¶Thesaurusに よ る 類 語 生 成 プ ロ グ ラ ム の 商 品 化

・文 法 修 正 プ ロ グ ラ ム の 商 品 化

・OEDのDBの 設 計

・辞 書 の 改 訂

・英 語 の 大 規 模LDB

・新 し い 頻 度 デ ー タ の 調 査

・意 味 ネ ッ ト ワ ー ク に よ るAmericanHeritageDictionaryの 記 述

の 表 現

な ど が あ る 。 商 品 化 し たDBや ソ フ トは,ラ イ セ ン ス 契 約 に よ り国 内 外

の 多 数 の メ ー カ の 製 品 に 組 み 込 ま れ て い る 。

③ 辞 書 の 更 新(改 訂)

辞 書 は 応 用 シ ス テ ム に 組 み 込 ま れ て 用 い ら れ る の で,ユ ー ザ に よ る 更

新 は 全 く考 え て い な い 。 社 内 で は 通 常 の 冊 子 体 辞 書 の 改 訂 作 業 と 同 様 の



手 続 き で 行 っ て い る 。 言 語 の 変 化 の ス ピ ー ドが 速 く な っ て い る の で,更

新 の 頻 度 は 非 常 に 多 い 。 例 え ば,ス ペ ル の 上 で も,こ の 数 年 でttdata

base"→ttdatabase"や"orline"→ttonline"な ど.と 変 化 し て

い る の で,こ れ ら を 許 容 す る よ う に 修 正 が 必 要 に な る 。

4.2.2.4モ ン ト リ オ ー ル 大 学(カ ナ ダ)

(1)名 称

UniversityofMontreal'

(2)住 所

3150,Jean-Brillant,CP6128,succ.A,

Montreal,Quebec,Canada,H3C3J7

(3)訪 問 日 時

11月7日(金)13:45～16:00

(4)対 応 者

JeanBaudot,Professor,DepartmentofLinguisticsand・Philology

Jean-YvesMorin,DepartmentofLinguisticsandPhilology

AndreClas,Editor/Director,t'Meta"

RichardKittredge,DepartmentofiLinguisticsandPhilology

(5)組 織

モ ン ト リ オ ー ル 大 学 の 言 語 学 科 を 訪 問 し た 。 こ の グ ル ー プ で はBaudot

教 授 を 中 心 に,専 門 語 辞 書,機 械 翻 訳,知 識 表 現 な ど の 研 究 を し て い る 。

(6)概 要

① 機 械 翻 訳

カ ナ ダ 政 府 か ら の 機 械 翻 訳 へ の 補 助 金 が 昨 年 で 打 ち 切 ら れ て お り,機

械 翻 訳 の 研 究 は 現 在 全 く 行 わ れ て い な い 』

② 専 門 語 辞 書

専 門 語 は 小 規 模 な 検 索 シ ス テ ム を 実 験 中 。 専 門 語 は 複 合 語 の 扱 い が 難

し い の で,特 別 な イ ン デ ッ ク ス を 工 夫 し た 。

4.2.2.5ウ ォ ー タ ー ル ー 大 学 〔 第2回NewOEDセ ン タ ー コ ン フ ァ レ ン ス 〕

(カ ナ ダ)・

(1)名 称
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(2)

(3)

(4)

(5)

Second.AnnualConferenceofthe..

Universit .yofWaterlooCentrefortheNewOED

住 所

UniversityofWaterloo,Waterloo,Ontario,,Canada,N2L3G1

訪 問 日 時 ヂ

11月]0日(月)～11日 』(火)

対 応 者.'

G…0。H.G。nne・,D;par・Pa。n・ 。fe。m,。 ・erS,i。,ce(プ ・ グ ラ ・ 委

員 長)

FrankWTompa,Departmentof .ComputerScience(・ プ ロ グ ラ ム 委 員)

概 要
.一.

今 回 の ・ ン フ ・ レ ン ス の テ ー マ は" .Ad・q・ ・e・i・L.・x,i.c・1・gy"で あ り,

.発 表 の 題 目 は 次 の と お り で あ る.。

"ウ

 

①

②

③

④

⑤

Morpheme-basedLexicalAnalysis" .1.l

ManfredGehrke,H4n
.s-UlrichBloc.k(ジrメ ン ス)

"Th
・Rol…f・'Etym・ ・1・gy・ndW・ ・d

.L・ngthi・IE・gli§hW・rdF・r-

mation"

FrankAnshen,MarkAronoff('ニ ュ ー ヨ ・一 ク 洲 立 大,Stony

Brook)

Ro .yByrd,JudithKlavans(IBMワ ト ソ ン 研 究 セ ン タ ー)

ttTh
esauralKnowledgeRepresentation"

Sall・YeatesSrdelgw・Walte「AIS・d・1・w」 ・・(ア ー カ ・ン サ ス

大) ..

ttE
xplicitandImplicitInformationinDictionaries".

BerylT.Atkins(コ リ ン ズ 出 版 社)

JudyKegl(プ リ ン ス ト ン 大)

BethLevi 、n(M工 丁)

"B
・ildi・g・L・xicalDBbyPar・i・gW・bSter'・7thN・wC・lle-

giateDictionary"

ThomasAhlswede,MarthaEvens,KayRossi(IIT)
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⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

JudithLMarkowitz(ナ ビ ス タ ーー一 ・ イ ン タ ナ シ ・ヨ ナ ル)

ttAP
rojectforaBilingualLexicalDatabaseSystem"

NicolettaCalzolari(ピ サ 大)

EugenioPicchi(イ タ'リ ア 計 算 言 語 学 研 究 所)

ttN
ewOEDStatusReport"

TimothyBenbow,JohnSimpson(オ ッ ク ス フ ォ ー ド大 学 出 版 部)

GastonGonnet,FrankTompa(ウ ォ ー タ ー ル ー 大)

ttTo
wardsanObjectiveAnalysisoftheAgeandOrigins

oftheEnglishVocabulary"

PeterDavies(OED編 集 委 員)'1

"Th
eLexiconandCommonseneReasoning:ACaseStudy"

AlexanderNakhimoVsky(コ ル ゲ ー ト 大)

ttAC
onceptualDictionaryforContextuallyBasedStructure

Selection,,

FabrizioSebastiani,GiacomoFerrari(ピ サ 大)

IrinaProdanof(イ タ リ ア 計 算 言 語 学 研 究 所)

"Wh
YDictionariesShouldListCaseStructure'"

GraemeHirst(ト ロ ン ト大)'

② や⑧ はNewOEDに 含 まれ る語 源 の記 述 を 利 用 して の 研究 であ り,こ

の辞 書 に特 徴 的 な もの と言 え る。⑦ は ウォ ー『タ ー ルニ 大 学 で 進 め られ てい

るNewOEDの デ ー タベ ー ス化 作 業 の現 況 報 告 で あ る 。 こ れ 以 外 は 特 に

NewOEDに 限 ら ない 計 算機 用辞 書 の ま'わ りの研 究 の発表 で あ った 。

興 味深 い 発 表 か らい くつ か 紹介 す る。③ は ロ ジ ェの シ ソー ラス を用 い て

意 味 空間 を 数学 的 に構 築 し よ うとい うもの で あ る。 シ ソー ラス に暗示 的 に

含 まれ て い る情 報 は意 味 空間 を作 るの に適 して お り,人 間 用 の シ ソー ラス

は機 械 処 理 には 向 か な い とい う批 判 には根 拠 が 無 い と主 張 し てい る。④ は

辞書 は情 報 を す べ て 明 示 的 に記 述 す べ きか とい う議 論 であ る 。 多 くの冊 子

体 の辞 書 で は意 味 論 的 あ るい は語 用 論 的 な 情 報 を 明 示 的 に書 か ず に,例 文

をい くつ か あ げ る こ とで済 ませ てい る。構 文 的 な情 報 も例文 で表 現 され る

こ とがあ る。 そ の よ うな傾 向 は 計算 機 処 理 に と って マ イナ スだ が,明 示 的
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に 書 く こ と は 可 能 か と い う 問 題 を 工 学 的,辞 書 学 的,心 理 学 的 な ど さ ま ざ

ま な 角 度 か ら 扱 っ て い る 。 ⑪ も こ れ に 関 連 す る 話 題 で あ る 。 ⑨ は 自 然 言 語

理 解 に お け る 時 に 関 す る 推 論 を 行 う た め の 知 識 表 現 の 研 究 で あ る 。 こ こ で

は 過 程,状 態 な ど を 表 す 動 詞 の 意 味 論 が 扱 わ れ て い る 。

な お,① に つ い て は 以 下 の ジ ー メ ン ス の 項 で,⑥ と ⑩ に つ い て は ピ サ 大

学 の 項 で,⑦ に つ い て は オ ッ ク ス フ ォ ー ド大 学 出 版 部 の 項 で そ れ ぞ れ 説 明

す る 。

4.2.2.6ロ ン グ マ ン 出 版 社(英 国)

(1)名 称

LongmanGroupLimited、

(2)住 所

LongmanHouse,BurntMill,Harlow,EssexCM202JE,England

(3)訪 問 日 時

11月,13日(木)10:00～14:00

(4)対 応 者

MichaelRundell,ManagingEditor,ELTReference

NikolaiDejevsky,Publisher,DictionariesandReferenceDivision

(5)組 織

辞 書 の 出 版 で 知 ら れ る イ ギ リ ス の 大 手 出 版 社 で あ る 。 ロ ン ド ン か ら 汽 車

で30分 の ハ 一 口 ウ と い う町 に,辞 書 編 集 部 門 が あ る 。(本 社 は ロ ン ド ン

市 内)』

辞 書 編 集 部 門 に はELT(EnglishLanguageTeachersSection)と 呼 ば

れ る 外 国 人 用 の 辞 書 の 編 集 部 と,一 般 英 語 圏 民 用 の 辞 書 の 編 集 部 と が あ る 。

例 え ば,LDOCE(LongmanDictionaryofContemporaryErlglish)の 編

集 は 前 者 が 行 い,Roget'sThesaurusの 編 集 は 後 者 が 行 っ て い る 。

(6)概 要

①MRDの 開 発

社 内 で は 編 集 用 に ほ と ん ど の 辞 書 をMR化 し て お り,校 正 ・改 訂 等 の

作 業 は す べ て 計 算 機 の 出 力 用 紙 の 上 で 行 わ れ て い る 。 計 算 機 はVAXで

あ る 。 端 末 は8台 あ り,朱 の 入 っ た 原 稿 を も と に オ ペ レ ー タ が エ デ ィ タ
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J

で 修 正 し て い る 様 子 が 見 ら れ た 。

商 品 と し て はLDOCEのMR(Machine-readable)版 が あ る が,そ れ

以 外 の 辞 書 をDB化 す る な ど し て 発 売 す る 予 定 は 今 の と こ ろ な い 。 ま た,

辞 書 を 組 み 込 ん だ 応 用 シ ス テ ム な ど の 開 発 を 社 内 で 行 う'こ と は 考 え て い

な い と い う 。

4.2.2.7オ ッ ク ス フ ォ ー ド大 学 出 版 部(英 国)

(1)名 称

OxfordUniversityPress(略 称:OUP)

(2)住 所

WaltonStreet,Oxford,OX26DP,England

㈲ 訪 問 日 時

11月14日C金)15:'OO;一 ー一17・:00

(4)対 応 者

EdmundWeiner,Editor,NewOxfordEnglishDictionary・

TimothyJ.Benbow,Director,NewOxfordEnglishDict・ionary

J。h。A.Simp,。n,'C。-Edit。 ・,NewOxf・rdE・gli・hDi・ti・na・y

㈲ 組 織'

学 術 書 を 専 門 と す る 英 国 の 大 手 出 版 社 で あ る 。 ロ ン ド ン か ら 汽 車 で1時

間 の オ ッ ク ス フ ォ ー ド に 本 社 お よ び す べ て め 部 門 が あ る 。NewOEDの

DB化 の 作 業 の う ち,校 正 は す べ て こ こ の 編 集 部 が 担 当 し て い る 。

(6)概 要

①NewOEDプ ロ ジ ェ ク ト

NeWOEDのDB化 は1986年9月 か ら1989年8月 ま で の3年 計

画 で あ る 。 作 業 の 内 容 と そ の 分 担 は 次 の 通 り で あ る 。

・ ハ ー ド ウ ェ ア お よ び ソ フ ト ウ ェ ア ・ ツ ー ル 提 供:英 国IBM

・入 力(キ ー ボ ー デ ィ ン グ):ICC(ReedInt'1の 子 会 社,ア'メ リ

カ)

・DB化 お よ び 応 用 プ ロ グ ラ ム 作 成:ウ ォ ー タ ー ル ー 大 学(カ ナ ダ)

・校 正:OUP

英 国IBMは 計 算 機 と10数 台 の 端 末 を 無 償 で 提 供 し た 。 さ ら に,同
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社 のREXと い う エ デ ィ タ を 加 造 し て こ の プ ロ ジ ェ ク ト用 の エ デ ィ タ

LEXを 作 る た め,プ ロ グ ラ マ ー 人 を 半 年 間 無 償 でOUPに 派 遣 し た 。

米 国 のICCは 最 大120人 程 度 の タ イ ピ ス トを 使 っ て,350,000,000

文 字 に お よ ぶNewOED全16巻 の テ キ ス トを18tZ－ 月 で 入 力 し よ う と

し て い る 。 こ の 費 用 は2.2百 万 ドル に な る6来 年6月 に こ の 入 力 作 業 が

終 る が,そ の 時 点 でMR化 だ け を 行 っ たNewOEDがCD-ROMの 形 で

ICCか ら 売 り 出 さ れ る 。

ウ ォ ー タ ー ル ー 大 学 で はMR化 さ れ た テ キ ス トのDB化 を 行 っ て い る 。

こ れ は 辞 書 構 造 記 述 言 語"'Goede1'"を 用 い る 。 こ れ は 辞 書 を パ ー ス す る

た め の 有 限 状 態 オ ー ト マ ト ン を 生 成 す る も の で,今 の と こ ろ は さ ま ざ ま

なDBを 作 る 学 生 の 実 験 用 に 使 わ れ て い る 。(図4-5,図4-6参 照)

現 在DB化 さ れ て い る の はttJ"の 項 とt'M"の 一 部 だ け で あ る が,そ

の デ ー タ を 使 っ たKWICシ ス テ ム が 同 大 学 で の コ ン フ ァ レ ン ス に 展 示 さ

れ て い た0

0UPに お け る 校 正 作 業 は す べ てIBMの 端 末 上 の ・エ デ ィ タ で 行 わ れ る 。

こ れ は テ キ ス ト 中 の 記 述 項 目 の 違 い や フ ォ ン ト の 違 い を カ ラ ー で 区 別 し

て 表 示 す る な ど,ユ ー ザ ・イ ン タ フ ェ ー ス が 非 常 に 良 く,出 版 社 の 編 集

者 で も 容 易 に 扱 え る よ う に 作 ら れ て い る 。

② そ の 他 の 辞 書 に つ い て

OUPで は"OxfordAdvancedLearner,sDictionaryofCurrent

Erlglish"(い わ ゆ るttHornby")とt'ConciseOxfordEnglishDic--

tionary"(い わ ゆ るCOD)もMR化 し て 発 売 し て い る 。
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dictionary

entry

'senbank

quot

:一

●一

:一

◆ －

entry+;

hwgPetym?senbarxk

sen+quot+;

qdateqsourceq七ext;

* sen*;

…

EtymG:= {etym

lang

七ext

delim

}

:一

:一

:一

:一

1ang?(textdelimlang)*text;

{,OF.,,,AF.,,,F.,,,Pg

chaエ*-lang;

{,,,,,・,・..}

, ,_.};

fiエs七1ang :=proc(x)

E:=e七ymin

langin(E

stT・i'ng(")

end;

x;

祀pdrsedby EtymG);

eaユ ユiestqUO七 :－ pr。c(x)

q:=ever3tqda七eznx;

工fsize(1>〇

七henlnin(yeaエmappedontoq)

elseO

fi

end;

AnglbNorman :=NewO")wheアe

fi士s"ヒ1ang(X)∈{,AF.,,,OF.,}

orfirsて1ang(X)=,F.,and earlies七quot(X)く1500;

図4-5 Goedel言 語 に よ る記 述 例
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図4-6 NewOEDDBに 対 す る検 索 例
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4.2.2.8EUROTRAプ ロ ジ ェ ク ト(ル ク セ ン ブ ル グ)

α)名 称.… 『.

EUROTRAProject ,、.、,、1 . ..,、.

(2)住 所,1't'『'="`

冗UROTRぶC・ ㎞ ・…?・ tt・f・h・,E・ ・《Cr㎜uniri・ § ・∴・

(3㌫瞳 ≡'∵;21≡ 聴1二 ∵'三 .
1・i恒 頭>9:100～!・ ぶ00ぷ:頑2こ:olo

.-1:・・∵
(4)一 ・対 応 者 、 ∴ ・ 一 ・ 、 ・ ＼ 一 ㌶,ご ∵ ・ ..∴ ㌔

Serg・iPer・ ρ泳 ・・M・ltili・g・ □A・ti'・S・P「 δ9「 竺㎜e

・∵
.pe輌au・ 瓜lt:!in即a!Ar戸onP「09「amme-、.,・tt-]、 ∴

砂ギぽ 竺 騨1鯉 ㍗ ㍗艶:謡lll∴.
鎚 の二部局である・〃 ☆ ジ グ璽 姫 鱒 三r・ジ・i…・一吉 巧 言1"・

漂 興 蜘…㌍ ピ グ迦 ご 輌 轡 ら亘≡
(6)概 要"・:1∴ ＼

一.ttと

日本 における電子化 辞書 の開発 計画 をEUROTRAの 技術委員会(座 長

"1:A・Z・m・ φ)…!・・で発表 した・質障 項は語 輪K依 宿 る文鵠 項の ・

麓1隠 ∵ 念蹄噸 表現1興 一 鮎≡:と・-
4・ ・・…EUR・DICAUTgMプFジ

、エ ク ・ト(ル'ク セ ン ブ ノヒ グ)』'

.(1)'名"称 ・・._一._7二 、・ 己ttt・ 一_'∴_

・
.EUROD,1・CAUTOMp「ojectl『 』t-

..:、...'

(2)住 一 所

TerminologyBureau,CommissionoftheEuropean.Co、 ㎜Unitipsl、

Bat.JeanMonnet,L-2920,Luxembourg

(3)訪 問 日 時

11月17日(月)10:00～11:00

(4)対 応 者
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JacquesGoetschalckx,AdviserandHeadoftheTerminologyBureau

AlainReichling,TerminologyandInformatiionApplications

(5)組 織 －

ECのTerminologyBureauに お け る プ ロ ジ ェ ク トで あ る 。 前 項 のEU-

ROTRAと 同 じ 建 物 の 隣 の 棟 に あ る 。

(6)概 要

入 間 の 翻 訳 者 の た め に 作 ち れ た7ケ 国 語 の 専 門 語DBで あ る 。 専 門 分 野

はECで 扱 う文 書 に 含 ま れ る あ ら ゆ る 分 野 に わ た る 。1960年 代 か ら 開 始

さ れ,中 断 を 含 み 現 在 に い た っ て い る 。 ・

ECに は 翻 訳 者 を 抱 え る40程 の セ ク シ ョ ン が あ る が,そ れ ぞ れ の セ ク

シ ・ ン に1台 ず つ の 端 末 が 置 か れ て い る 。 特 に 複 合 語 の 検 索 が 問 題 と な る

の で ジ 機 械 に 素 人 の ユ ー ザ で も 容 易 に 検 索 が で き る よ う な イ ン タ フ ェ ー ス

を 提 供 し て い る 。(図4-7参 照)一.
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4.2.2.10ボ ン大 学 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ・ ン ・音 声 研 究 所(IKP)(西 独)

(1)名 称

・n・・・・・・…rC・m…ica…nR・ ・earChtindP-・ 迦 ・で ・・ty

ofBonr1

(2)住 所

PgppelsdorferAllee47,D-5300Bonn,Fede士alRepublicof

Germany
-・

(3)訪 問 日 時

.11月18日(火)'9:30～12:00

(4)対 応 者

WinfriedLenders,Professor

JanBrustkern

(5)組 織

Lenders教 授 を 中 心 と し て 数 人 の ス タ ソ フ で 小 規 模 な 開 発 を 進 め て い る 。

(6)概 要

IBM/PC上 で,9ケ 国 語 間 の ト ラ ン ス フ ァ 辞 書 を 編 集 す る シ ス テ ム

MULIや,各 種 テ キ ス ト に 対 す るKWICシ ス テ ムBYUが 動 い て い る(図

4-8参 照)。 後 者 は 売 り物 で あ る 。 ま た 大 型 機 上,既 存 の9種 のMRD

(30万 語)を 同 時 に 編 集 で き る シ ス テ ム も あ る が,統 合 化 は 行 わ れ て い

な い 。
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図4-8 MULIとBYUの 画 面 例(端 末 の ハ ー ドコ ピー の使 用 説 明書)
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4.2.2.11ジ ・一一 メ ン ス(西 独)

(1)名 称

SiemensAG

(2)住 所

Otto-Hahn-Ring6,D-8000Munich83,FederalRepublicof

Germany

(3)訪 問 日 時

11月19日(水)13:00～15:00

(4)対 応 者

ManfredGehrke

WernerRemmele

(5)組 織 ・

自 然 言 語 処 理 研 究 を 行 っ て い .る ジ ニ メ ン ス ρ 一 部 門 で あ る 。

(6)概 要

形 態 素 を ベ ース と した 辞書 を 開発 中 で あ る;ド イツ語 で は複 合語 が非 常

喧 富 で あ り,か つ 舳 に作 れ るの でS
Lt・ の'○ 蹄 書 が 腰 ぱ る・辞

書 の作成 お よび 更 新 を容 易 に す るた め に,語 の記 述(1万 程 度)お よび語

構 成 の規 則(少 数)はLFGに よ って記 述 す る。計 算 機上 にはATNの プ

ログ ラ ミング環 境 が既 に あ る の で,LFGの 規 則は そ れに変 換 して用 い る

こ とにな る。 こ の シス テ ムはINTERLISP-Dで 書 か れ,現 在 実験 中 で

あ る。 ・

4.2.2.121NFOTERM(オ ー ス ト リ ア)'^

(1)名 称

・。・。。。。・・6na・ .i・f。 ・m。 …nC…ref・ ・T・ ・mi・ ・1・gy(・ ・f・ ・erm)

AustrianStandardsInstitute

(2)住 所

A-1021Vienna,Heinestrasse38,POB.130,Austria

(3)訪 問 日 時

ll月20日(木)9:30～13:00

(4)対 応 者
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ChristianGalinski,DirectorofInfoterm,SecretaryofISQ/rC37

HelmutFelber,Ex-DirectorofInfoterm,UNESCOandInfoterm

Consultant

(5)組 織

オ ー ス ト リ ア 規 格 協 会 の 一 部 門 で あ る 。

(6)概 要

西 ド イ ツ のTrier大 学 と 共 同 で"AssociationforTerminologyand

KnowledgeTransfer"と い う 組 織 を 作 っ て い る 。Terminologyの ・研究 は

新 組 織 に 移 行 す る 予 定 。1987年9月 にTrierで 国 際 会 議 を 開 く 。

(ttInternationalCongressonTerminologyandKnowledgeEnginee-

ring"9月29日 ～10月1日)

4.2.2.13ピ サ 大 学 お よ.び 計 算 言 語 学 研 究 所(イ タ リ ア)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

名 称 ・ ・

DepartmentofLinguistics .,UniversityofPi'sa.

InstituteofComputationalLingui、stics,CNR,

住 所.・ ・ 、・-

ViadellaFaggiol 、a32,1・-561.00Pisa,工taly

訪 問 日 時..、

11月21日(金)14:00～21:30

対 応 者

ArptonioZampolli、,ProfessorandHeadofIIＬC

NicolettaCalzolari

IrinaProdanof

AmedeoCapPelli

LorenzoMoretti

FabrizioSebastiani

CarlotaNicolas

組 織

ピ サ 大 学 の 言 語 学 科 と,イ タ リ ア 政 府 のCNR(NationalResea'rch

Counci`1)の 一 研 究 機 関 で あ るILC(Instituteforeomputationa1
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Linguistics)と が 一 体 化 し て い る 。A.Zampolliは 両 者 の 長 で あ る 。

CNRは(1)大 学 に 補 助 金 を 出 す,(2)国 立 研 究 所(ILCを 含 む7)を 運 営 す る,

(3)NSP(NationalStrategicProject)を 運 営 す る,と い う3つ の 仕 事 を

し て い る 。NSPは 軍 と 関 係 が あ る わ け で は な く,自 然 言 語 処 理(代 表 者

:A.Zampolli)や 地 熱 エ ネ ル ギ ー 利 用,な ど20位 の テ ー マ を 取 り 上 げ

て 補 助 金 を 出 す プ ロ ジ ェ ク トで あ る 。

(6)概 要

①ILCで 研 究 さ れ て い る テ ー マ ・

こ こ で は 自 然 言 語 処 理 の 諸 テ ー マ を 広 く 研 究 し て い るb

1)人 文 科 学 の た め の テ キ ス ト処 理'":・ 〉 一

人 文 科 学 の 分 野 に お け る テ キ ス トの 機 械 処 理(頻 度 調 査,KWI・C,

語 彙 調 査,統 計 処 理,…)を 目 的 と す る 。ILCは そ の た め の ソ フ ト・

を 持 っ て お り,イ タ リ ア 国 内 の100を 越 え る 研 究 室 か ら の 依 頼 に 応

え て い る 。 そ の 代 償 と し てMR化 さ れ た テ キ ス トの コ ピ ー がILCに

残 る の で,現 在 で は ホ メ ロ ス,デ リス トテ レ ス か ら ダ ン テ,ジ ョ イ ス

に 至 る ま で10,000種 に の ぼ る テ キ ス トが 蓄 積 さ れ て い る 。

ま た,欧 米 の 研 究 機 関 と も 協 力 体 制 を 取 っ て い る 。 相 手 先 に は オ ッ

ク ス フ ォ ー ド 大 学,フ ラ ン ス 古 文 書 館,ボ ン 大 学,プ リ ン ス ・ト ン 大 学

な ど が あ る 。 一 ・ 一 ・ 層'・

2)言 語 学 研 究 用 対 話 型 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン の 開 発

テ キ ス トDB,単 言 語tLDB,・2言 語LDB,パ]ザ,知 識 表 現,

等 を ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 上 に 統 合 化 し よ う と し て い る 。 イ タ リ ア の 辞

書 学 者 た ち に よ っ て イ タ リ ア 語 版OEDを 作 ろ う と い う プ ロ ジ ェ ク ト

が あ り,そ れ に も 用 い る 予 定 で あ る 。

3)古 典 語'tt

ラ テ ン 語 の 形 態 素 の た め のMRDを 開 発 し た ♂+tt'

4)ス ペ イ ン 語 のmorpho--syntacticalanalyseピ

曖 昧 性 を 除 く た め に エ キ ス パ ー ト ・ル ー ル を 導 入 し た 。'

'
5)DDBの 開 発(計 画 中)・

イ・'Stリア 語 のLDBと テ キ ス トDBと の 結 合,多 言 語 の ・LDB・ の 開
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発 を 行 お う と し て い る 。 こ れ は 計 算 機 科 学 者,.言 語 学 者,辞 書 学 者 の

み な ら ず,人 文 科 学 者 や そ の 他 の 一 般 ユ ー ザ ま で も が 利 用 で き る よ う

に す る 。 そ の た め に は 各 分 野 に 対 応 す る イ ン タ フ ェ ー ス を 充 実 す る こ

と が 重 要 で あ る 。

ま た,MAGMA-Lispの 上 に 知 識 表 現 言 語KL-MAGMAを 作 り,

そ れ に よ る 知 識 表 現 の 研 究 も 行 っ て い る 。 こ れ も 将 来LDBの 記 述 に

利 用 さ れ る 予 定 で あ る 。

② ヨ ー ロ ッ パ 諸 国 に わ た る 活 動

12ケ 国 で 構 成 さ れ るECに 対 し,21ケ 国 で 構 成 さ れ るCE(Coun-

cilofEurope)と い う組 織 が あ る 。 後 者 の 加 盟 国 のMinistryfor

Researchの 決 議 に よ り"ScientificNetwork"を 組 織 す る こ と に な

っ た 。 そ の 中 のcomputationallexicologyandlexicographyの 分 野 に

お い て は 次 の こ と を 協 議 し て い る 。

・LDBの 標 準 化

・テ キ ス トDBの 標 準 化

・著 作 権 問 題

こ の 中 に はOEDプ ロ ジ ェ ク トの た め のWGも あ る 。 メ ン バ ー は,

Zampolli(座 長),Weiner,Zimmerman,等 で あ る 。 ま た,来 年1月

末 にLDB中 の 文 法 情 報 の 表 現 に つ い て の ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開 く 予 定 で

あ る 。 諸 言 語 理 論 の 創 始 者 な い し は そ れ に 近 い 研 究 者 を 集 め,英 語 の 最

頻 動 詞200語 に 対 す る 記 述 を 行 っ て,共 通 の 要 素 を 取 り 出 す,と い う

内 容 を 計 画 し て い る 。

ま た,こ れ と は 別 に,ヨ ー ロ ッ パ 各 国 のNationalResearchCouncil

が 集 ま っ て で き て い るESF(EuropeanScienceFoundation)と い う 組

織 が あ る 。 こ こ に は 社 会 科 学,自 然 科 学,入 文 科 学 の3つ の 委 員 会 が あ

る 。ESFが ス ポ ン サ ー と な っ て,1988年 に ピ ザ 大 学 でcomputational

lexicologyandlexicographyの イ ン タ ナ シ ョ ナ ル ・サ マ ー ス ク ー ル を

開 く 予 定 で あ る 。
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5.機 械翻訳 システム を例 とした辞書

及 び その更新 の あ り方



・



〕

5.機 械 翻 訳 シ ステム を例 と した辞 書 及 び そ の更 新 の あ リ方

本 報 告 書 の3章 お よび4章 で述 べ てきた よ うな国 内外 の 辞書 に 関 す る調 査

結 果 を踏 まえ,こ こでは,機 械 翻訳 にお け る辞 書 の あ り方 を述 べ,さ ら に辞

書 の更 新 につ い て 問題 点 とあ るべ き姿 を示 す こ とにす る。

5.1基 本 的 考 え方

5.1、1機 械 翻 訳 シ ス テ ム と辞 書

機械 翻 訳 シ ス テ ムは,さ ま ざ まな情 報 を 内蔵 し,そ れ ぞ れ に応 じた 処

理 を 行 な って い る。 現 在 は,機 械翻 訳 シス テ ムは大 き く三 つ の部 分 に分

け て考 え られ る こ とが 多い 。 個 々の語 につ い ての情 報 を 記録 した 「辞 書 」,

多 くの語 に共通 す る規 則 を集 め た 「文 法 」,そ れに,そ れ らを実 際に利

用 して翻 訳 を 行 な う 「処理 プ ログ ラ ム 」で あ る。

これ ら の三 者 の中 では,辞 書 の もつ重 み が もっ と も大 きい もの であ る。

実 際 に機械 翻 訳 シ ス テ ムを作 成 す る段 に な って も っ と も手 間 が か か る も

の で あ り,ま た,翻 訳 に際 して そ の質 を左 右 す るも のが 辞 書 だか らであ

る。某 社 の試 算 では,機 械 翻 訳 シス テ ムの作 成 コス トの9割 を辞書 が 占

め る とい う話 であ る。

機 械 翻 訳 シス テ ム に よ り,辞 書 の記 述 には相 当大 き な差 があ るが,辞

書 には 一 般 に 次 の よ うな項 目が 記 述 され,利 用 され て い る。

・原 言語 の語 形 ・活用 ・派 生 な ど→ 語 の特定

・原 言語 の品詞 ・文 型 → 語 の統語 的関 係 の 解析

・原 言 語 の意 味 記 述 →意 味 的 解析

・目標 言 語 の意 味 記 述→ 原 言 語 か らの 意味 の受 渡 し

・目標 言 語 の品 詞 ・文 型→ 統語 的 な文 の生 成

・目標 言 語 の語 形 ・活 用 ・派生 な ど→ 形態 素 ・単語 の生 成

機 械 翻 訳 シ ス テ ムが どの よ うに これ ら の情 報 を利 用 して翻 訳 を 進 め て

い くのか,そ の概 略 を述 べ てみ よ う。 と りあ えず,其 日 の例 を想 定 し よ

う。 まず,入 力 テ キス トか ら ピ リオ ド(+空 白)ま で を1文 と して 切 り

だ す。 仮 に,"lateanapple."だ った とす る。.次にそ れ ぞ れ の単 語 を

一103一



辞 書 で調 べ る。 こ こで, ,"ate'1が ㌔at"どL・ ・う動 詞 の過 去 形 で あ る とい

う情 報 は 辞 書 の語 形 ・活 用 ・派生 情 報 に よ って わか る こ とで あ る 。次 に,

そ れ'それの 文法 関 係 を調 べ;"1"が 主 語,㌔napple"が 目的 語 であ る

と とが わ か る。 これ が 語 の 統語 的 解析 であ り,こ の た め に は,辞 書 中 に

etl"や ㌔
napple"が 名 詞(厳 密 には 代 名詞 と名 詞 句)で あ る こ と,t'6at"

は主 語 と直接 目的 語 を と る動 詞 で あ る ことな どを書 い て お く必 要 があ る。

次 に必 要 な のが意 味 解 析 で,㌔at"が 「食べ る 」意 味 で ある 場 合 に は

(こ れ が もっ と も普 通 の意 味 で あ り,「 吸 う」 とか 「す す る ⊥な どの例

'は少 な いと』して の ご とだ)
,そ の主 語 にば 「入 間 」が くる のが 普 通 で,

直 接 目的語va'は 「食 べ 物 」が'ぐ るの が 普通 であ る こ と,ま た1.'"1"は

「人間 」であ り,"anaPple"は 「食 べ物 」で あsる ご と?sど を チ『エ ック す

る こ とに な る。 そ の結 果,'㌔na命1♂ は 「大 都 会 」とか 「乳 房 」 で は

な く,「 リン ゴ 」であ る こ とが わ か る。意 味 解析 は 訳語 の決定 に この よ

うに太 き'な役 割 を 果 た し てい る。'次 に英語 の 語順 を 日本 語 の語順 に直 す

段階 になーる が,こ れ は 「文 法 」のル ー ル(ト ラン ス フ'7":元 レご ル)に よ

るので,'"こ こ では 関 係 な い 。1次に格 助 詞 の挿 入 の 段階 で,こ れ また辞 書

∵の 「食 べ る 」の とる格 助 詞 パ タ ー ン に'よって,「 〈主 語 〉が 〈 直 接 目的

語 〉を 」とい うパ ター ン が決 定 され る。最 後 に,「 食 べ る 」を過 去 の 形

に す るの にそ れが 下 一 段 活 用 の 動詞 で あ るご とを辞書 で調 べ た上 で 「食

べ た 」の形 に す る ○ こ うした すべ て の操作 を へ た上 で,「 私 が リンゴを

食 べ た 。」とい う文 が 出 力 され るの で あ るσ『な お訳 と し て 「私 は 」と 「私

が 」の どち らが いい がは も ら と他 の情 報 を使 わな い と一 概 に は決 定 で き

な い 。

こ うして み て'みる乏,翻 訳 の過 程 め うち,解 析 と生 成 は 辞 書 の情 報 に

大 き く頼 って い る ご とが 実 感 さ れ よ う'。しか も,入 間用 め 辞 書 な らぽ,

ご く普 通 の 常 識 と して記 述 す る必要 の ない こ ど まで も,'機 械 翻 訳用 の辞

書 には 書 い て お'ぐ必要 が あ るわ け で あ る。 た とえば 「食べる'」 の主 語 は

「人 間 」であ る どか,「 リン ゴ 」は 「食 べ物 」で あ る とい う よ うな こと

であ る。 した が って,機 械 翻訳 用 の辞 書 は,形 式 や 構成 だ け で な く,記

"
述 内容 も人 間 用辞 書 とは 別 の もの で あ ると考 え な け れ ば な ら ない 。人 間
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用 の辞 書 で す ら,現 在 は まだ形 式化 が 充 分 で な く,読 み手 の常 識 に頼 る

部 分 が多 い 。 ま してや,機 械 翻 訳用 の辞 書 が充 分 で あ るは ずは ない 。

5.1.2機 械 翻 訳 シ ステ ムの ユー ザ

どの よ うな 機 械 翻訳 が 望 ま しい か につ い て は い ろい ろな考 え方 が あ る

と思 うが,ス イ ッチー つ で 自動 的 にす べ て の文 章 が 翻 訳 で き る機械 翻 訳

シス テ ムが 望 ましい と して も,こ れ は 遠 い未 来 の話 で あ り,現 実 には あ

り得 な い 。

では,現 在 の レベ ル で は ど うな のだ ろ うか 。機 械 翻訳 シス テ ムそ の も

の が まだ 半 製 品 の 状 態 で あ る とい っ て よか ろ う。不完 全 とい って もい い

'かも しれな い 。

そ の よ うな機械 翻 訳 シス テ ム の現 状 を考 慮 す るな らば,機 械 翻 訳 シス

テ ム の利 用 には辞 書 の 更新 とい う作 業 が 必 然 的 に伴 うもの であ る こ とは

容 易 に理 解 され よ う。機 械 翻 訳 シ ステ ムの 構成 要 素の 中では,辞 書 の部

分が もっ,と も独立 性 が 高 く,機 械 翻 訳 シス テ ム と分 け て考 え られ る要 素

が あ る とい う.こ と で,文 法 や処 理 ご ・グ ラ ムを い じる くらい な ら まず辞

書 を い じろ うとい うこと にな る の であ る。

機 械 翻 訳 では,ユ ー ザ が辞 書 を 「チ ュー ニ ング 」し てい ,るのだ と考 え,

そ うす る一こと に よ って 訳文 の 品質 を著 し く改 善 す るこ とが で き るの だ と

す る積 極 的 な考 え 方 を と りた い 。 「更新 し なけ れぽ な ら ない 」.ので は な

く 「更 新 で き る 」と考 え るの で あ る。 ユ ー ザが 手 を加 え られ る こ とが機

械 翻 訳 の特 徴 で あ る と考 え て もよい 。 つ ま りは シ、ス テ ムにflexibility

が あ る とい うわ け で あ る。 こ の よ うに して,機 械 翻 訳 シス テ ムの透 明度

を上 げ,多 様 な 要 求 に応 ず る こ とが で き る道 が 開 けて く る。

また,辞 書 の更 新機 能 を うま く利 用 して,用 途 にあ った 訳 文 を得 る こ

とが 可 能 にな る。 この効 果 が は っき り現 れ る場 合 とい うと,た とえば,

あ る翻 訳 グル ー プが仕 事 をは じめ る と きに,翻 訳 に先立 ち 訳語 を一 斉 に

作 っ てお くよ うな 場合 が考 え られ る。別 の 翻訳 の仕事 の と き には,ま た

別 の辞 書 を 用 意 す る とい うわ け であ る 。

不完 全 な もの を使 うた め には,ユ ー ザ が 自由 にい ろ い ろい じ.じ りな が

らs－あ るい は試 しなが ら機 械 翻 訳 シス テ ム を 「使 い こ な す 」こ とが望 ま
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れ る。 「更 新 」にせ よ 「チ ュー ニ ン グ 」にせ よ,ユ ー ザが 辞 書 に触 る と

な る と,機 械 翻 訳 の し くみ とそ の 中 で の辞 書 の作 用 や 因果 関 係 とい った

も のを ユ ー ザ が理 解 す る必 要 が あ る。 つ ま り,ユ ーザ が翻 訳 シ ス テ ムの

中 を見 られ る よ うにな って い る こ とが 必要 で あ る。 もち ろん,実 際 の翻

訳 プ ロセス を す べ て そ の ま ま見 る とい うわ け では な く,仮 想 の(ユ ー ザ

か ら見 た)フ レ ー ムを通 す の で も よい 。

こ こでい う 「辞 書 の更 新 」には,原 言 語 ・目標 言語 間 の単 語 の組 を追

加 す る こ とだ け で な く,そ れ に付 属 す る 「翻 訳 用 の 各種 の 属性 情 報 の定

義 の追 加'・修 正 」や,メ ー カ提供 辞 書 の修 正 まで が含 まれ るも の であ る 。

も っ と も,こ の よ うな ユ ー ザ に よ る辞 書 の 更新 の場 合,メ ー カの作 成

した も の の有 効 性 に つ い ては 考 慮 してお くべ き問題 が あ る。 た とえ ば,

品 詞 分類 ・意 味 分類 な どを ユ ー ザが 自由 に設 定 で きた り,あ るい は 少 な

くと も メー カ提 供 の初 期 状 態 と一 部 入 れ替 え る よ うな こ とが で き る方 が

い い のか,で きな くて もや む を得 な い の か 。 これは機 械 翻訳 シス テ ム 自

体 のあ り方 に もか か わ る大 き な問題 にな る の で,こ こでは特 に 扱 わ ない

が,こ の よ うな 問 題 が あ る とい うこ とは 意 識 して お い た方 が い い だ ろ う。

い ず れに せ よユー ザ が 辞書 に 追加 しなが ら使 うな ら,は じめ か ら大 き

な 網羅 的 な辞 書 を 作 って お け ば い い では な いか とい う考 え があ り得 る 。

しか し,大 きな 網 羅 的 な 辞 書 は,現 状 の技 術 レベル では,必 ず し も良い

結 果 を生 まな い。 多義 語 の 発生 な ど,問 題 点 を 引 き起 こす方 が 多い 。将

来 は,解 析技 術 の進 歩 に よ って 多義 語 の発生 が小 さ くな る か も しれ な い 。

そ うな っては じめ て大 規模 な辞 書 とい うもの が考 え られ るだ ろ う。 現 状

では,し た が って,辞 書 に適切 な 「規模 」とい うものが あ る と考 え られ,

また,辞 書 の 更新 作 業 が必 要 にな る わ けで あ る。 なぜ 辞 書 の更 新 が 必 要

にな るか につ い ては,「5.4.1更 新 の必要 性 」で さ らに くわ し く述 べ

る こ とに す る。

5.1.3辞 書 の 更新 と作 成 を め ぐる諸 問題

さて,こ うして辞 書 の更 新 が 必 要 にな れ ば,機 械 翻 訳 には,メ ー カが

提 供 す る翻 訳 用 の辞 書 だ け で な く,個 別 に利 用 す る ユー ザ辞 書 が 必須 の

もの にな っ て くる。 す な わ ち,機 械 翻 訳 では レベ ルの違 う辞 書 を複 数個
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使 用 す る必 要 が あ るの であ る。 機械 翻 訳 で使 用 す る辞 書 には どの よ うな

種類 が あ るか につ い ては,「5.2辞 書 の 分類 ・構成 」で くわ し く述 べ

る 。

この よ うに大 まか に メー カ提 供 辞 書 とユ ー ザ辞 書 とに二 分 して考 え る

と,そ のそ れ ぞ れ に 対 し,「 作 成 」と 「更新 」の二つ の問題 が考 え ら れ

る。

作 成 は ゼ ロに対 す る追 加 ・更 新 で あ る と考 え られ る。 したが って,作

成 と更 新 は 同一 の基 準 で考 え られ る面 を持 つ 。 た だ し,同 じ く 「辞 書 の

作成 」とい って も,メ ー カに ょ って作成 ・提 供 され る基 本 辞 書 と,ユ ー

ザ が作 成 す るユ ー ザ辞 書 とでは 違 い た問 題 点 が あ る。 ユ ー ザ辞 書 の場 合

は,規 模 ・手 順 ・内 容 のいず れの 面 か ら見 て も,確 か に 「作成 」と 「更

新 」とで あ ま り大 き な違 い は ない 。 しか し,メ ー カが 提供 す る基 本 辞 書

の場 合 は,「 作成 」に あ た っては ユ ー ザ辞 書 よ り もは るか に規 模 が 大 き

い もの にな り,ま た,そ の 「更新 」は,全 ユ ー ザ に影 響 を与 え るこ と を

考 え る と,な るべ くな らや らな い で す ませ たい 性格 の もの であ り,実 際

に慎 重 にや ら ざ るを得 な い もの であ る。

現実 的 には,機 械 翻 訳用 の辞 書 を 作 成 す るの は機 械 翻 訳 シス テ ム の メ

ー カで あ る か ら ,辞 書 の作 成 には メー カ側 の 視点 が必要 にな って くる。

また,更 新 とい うのは た い てい は ユ ー ザの 行 な うことであ り,ユ ー ザ の

視 点 で議 論 す る必 要 が あ る。 そ う考 え る と,作 成 と更 新 とは,メ ー カと

ユ ー ザ とい う「視 点 」の違 いが あ る(な い しそ の よ うな違 いが反 映 す る

もめ で あ る)と い うこ と にもな るが,こ こ では 一応,前 述 の立 場 に した

が って,作 成 と更 新 の 問 題 と,メ ー カ ・ユ ー ザの問 題 は分 け て考 え る こ

とに す る。

辞 書 には さま ざ まな ものが 考 え られ る の で,そ の作 成 に 当 っては,そ

れぞ れ の辞 書 に よって 考 え る事 情 が 異 な っ て くる。 そ の詳 細 につい ては

「5.3辞 書 の作 成 」で述 べ る。

辞 書 の更 新は 必 要 に応 じて ユ ー ザ が行 うこ とが 多い か ら,ユ ー ザ の観

点 か ら見 て使 いや す くな け れ ば な ら な い 。そ の 際,ど のよ うなユ ー ザ像

を描 くか とい うこ と も重 要 であ る。初 心 者 に も熟練 者 に もあ る程 度 使 い
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や す い シス テ ムを 目指 す の か,ど ち らか一 方 を 対 象 と考 え るの か 。 ユ ー

ザは,会 社 の よ うな 「グ ル ー プ 」な の か,そ れ と も個 人 が 中 心 な の か。

そ の ほか に もい ろい ろ と考 え てお くべ き問題 は 多 い 。 ユ ー ザ に よ る辞

書 の 更新 は ど うした ら いい か とい うこ とであ るが,詳 細 は 「5.4.2ユ

ー ザ に よ る更 新 方 法 」と 「5 .4.3更 新 サ ポ ー ト機 能 」で述 べ る こ とに

す る。

更 新 が必 要 で あ る以 上,機 械 翻訳 シス テ ムには ユー ザ が い じ りゃ すい

よ うな辞 書 が備 わ ってい る こ とが望 ま しい こ と も明 らか で あ る 。

また,メ ー カ が提供 す る基 本 辞書 の更 新 に つ い ては,メ ー カ 自身 に よ

っ て な され る もの で あ るか ら,通 常 の ユー ザ に よ る更 新 とは 性格 が やや

異 な る の で,「5.4.4基 本 辞 書 の 更 新 」で詳 し く論 ず る こ ど にす る。

5.2辞 書 の分 類 ・構 成

5.2.1機 械翻 訳 シス テ ムに お け る言語 デ ・一夕

機 械 翻訳 シス テ ムの 内部 か ら見 た と き,'言 語 デ ー タは い ろ い ろ の形 で

蓄 え られ,利 用 され る。 そ れ は,利 用 者 に よ る言 語 デ ー タの管 理 や 操 作

の フェー ズで の資 源 構成 とは 必 ず し も一 致 して い ない 。'こ こでは,利 用

の側 面 か らみ た辞 書 の構 成 を述 べ る前 に,機 械 翻訳 シ ス テ ム に よ る扱 い

方 か らみ た と きの言 語 情 報 の構 成 につ い て述 べ て お く。

(1)ロ ジ ック 内部 の言 語 デ ー タ

それ ぞれ の シス テ ムの基 本 ア ル ゴ リズ ムや デ ー タ表 現 そ の ものは,そ こ

で 言語 情 報 を 扱 う上 で の基 本 的 な 立 場 を決 定 し て し ま う。 そ の意 味 では 翻

訳 シス テ ム の 「言 語 モ デ ル 」を 利 用 者 の観点 に 引 き寄 せ て 吟 味 す るこ とが

必要 で あ るが,現 実 には そ の 為 の情報 が十 分 に公 開 され て い る とは 云え な

い 。 混 乱 を避 け るた め に も,こ こで 云 う 「言 語 モ デ ル 」が,実 用 シス テ ム

にお い て は決 して不 変 性 を持 った も の では な く,言 語理 論等 で 云 う言 語 モ

デ ル とは か な りの距 離 が あ る こ とに も留意 して お く必要 が あ る。

こ うした レベ ル の情 報 は 殆 ど変 更 不 可能 であ る と云 って よい であ ろ う。

そ こで,利 用者 に対 し て,ノ ウハ ウ とか理 論 とか 云 うよ りは立 場 とし ての

「言 語 モ デ ル 」を い か に して保 証 して い くか が 機 械翻 訳 シス テ ムの供 給者
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側 の課 題 にな ってい る。

機 械 翻 訳 シス テ ムの 中 では 言 語情 報 の 一部 が,多 くの場 合や む をえ ず,

プ ログ ラム ・ロジ ソク の 中 に取 り込 まれ て しま って い る場 合 もあ る。例 え

ば,「 否 定 」の 処 理 が ロジ ックに よ り行 わ れ てい る と,「 否 定 表 現 」の 言

い 回 しを コン トロー ル した い とい うと き に も,プ ログ ラ ムそ の ものを 変 更

す る こ とが 必 要 にな る。 こ うした ものは,「 言 語 モ デ ル 」の 設 定 を精 密化

してい くこ と に よ り,ル ー ルや更 には 辞 書 で扱 う様 に す る こ と もあ る程 度

可 能 で あ る。 しか し,こ れ を全 面的 に実 現 して も,「 言 語 モデ ル 」が よ り

煩 雑 にな っ てみ た り,ル ール や辞 書 に異 質 な記述 が 強 い られ る とい った ケ

ー ス も少 な くな い 。

(2)ル ー ルの 形 で の言 語 情 報

多 くの 自然 言語 処理 シ ス テ ムで は,プ ログ ラ ムを 出来 る限 り言 語情 報 か

ら切 り離 す,あ るい は 出来 うれば 言 語 モデ ル か ら も独 立 であ りたい と する

立 場 を取 る。 そ こ では,い ろい ろ の レベ ル で抽 象 化 され た言 語 モ デル と し

て ルー ルが 設定 され,一 定 の ル ー ル記 述 言 語 に よ っ て コー デ ィ ング され る。

そ して,言 語 現 象 に対 す る深 い レベ ル で の変 更 の多 くは ル ー ル の書 換 え に

よ って行 わ れ る。

市 販 の シス テ ムで は,非 常 に単 純 な ル ー ル を除 け ば,シ ス テ ム利 用 者が

ル ー ル に アク セ スす るの は 不 可能 にな って い る。 しか し,利 用 者 に とっ て

も言 語処 理 に介 入 した い要 因は い ろい ろ と考 え られ る。 例 えば,入 力 テ キ

ス トの 書式,各 文 書 に特 有 な形 態 素解 析 ル ー ル,特 殊 な文 体 ・文法 や意 味

の 扱 い な どあ る程 度 習 熟 した利 用 者 に と って は も どか し くな る事 も少 な く

な い 。 そ うい った ニ ー ズ へ の対 応 も必 要 にな って くる であ ろ う。実 際,中

核 的 な 「言 語 モ デ ル 」か らは外 れ るが,翻 訳用 辞 書 とは 別 に,そ こで認 識

す る略語 の一 覧 を用 意 した り,定 型 的 な表 現 パ ター ンを 外部 フ ァ イル とし

て.与え た りとい った 簡単 な 「ル ー ル 」を利 用 者 が コン ト ロー ル す る ことが

あ る。

(3)シ ス テ ム辞 書

機 械 翻 訳 シ ステ ム用 の辞 書 は,語 彙 をベ ー ス と して,シ ス テ ムのい ろい

ろ な動 作 を 規 定 す る 「規 則 素性 」の集 ま りで あ る と云 うこ とが 出来 る。 辞
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書 に も,あ る程度 の柔 軟 な ル ー ル記 述 を許 して い る場 合 が 多 い が,デ ー タ

量 の 問題 か ら も,ユ ー ザ との イ ン ター フ ェイ スの取 りに くさの 問題 か ら も,

これ を最 小 に す る 工夫 が 為 され る。 機 械 翻訳 シス テ ム辞 書 は,内 部形 式 に

お い て も,フ ァ イル構 成 上 も,ア ル ゴ リズ ムに好 都 合な よ うに編 成 され て

用 い られ るの が 普 通 で あ る。

(4)辞 書 イ ン タ フ ェー ス

機 械 翻 訳 シス テ ム用 辞 書 をそ れ 自身 の 内容 ・ロ ジ ック に即 して ユー ザが

操作 す る ことが 出来 る事 は 望 ま しい が,現 実 的 には,非 常 に高 度 の 知識 を

要 求 され る とか,機 械 翻 訳 シ ス テ ムの限 界 とし て,必 ず し も理 論 的 にす っ

き りした形 で辞 書 が構 築 され て い ない とかい った点 か ら,ユ ー ザ か ら見 た

辞 書 の見 え 方 と し て の辞 書 イ ン タ フ ェ ー ス が 必要 にな って く る。言 い替

え る と,内 部的 な 翻 訳 ア ル ゴ リズ ムを問 題 に しな い 限 り,翻 訳 用 辞書 とは,

この 辞書 イ ン タ フ ェ ー ス の こ とを云 って い る。 しか し,こ れ を余 りに安

易 に アル ゴ リズ ム か ら離 して し ま うと,機 械 翻 訳 シス テ ムの動 作 に対 しユ

ーザ が関一与で き る余 地 が 狭 くな った り,ユ ー ザ の変 更 と シス テ ムの動作 と

が か け離 れ て し ま う危 険 性 を持 つ 。 この点 は,機 械 翻 訳 シス テ ムの 設 計 老

に とっ て,翻 訳 ア ル ゴ リズ ムの 開 発以 上 に困 難 な 課 題 で あ る。

5.2.2・ 管 理 上 の辞 書 の構成

α)基 本 辞書

機 械 翻訳 シ ス テ ム本体 と共 に供給 さ れ る翻 訳 用辞 書 を 機 械 翻訳 シス テ ム

の基 本 辞 書 と呼 ぶ こ と に す る。 これ は,ユ ー ザ に よ りい ろ い ろ な形 で 変更

が 加 え られ て,翻 訳 処 理 に用 い ら れ る。但 し,こ の ユ ー ザ に よ る変更 は,

.次 に述べ る ユ ー ザ辞 書,グ ルー プ辞 書 とい う範 疇 で 考 え るの が妥 当で あ ろ

う。

基 本 辞 書 は,通 常,シ ス テ ム供 給者 側 で作 成 され るが,そ の 際に 用 い ら

れ る 「LDB」 等 の典 拠 辞 書 との関係 につい ては こ こでは 述 べ ない 。

(2)ユ ーザ辞 書

機 械翻 訳 シス テ ムは,少 な く とも現 状の技 術 レ ベ ルか ら見 る限 り,一 般

の文 書 に対 し完 全 な 翻 訳 結 果 を与 え る もの では ない 。 こ れ を 原文 を 読 む た

め の き っか けや 手 だ て とす る とい うの も有 効 な活 用 法 で あ るが,そ れ も併
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せ て通 常 は,利 用 の 側 で の条 件 に 沿 っ て様 々 に辞 書 を チ ュー ンア ップ して

ゆ く必 要 が あ る。 そ の 為 に,基 本 辞 書 の 変更 デ ー タ と しての ユー ザ 辞書 が

作 られ てい く。

ユ ー ザ辞 書 は そ の 背景 の辞 書 体 系(基 本辞 書 や 上位 の ユー ザ辞 書 と して

の 「グル ー プ辞 書 」,や は り上 位 に設 定 され た専 門語 辞 書)に 対 し,そ の

利 用 者 に と って不 足 の語 や 不 都 合 な辞 書 内容 を 調整 す る 。それ は,そ こで

の業務 に おい ては 一 般 的 な用 法 であ った り,特 定 の文 書 にだ け 必要 な もの

で あ った り,さ らに は そ の利 用者 に と って の使 い や す さや 「趣 味 」の問題

で あ った りと実 に様 々の パ ター ンが あ り うる。 そ こで,基 本 辞 書 か ら末 端

の ユ ー ザ辞 書 に到 る 「縦 の関係 」(次 の 「グ ル ー プ辞 書 」で述 べ る)の 他

に,選 択 対 象 と して の 同 一 レベ ル のユ ー ザ辞 書 の 間 の流 用,整 合,併 合,

分割 とい った 事象 を 含 む シス テ ム ・利 用者 両 方 向 か らの 管理 の問題 は重 要

な テ ー マ であ る。 また,環 境 と しての 上位 辞 書体 系を 切 り替 え て使 う場合

に も,上 位 辞 書 の更 新 に伴 う問題 と共 に,こ の ユ ーザ 辞 書 管理 の課 題 は複

雑 にな る。

(3)グ ル ー プ辞書

パ ー ソナ ル ・ユ ース と い った,小 規模 な機 械 翻 訳 シス テ ム利 用 の場 合 は,

機 械翻 訳 シ ス テ ム基 本 辞 書 に対 し単一 レベル の ユー ザ辞 書 だ け で運 用 して

い くこ とが 出来 る が,一 般 的 には,シ ス テ ム管理 者,(翻 訳)グ ルー プ管

理 者 とい った形 で,何 レ ベ ノレか の 辞 書 管理 体 制 を設 け る必 要 が あ る。 パー

ソナ ル ・ユ ー スを 想 定 して も,機 械 翻 訳 シ ス テ ム の拡 が りを考 慮 す る と,

「ユ ーザ 会 」,種 々の メデ ィア等 を通 した 「共 通 のユ ー ザ辞 書 」とい った

ものが考 え られ る。 そ うした グルー プ辞 書は,基 本辞 書 あ るい は上 位 の グ

ル ー プ辞 書 に対 し,よ り限 定 され た 目的 に沿 っ て,辞 書 を拡 大 し,整 備 す

る。 そ して,1階 層末 端 に近 い レベル の=・一 ザ に翻 訳 ・辞 書環 境 を提 供 す

る。 この様 な意 識 を持 って 管理 され る辞書 シ ス テ ムを グル ー プ辞書 と呼び,

最 終 利 用 者 が 各人 の責 任 の 中 で運 営 し てい くプ ライベ ー ト辞 書 と区別 す る。

グル ー プ辞 書 が 提供 す る環 境は,基 本辞 書 へ の修 正 ・追 加結 果 に と どま

らな い 。併 せ て,そ の 「分野 」に 有効 な専 門語 辞 書 や意 味 カ テ ゴ リー等 の

分類 基 準 な ども提供 す る必 要 が あ る。 また,辞 書 デー タだ け でな く,翻 訳
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シス テ ム にお いて ル ー ル と して扱 われ て い る もの につ い て も分 野 ・特定 目

的 へ の特化 を 行い た い とい う要 求が 増 大 してい くで あ ろ う。

基 本 辞 書 か ら末 端 の ユ ーザ辞 書 へ 到 る系 列 に おい て,シ ス テ ムや辞 書 の

改 良 に と もな う,ユ ー ザ 側 で運 用 中 の シス テ ム ・辞書 へ の影 響 の問題 も重

要 で あ る。 また逆 に,ユ ーザ側 で の改 良を上 位 レベ ル で 吸収 す るこ と も必

」要 で あ るが,そ の た め の機 構 とそ れ に ともな う管 理上 の混 乱 を避 け る方途

も重大 な課 題 とな っ てい る。

㍉4)専 門語 辞 書

'基 本 辞 書
をペ ー ス と して何 階 層 か に わた り変 更 が 加 え られ て 末端 ユ ーザ

に 到 る と云 う一 般 語 を 中心 とす るパ ス の他 に,専 門用語 に代 表 され る,分

野 毎 の辞 書 デ ー タ が あ る。 これ は,主 に個 別 の 機 械翻 訳 シ スデ ム とは 独立

に作成 され,必 要 に応 じて最 小 限 の変 換 が 為 さ れ る と考 え るべ き であ ろ う。

それ らは,シ ス テ ム供 給 者 に限 らず,サ ー ドパ ー テ ィー に よ っ て,あ るい

は ユ ーザ 側 に よ って作 成 さ れ る。 そ して,メ ー カー か ら ユ ー ザ まで,.あ ら

ゆ る レベ ル で機 械 翻 訳 シス テ ムに採 用 され る 。

専 門 語 辞 書は 特 定 の機 械翻 訳 シ ス テ ム アル ゴ リズ ムを想 定 し て作成 さ れ

る とは 考 え に くい 。 従 って,そ の様 な 性格 の デ ー タ に対応 す る こ とを 可能

とす る機 構 を,機 械 翻 訳 シ ス テ ム側 で準 備 す る こ とにな る。 この とき,機

械 翻訳 シ ス テ ム の 為 に,独 自の 情 報 を与 え る必 要 が 出 て くる。専 門語 と し

ては 相対 的 に少 数 であ る が,用 言 系 の語 につ い ては,格 支 配 の情報 等 は グ

ルー プ辞 書 な どに取 り込 む として も,少 な くと も活 用 型等 の 情 報は 必 要 で

あ ろ う。た だ し,こ れ ら につ い て は,あ る程 度 の標 準化 は 可 能 であ ろ う。

一 方 ,セ マ ンテ ィ ソク ・マー カ等 に つ い ては,一 定 の標 準 化 が あ った と し

て も,元 々分野 に よ って 全 く異 な った 体 系が 必 要 な もの で あ り,機 械 翻 訳

シ ス テ ムの メ カ ニ ズ ムに こ うした情 報 を外部 か ら操 作 で きる柔 軟 性 が要 求

され て くる であ ろ う。

専 門語辞 書 は そ の規 模 か ら,個 々の メー カー や ユ ーザ の手 に余 る部 分 も

多 い 。そ こ で,公 共 の辞 書 作成 の機 構 が重要 な 意 味 を持 って くる 。 しか し,

そ れ が どの様 に大 規 模 な 辞 書 を作成 した とし て も,個 々 の業 務 で用 い る場

合 に は,決 定 的 に不 十 分 で あ った り,不 適切 であ った りとい ・うこ とは 避 け
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られ ない 。 その意 味 では,個 々人,個 々 の文 書 の レベ ル ま で の様 々の場 で

専 門語 辞 書 を作成 す る必 要 が あ る。 そ れ を保証 す るい ろい ろの仕 組 み を成

立 させ な け れば な らな い 。

㈲ そ の他 の辞 書 デ ー タ

基 本辞 書 を作成 し,更 新 す るた め の典 拠 デ ー タ として,冊 子 体形 式 の辞

書 や 用語 集 にか わ って 「LDB」 が 利 用 で き る状況 にな りつ つ あ る。一 方,

ユー ザ の側 で も,翻 訳 用 辞 書 とは 別 体 系 であ る独 自の用語 集 ・規 約,更 に

は 関 連 す るデ ー タ ベ ー ス と の連携 が 見 込 まれ る。

また 例 え ば機 械 翻 訳 シ ス テ ムの結 果 か ら内容 を 理解 した り リラ イ トした

りす る ユー ザは,辞 書 類 か ら多岐 の 分野 の専 門知 識 まで を利 用 しな けれ ば

な らな い 。 これは,辞 書 な どの 作成 シ ス テ ムにお い て も特 に問 題 とな る。

こ うし た面 ま で含 めた 機 械 翻 訳 シ ス テ ム にお け る辞書 の体 系化 の問 題 は こ

れ か ら の課 題 であ る。

5.3辞 書 の作 成

機 械 翻 訳 シ ス テ ムで は どの よ うな 辞 書 が 必要 で あ るか は前 節 まで に述 べ

て きた が,大 き く,メ ー カで作 成 ・提 供 す る も の とユー ザ が作 成 す る もの

と に分 け る ことが で き る。 そ して,具 体的 に どの よ うな 辞書 を作 成 す べ き

か の論 議 は,使 用 す る機 械 翻 訳 シス テ ム及 び そ の ユーザ の運 用 の仕 方 に よ

り異 な る。 前 節 まで に述 べ て きた辞 書 の種類 を,以 下 辞 書作 成 の観 点 か ら

概 略述 べ て み る。

一 般 に ,機 械 翻 訳 シス テ ム には必 ず メー カ が シ ス テ ム本体 に 付 属 して基

本 辞 書 を作成 ・提供 す る。 基 本 辞書 の語 彙 が一 般 語 に 限定 され て い る場 合

には,こ れ とは別 に メー カよ りオ プ シ ョン と して,専 門語 辞 書 が 作成 ・提

供 され る ことが あ る。

しか し,現 状 の機 械 翻 訳 シス テ ムは まだ まだ発 展 途上 であ り,か つ,そ

れ に付 属 す る辞書 も実 用 上 充 分 な もの では な い 。従 って,ユ ー ザは 翻 訳 の

品 質 を少 し で も実用 に近 付 け るた め に,入 力文 の前 編集 や,翻 訳文 の後 編

集 を した り,あ るいは メー カ 提供 辞 書 に 何等 か の拡張 ・修正 を す る こ と と

な る 。
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ユ ー ザが 辞 書 を作成 す る方 法 と して は,メ ー カ 提供 辞 書 に 直接 手 を 加 え

る方 法 とユ ーザが 別 の辞 書 を作成 す る場 合 とに 分 け られ る。 前者 は作 業 形

態 と しては 辞 書 の更 新 に相 当 す る ので,5.4で 詳 し く取 り上 げ る こ と とす

る。 後 者 は そ の シス テ ム が基 本 辞 書 そ の もの を ユー ザ が更新 す る こ とを許

し て な くて,基 本辞 書 を拡張 ・修 正 す るた あ に,ユ ー ザ 自身 が ユ ー ザ 辞書

を別 に作 成 す る方 式 を と って い る シス テ ム にみ られ る例 であ る。 この 場合

には,基 本 辞 書 と ユー ザ 辞書 は 階 層 化 して同 時 に用 い られ る。

ユ ー ザ辞 書 を 複 数 個 用 い て 多重 階 層 化 して利 用 で き る シス テ ム では,辞

書 を駆 使 した 様 々な 使 い 方 が可 能 とな ろ う。 ユ ー ザ辞書 とし て作 成 され る

辞 書 は大 き く次 の よ うに 分 け る こ とが で きる。

まず,メ ー カ か ら提供 され る基 本 辞 書 や専 門 語 辞 書 の 内容 を拡 張 ・修 正

す るた め の辞 書 が考 え られ る。 これは 更 に,シ ス テ ム の全体 的 な管 理 のた

め の辞書,特 定 の プ ロジ ェク トや部 門 の た め の辞 書,あ るい は 特 定 の翻 訳

対 象 テ キス トのた め の辞 書等 とし て作 成 され るで あ ろ う。 こ こで は これ を

グ ル ー プ辞 書 と呼 ぶ こ とに す る。 また,シ ス テ ムの 試験 的 な利 用 や,純 粋

に個 人 的 な利 用 の た め に作 成 され る辞 書 を 正 式 な運 用基 準か ら除 外 す る意

味 で プ ライ ベー ト辞書 とし て 分類 す る こ とが で き る。

以 上,機 械 翻 訳 シス テ ムで作 成 され る辞 書 の 種類 を図5-1に 示 す。

ユ ーザ 辞書(専 門語辞 書 を含 む)作 成 の方法 は,ユ ーザ 自身 で作 成 す る。

メー カ に作成 を委 ね る,あ るい は辞 書 作成 専 門会 社 に委 託 す る等 に分 け る

こ とが で き る。 特 に,辞 書 の構 築は 専 門 性を 要 し,か つ 大変 な労 力,費 用,

← メ ー カ が 作 成 提 供 す る → ← 一 一一 一 一 一 ユ ー ザ ー が 作 成 す る 一 一 ー 一 一→

【基本辞書 】 【専門語 【グ ル ー プ 【グ ル ー プ 【 プ ラ イ ベ

辞書 】 辞書 】 辞書 】 一 ト辞 書 】

システ ム全体 特定 プロジ エ
一 一 用

一
ク ト用

一

特定部門用
翻訳対象テキ
ス ト別

! ;」
」

低 ← 階層 レベル → 局

図5-1機 械 翻 訳 シス テ ム で作 成 され る辞 書
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期 間が か か る作 業 で あ る ので,今 後 は 機 械 翻 訳 シス テ ム の 普 及 と共 に,

ξφ餅 は 餅屋"で サ ー ドパ ーテ ィー と して の専 門 会社 の支 援 を仰 ぐケー ス が

増 え る もの と思 われ る。

以 下 に,機 械 翻 訳 シス テ ム にお け る辞 書 作 成 の現 状 と問 題点 につ い て 辞

書 の 種類 ご とに考 察 す るが,ユ ー ザ の立 場や 視 点 か らは,辞 書 作成 と辞 書

更 新 とは 同 一 の基 準 で考 え られ る面 を持 つ の で,多 くは 「5.4辞 書 の更

新 」を考 察 してあ る。

5.3.1基 本 辞 書

基 本 辞 書 は 機 械 翻 訳 シス テ ム の メー カが そ の シス テ ムの機 能 の一 部 と

して一 般 語 を収 録 して,作 成 ・提供 す る も ので あ る。 従 って,辞 書 の 内

容 は そ の シ入 テ ムの ア ル ゴ リズ ムに依 存 した作 成 ロジ ック に基 づ き作 成

さ れ て お り,見 出 し語 とそ れ に 関 す る形 態 ・意 味 ・構 文 ・そ の他 の言語

属 性 情報 お よび相 手 言 語 との単 語(複 合 語)対 情 報 な どが含 まれ るが,

シス テ ム間 の 共通 性 は少 な い の が 現 状 で あ る 。

辞 書 の作成 は,言 語 学 者,計 算 機 科 学 者 お よび入 力作 業 者 な どの 多 く

の 人 々の 分担 ・協 力 の下 に平行 的 に行 な わ れ る。 これ らの 作業 者 は,個

人 差 に よ る質 の変 動 を極 力避 け る為 に,詳 細 な作 業 マ ニ ュアル に基 づい

て 辞 書 デ ー タの作 成 を行 な う。 又,前 置 詞 や 基 本的 な動 詞 な ど翻訳 ア ル

ゴ リズ ム と密 接 な 関 係 の あ る重 要 な 品詞 の基 本語 に つ い ては,少 数 の専

門 家 に よ り作 成 さ れ る。

辞 書 の作成 は 一 般 につ ぎの作 業 手 順 で 行 な わ れ る。

① 言 語 デ ー タ の収 集

② 言 語 デー タ の分類 ・分析

③ 言 語 デー タ の入 力

④ 内部 形 式 へ の 変換

⑤ 校 正 ・修正

こ こ で,言 語 デ ー タ の収 集 は,既 存 の 国 語辞 典や 英 和辞 典 な ど の冊 子

体 辞 書 を 参考 に す る場 合 が一 般 的 であ る。

また,そ の シ ス テ ムが主 な 対 象 とす る 分野 の文献 調 査 に よ り用語 を収

集 し補 完 す る場合 も見 受 け られ る。
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収 集 した単 語 につ い てKWICな どに よ り,分 類 ・分 析 し,洛 種 言語 属

性 マー カ ーや 訳 語 が 付 与 され る。 言語 デ ー タ の記述 は,作 業 者 が 翻 訳 シ

ス テ ムの アル ゴ リズ ム の詳 細 を 知 らな くて も記 述 で き る よ うに表 形 式 の

標 準 様 式 が使 用 され る。

所 定 の 様 式 の ワー ク シ ー ト等 に記 述 され た 言語 デ ー タは 外 注等 を使 い

直 接 デ 一 夕エ ン ド リさ れ る か,辞 書 エ デ ィタを 用い て画 面 よ り対話 形式

で 入 力 さ れ る。 前 者 は一 般 的 な デ ー タエ ン トリであ るが,後 者 につ い て

は 言語 学 的 知識 を持 つ入 に よ って入 力 され る場 合 が あ る。,'

入 力 され た辞 書 デ ー タは,形 式 変換 プ ログ ラムな どを用 い て,そ の シ

ス テ ムに都 合 の よい 内部形 式 に変 換 され,辞 書 フ ァ イル に収 録 され る。

辞 書 フ ァ イル の 内容 は,見 易い 形 式 に印刷 又 は画 面表 示 さ れ,翻 訳 シ

ス テ ムの ア ル ゴ リズ ム との整 合 性 が 検 討 され,校 正 され る。

こ の よ うに辞 書 の 開発 にお い ては,各 シス テ ム ご とに多 数 の人 々 と長

期 間 にわ た り多大 の費 用 を掛 け て行 な われ てい るが,正 確 な 言 語 情 報 を

大 量 に収 集 す る こ とを一 企業 に期 待 す るこ とは 苛 酷 で あ る とい え る。最

近,国 お よび 国 際 レベ ル で機 械 翻 訳 シ ス テ ムにお い て も応 用 で き る網羅

的 で詳 細 な 言 語 情 報 を収 録 す る汎 用 の辞 書 づ く りが 議 論 さ れ,か つ 言 語

デ ー タベ ー ス と して実 現 され つ つ あ る。'将来,こ れ らの汎 用 辞 書 デ ー タ

ベ ース が利 用 で きれ ば か な り効 率 的 に高度 な辞 書 開発 が 可 能 とな ろ う。

そ の為 には 今後,国 内外 の協 力 に よ り汎 用 の辞 書 のデ 「一夕ベ ース化 が

進 展 し,そ の利 用 技 術 や ネ ッ ト ワー ク化 な どの検 討 され,確 立 され る こ

とが大 い に期 待 され る と ころ で あ る。

5.3.2専 門語 辞 書

専 門語 辞 書 は 一 般 に機 械 翻 訳 シス テ ムの メー カ又 は サ ー ドパ ー テ ィー

に よ り作 成 ・提供 され てい る 。収録 語 数 は20・L30万 語 が,い くつ か の

・大 まか な 分野 に 分類 され てい る。 一 般 に専 門語 は 数100万 語 とい わ れ て

O治 り
,ま だ ま だ不 足 で あ る。 か つ,専 門語 の妥 当 な辞 書 が な く,企 業 ご

とに必 ず し も統一 した用 語 が 用 い られ てい な い等 問 題 を複 雑 に し てい る。

現 状 の専 門 語 辞書 は,分 野 の 区 分 が大 雑 把 す ぎ るの で,ユ ー ザが その

ま ま利 用 す る こ とは な い 。一 般 には,メ ー カか ら提供 され るユ ー テ ィ リ
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テ ィ等 で 特定 分 野 ご とに きめ 細 か に必 要 な部 分 を抽 出し て再構 成 し,そ

れ にユ ー ザ 自身 で収 集 した 専 門語 を加 え て専 門語 辞 書 を作成 す る例 が 多

くみ られ る。

今 後 は,学 会や 協会等 が 主体 とな り本 格 的 な 辞書 作 りが行 な わ れ,原

子 力技 術,航 空 機 工学等 とい った細 分化 され た 分野 ご との標 準 的 な もの

を決 定 して行 く方 向が 望 まれ る。

5.3.3ユ ー ザ辞 書

機 械 翻 訳 シス テ ムの現 状 の技 術 では,付 属 してい る辞 書 は,一 般 に収

録 語 数 も5～6万 語 程 度 で あ り,内 容 的 に も完 全 でな い。翻 訳 は企 業 特

有 の用 語 を使 用 す る ケ ース が 多 く,か つ よ り精 度の 高 い訳 文 を 得 るため

に,ユ ー ザ側 で補 完 的 に辞書 を用 意 す る のが 一 般的 であ る。

ユ ー ザ辞 書 は 前 述 の よ うに

・シ ス テ ム全 体 に対応 した グル ー プ辞書

・特 定 の プ ロジ ェク ト,部 門,対 象 テキ ス ト別 に対応 した グル ー プ

辞 書

・プ ライ ベ ー ト辞書

な どに分 か れ る。

い ず れ も,訳 文 の品 質 を改善 す るた め に,基 本 辞書 や専 門 語 辞書 の 内

容 を補 完 あ るい は 修正 す る(す な わ ち ユ ーザ に よ るメ ー カ提供 辞 書 のチ

ュー ニ ン グ)目 的 で作 成 され,メ ー カ提 供 辞 書 に被 せ て使 用 さ れ る場合

が 多 い 。 従 って 元 これ ら の辞書 は,機 械 翻 訳 シス テ ム の導入 後 に,対 象

テ キス トの翻 訳結 果 に基 づ い て経 験 的 に作成 され る もので あ る。辞 書 は

必 要 な数 だ け作 成 して,翻 訳実 行 時 に対 象 テ キ ス トに合 わせ て 随 時切 り

替 え て使 い 分 け るや り方 が 翻 訳 シス テ ム を う ま く利用 す る1つ の方 策 と

い え る。

一 般 に ユ ー ザ辞 書 の作 成 は
,各 分 野 の 専 門 家 と翻訳 シス テ ム の専 門家

とか らな る組 織 に よ り,次 の よ うな作 業手 順 で体 系的 に行 な わ れ て い る

よ うで あ る。(作 業 手 順 の事例 を5.4で 述 べ る)

〈訳 文 履 歴 情 報 に基 づ く原 文 調査 〉→ 〈必 要 語 の 抽出 〉→

〈訳 語 付 け 〉→ 〈委 員会 に よ る承認 〉→<翻 訳 属 性付 げ と辞 書
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へ の登 録 〉→ 〈 テス ト〉

ユ ー ザ辞書 の作 成 に 当た っては,誰 に も使 い や すい,基 本語 辞書 に対

応 す る辞 書 エデ ィタ,辞 書 ユ ー テ ィ リテ ィ と,必 要 語 の収 集 ツー ルな ど

各 種 支援 ツー ル が具 備 され て い る必 要が あ る。

最 後 に,ユ ー ザ辞 書 の 運 用 に当 た っては,規 模拡 大等 に ょ る混 乱 を避

け る為 に,予 め 次 の 点 を 配 慮 してお く必要 が あ ろ う。

・メー カ提 供 辞 書 の バ ー ジ ・ンア ップに 追随 で き る基 準 で作 成 し,

メー カ もそ れ を 保証 す る。

・メー カ提供 辞 書 に フ ィー ドバ ックす るた め の ユ ー ザ と メー カ との

協 力 体 制 を敷 い てお く。

5.4辞 書 の 更新

本 節 では,機 械 翻 訳 シス テ ムの辞 書 更 新 の問 題 に焦 点 を 当 て る。 まず,

そ の 必要 性 を論 じ,つ い で,ユ ー ザ の立 場 か らの更 新 作 業 の特 質 とそ のた

め の サ ポ ー ト機 能 につ い て述 べ る。最 後 に,そ れ とは逆 に,機 械 翻 訳 シス

テ ム開 発 者 の立 場 か ら行 わ れ る辞 書 更 新 の 問題 につ い て考 察 す る。

5.4.1辞 書 更新 の必 要 性

現 在,入 手 可 能 な 機械 翻 訳 シス テ ムは,完 壁 な翻 訳 を 自動 的 に得 たい

と い う究極 の願 いか らは い ず れ も不完 全 な もの で あ り,今 後,シ ス テ ム

が 完壁 にな る とい う見 込 み も近 い将 来 にお い ては ほ とん ど考 え られ ない 。

した が って,機 械翻 訳 シス テ ム の利 用者 は シ ス テ ムが 不 完 全 な こ とを認

識 しな が ら,そ れ で も翻 訳 業 務 が 効 率化 で き る問 題 を 選 ん で シ ステ ムを

使 っ てい くとい う姿 勢を とら ざ る を えず,ま た,開 発 者 側 も絶 え ず未 完

成 な部 分 を改 良 しつ つ シ ス テ ムを提 供 して いか ざるをえな い。参考文献 〔1〕

こ の よ うな状 況 を認 識 す る と,機 械 翻 訳 シス テ ムの 性能 の改 善 や,対

象 目的 にあ わ せ た チ ュ ー ニ ン グ作 業 を効 率 良 く実施 す る方法 ・ツール を

整 備 す る 必要 が あ る こ と がわ か る 。 シス テ ムの構成 要 素 中,こ れ らの作

業 が も っ と も容 易 に行 え るの が翻 訳 辞 書 の部 分 で あ り,機 械 翻 訳 シ ス テ

ム の実運 用 に は,辞 書 の 更新 作 業 に重 点 を お くこ とが 必要 とな る。

辞 書 の更新 ・チ ュー ニ ン グを 行 うた め には,原 言 語 ・目標 言 語 間 の単
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語 の組 を 追 加 修正 す る と同 時 に,機 械 翻 訳 シ ス テ ムの特 性 に応 じた,翻

訳 用 の文 法 情 報 ・属 性 情 報 を付 加 ・修 正 す る必要 が あ る。 辞 書 を更 新 す

る 目的は 次 の4点 にあ る。

第一の 目的 は シス テ ム の翻 訳機 ∈ の誤 り,も しくは,あ らか じめ作成

され てい る辞 書 の誤 りを訂 正 す る こ とで あ る。機械 翻 訳 シス テ ムの辞 書

は,少 な い もの で も一 万語,多 い もの では 十 万語 以上 の見 出 しを もつ。

こ れは,現 在 の エキ ス パ ー トシス テ ムの知 識 ベ ー スの 規模 に比 較 す る と

百 倍 以 上 の大 き さ とな る。 この よ うな エ キ ス パー トシス テ ム程 度 の規 模

で も知 識 ベ ー ス の誤 りを な くす こ とは難 し く,そ のた め の 手法 は 確立 さ

れ て い ない 。 さ ら に,一 般 に これ らの 辞書 の作 成 は人 手 に よ っ て行 わ れ

る作 業 であ り,作 業 中 で誤 りが 皆無 で あ る とはい え な い状 況 で あ る。 こ

れ らの辞 書 の誤 りは ユー ザ側 で発 見 され る こ とが 多い 。 そ の よ うな場 合

には 開 発者 に修 正 を依 頼 す るの では効 率 が悪 く・ ユ ーザ 側 で 辞書 を更 新

す る必 要が 生 ず る 。

更新 の第二 の 目的 は,見 出 し語 に対 して対 応 す る訳 語 の追 加 ・修正 ・

削除 を行 うこ とで あ る。 これ は狭 い 意 味 で の辞 書 の 更新 作 業 であ り,ユ

ー ザが 翻 訳 対 象 に合 わ せ て機 械 翻 訳 シス テ ムを チ ュー ニ ン グ す る 際 には

必 要 と な る。現 在 の機 械翻 訳 シ ス テ ムは,見 出 し語 に付 加 す る文 法 情 報

・属 性 情報 に よ って ,複 数 の意 味 を もつ単 語 に対 して あ る程 度 の訳 しわ

け が可 能 とな って い る ものが 多い 。 この よ うな シス テ ムに対 しては,訳

語 と文 法 情 報 ・属 性 情 報 とを 対 に して辞 書 に追加 す るこ とに よ って翻訳

の 質 を 向上 させ る こ とが で きる 。一 方,逆 に,文 法 情 報 ・属 性情 報 が 対

象 分 野 に対 して不 適 切 であ った 場 合は,修 正 ・削除 の作 業 に よ っ て翻 訳

の 質 の 向上 させ る こ とが 可 能 と な る。特 に複 数 の辞 書 を同 時 に参 照 で き

るよ うな機 械 翻 訳 シス テ ムの場 合 は,前 節 で述 べ た プ ライベ ー ト辞書 の

レベ ル での 見 出 し語 の 削 除機 能 が有 用 で あ る こ とが多 い 。

更 新 の第 三 の 目的 は,専 門用 語 に対 す る訳 の充実 で あ る。 これ は,専

門語 辞 書,あ るい は,グ ル ー プ辞 書 の レベ ル で整備 ・更 新 を行 うべ き作

業 で あ る 。特 に,技 術 文 書 の翻 訳 を対 象 とす る場 合は,各 分野 の専 門 用

語 の翻 訳 さ え正確 に な され てい れ ばそ の 分野 の専 門家 が 読む か ぎ りにお
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い て,翻 訳 を誤 解 釈 す る可 能性 は著 し く減 少 す る し,ま た,機 械 翻 訳 シ

ズ テ ムの訳 文 に慣 れ てい な い 場 合 で も,そ れ を利 用 す る こ とに抵 抗 が な

くな る傾 向 が あ る 。 ま た,専 門 用語 は 大 部 分 名 詞 も し くは 熟語 で あ るの

で 見 出 し語 に複 雑 な文 法 情 報 ・属性 情 報 を 追 加 す る必 要 は あ ま りな く,

人 手 をか け るこ と さえ 厭 わな けれ ば,そ れ を更 新 す る作 業 は 不 慣 れ な ユ

ーザ で も比 較 的 容 易 に作 業 を 行 うこ とが で き る。 現在,機 械 翻 訳 シス テ

ムの先 進 ユ ーザ が 実 施 してい る辞 書 の更 新作 業 は ほ とん ど この レベ ル で

あ る とい うこ とが で き る。

第 四 の 目的 は,ユ ー ザ側 で必 要 な慣 用 句 を登録 す る こ とで あ る。機械
ヒ

翻 訳 シス テ ムで採 用 して い る原 理 が どの よ うな もので あ る にせ よ,よ く

使 う慣用 句 に対 して は適 当 な属 性 を 付加 して正 しい訳 語 を一与え てお けば

当然 優 れ た 品質 の 訳 文 が 出 力 さ れ し,ま た,辞 書 を ひ く段 階 で訳 が 確定

す る の で翻 訳 速度 も向 上 す る。 た とえ ば,"Timeflieslikeanarrow"

とい う文 が 慣 用 句 と し て よ く使 わ れ る な らば,こ れ を 名 詞 句 と考 えて,

"光 陰 矢 の ご と し"と い う訳 を 与 え て おけ ば
,"時 バ エは 矢 を好 む"と

い うよ うな不 適 切 な 訳 の生 成 を 防 ぐこ とが で き る 。 こ の よ うな工夫 は 特

に 特殊 な慣 用 句 が 多 い,株 式情 報 の 翻訳 な どに有 効 で あ る。

5.4.2ユ ー ザ に よ る更 新 方 法

ユ ーザ に よ る辞 書 の 更 新は,組 織 的 に実 施 し よ うとす る と,時 間 ・作

業 量 の面 で非 常 に コス トが か か るこ とが 知 られ てお り,ま た,こ の作 業

を効 率 化 す る には,担 当者 ・各 分野 の専 門家 ・機 械 翻 訳 シス テ ム専 門 家

か らな る組 織 と,支 援 ツー ルの 開 発 が重 要 とさ れ てい る。 これ は,品 質

の 良い翻 訳文 を作 成 す る とい う本 来 の達 成 に非 常 な 困難 が 伴 うと同時 に

現 在 の機 械 翻 訳 シス テ ムを利 用 す るた め に は,計 算機 利 用 技 術 ・ソフ ト

ウエ ア技 術 的 に工 夫 が 必 要 な こ とにな る。 た とえ ば,機 械 翻 訳 シ ス テ ム

を実 運 用 す る には,前 節 で述 べ た よ うに,基 本 辞 書,専 門語 辞書,グ ル

ー プ辞 書 ,プ ラ イベ ー ト辞 書 を適 切 に組 合 せ る必 要 があ るが,組 織 的 に

そ れ らを利 用 し よ うとす る各 辞 書 を 複数 用意 して お い て,対 象 分 野 の性

質 に応 じて 階 層 的 に組 合 せ な けれ ば な らな い(図5-2')。

組織的な辞 書の更新は グルー プ辞書単位以上 の規模で実施 す ることが
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プ ラ イ ベ ー ト辞 書

グル ープ辞書

専門語辞書

基本辞書

図5-2ユ ー ザ に お け る辞 書 体 系

望 ましい・そのた⑭ 作業手順は・一蹴:原 文の調査 辞譲 新 に必

要 な語 の抽 出,訳 語 付 げ,専 門 家 に よ る承 認,翻 訳 属性 ・文 法 情 報 の付

加,テ ス トとい うサ イ クル を何 回 か繰 り返 す こ とにな る。 た だ し,こ の

作 業 は,ユ ー ザが 導 入 した機 械 翻 訳 シ ス テ ムの機 能 に依存 す る 蔀 分 も多

く,現 在 の どこ ろ決 定 的 な手 順 は 確立 さ れ てい ない 。 そ こで,以 下 では

側)電 力 中央 研 究 所 に お け る作業 手 順参 考 文献 〔2〕を紹 介 してユ ー ぜ に

お け る辞 書 の更 新 方 法 に対 す る考 察 に か え る こ と とす る。

㈲ 電 力 中央研 究所 にお け る機械 翻 訳 シス テ ムの実 用化 の 考 え方 は,

前 ・後 編 集 には で き るだ け手 間 を か け ず に,電 気 事 業 に関 連 ナ る さ ま ざ

まな分 野 の大 量 の技 術 文 書 に対 す る下 訳 を迅 速 に生成 す る とい う もの で

あ る。 また,原 文 と しては す で に計算 機上 で蓄積 され てい る もの,も し

くは,マ シ ン リー ダ ブルな もの を想定 し てい る。 そ のため,運 用 シス テ

ムの 整 備 が終 了 した 時点 にお い ては,対 話型 で 原文 ・翻 訳文 の 編集 を行

うとい うシス テ ムの利 用 よ りも,む しろ,計 算 機 で処理 可能 な 形 式 で入

手 した 原文 を セ ン ター側 で一 括 し て機 械 翻訳 し て提供 す る,も し くほ,

原 文 の デ ー タベ ース を検 索 しな が ら必 要 な文 書 を エ ン ドユ ー ザが 翻 訳 と

い う利 用 が中 心 とな る。
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辞 書 の更 新 手順 を 図5-3に 示 す 。 原文 は,上 で述べ た よ うに計 算機

に デ ー タベ ース と し て蓄 積 され て い る。各 レ コー ドは,タ イ トル,ア ブ

ス トラク トとい くつ か の キ ー ワー ドか ら構 成 され る。 そ こで,ま ず,専

門用 語 であ るキ ー ワー ドが 正 し く翻 訳 され る よ うに こ の部 分 につい て辞

書 の チ ュー ニ ン グ作 業 を実 施 し た。 訳 語 の適 ・不適 は 各 分 野 の 専 門 家が

判 断 した 。 こ うして 作成 され た辞 書 と基 本 辞 書 とを組 合 せ て タ イ トル,

ア ブス トラク トにつ い て 翻 訳実 験 を 行 い,辞 書 の精 度 を 向上 させ る方 針

を とった 。 また,グ ル ー プ辞 書 と しては,電 力分 野,原 子 力 分野 な ど適

当 に9個 に分類 した も の を最 初 に作 成 した 。 そ して,こ れ に は メー カ提

供 の専 門語 辞 書 も活 用 し てい る 。

○ } タ

ス

ー

ー

デ

ベ

項 目抽出

辞書体系

(=〉
分 野

＼ ノ
ー 般

＼ ノ
共 通

＼ ノ

已 初期創成

参 照
シ ス ァ ム

キ ー ワー ド タイ トノレ,抄 録 男U

原 文

訳 文

対訳 リス ト

履歴情報

辞 書 チ ュー

ニ ン グ作業

校正 リス ト
・仕 様書

委員会 校正作業

図5-3(財)電 力中央研究 所におけ る辞書更新作業例
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5.4.3辞 書 更新 サ ポー ト機 能

機 械 翻 訳 シス テ ムを利 用 す る場 合 には,翻 訳 の質 の 向上 と シス テ ムの

維 持 ・改 善 の容 易 性 との トレ ー ド ・オ フの問 題 を考 慮 す るこ とが 重要 で

あ る。 た とえ ば,慣 用 句 を大 量 に登 録 して お くとそ の 範 囲 に おい ては訳

文 の 質 が 向上 す るが,そ れ か らは ず れ た場 合 の シス テ ムの柔 軟 性 に欠 け

る こと とな る。 一 方,文 法情 報 ・属 性 情報 を 高度化 す る と扱 え る文 章 の

範 囲 と訳 文 の品 質 は向 上 す る。 しか し,そ の 分 だけ,辞 書 ・文 法 の修 正

・改 善 作 業 が 困難 にな っ て,シ ス テ ムを 維持 しに く くな る。 この トレー

ド ・オ フを十 分 考 慮 しない と実用 的 な機 械 翻 訳 シス テ ムは実 現 で き ない 。

そ の た め,ユ ー ザ で辞 書 を更 新 す る作 業 を効 率 化 す るた め に は,そ れ を

サ ポ ー トす る機 能 ・ツー ルの充 実 が 不 可欠 とな る。 そ の機 能 と しては 次

の よ うな ものが 上 げ ら れ る。

(1)バ ソチ型/対 話 型 の辞 書 更 新機 能

組 織 的 な辞 書 の更 新 を行 う場 合 には,作 業 が 大規 模 に な るの で,シ ステ

ムは バ ソチ型 の辞 書 更 新 機 能 を もつ こ とが望 ま しい 。 た だ し,そ の後 の更

新 や チ ュー ニ ン グ の作 業 には 原 文 と翻 訳 文 とを比 較 しな が らの きめ細 かい

作 業 が 必要 にな る の で,以 下 に述 べ る原文 ・翻 訳文 の編 集機 能 と組 合せ て

利 用 で き る対話 型 の 辞 書 更 新機 能 も必要 であ る。

② 原文 ・訳 文 編 集 機 能

原文 と訳 文 とを 同 時 に表 示 しなが ら両 者 の 前 編 集 ・後 編 集 が行 え る柔 軟

な専 用 エ デ ィ タが 必 要 で あ る。 こ の エ デ ィタは 必要 に応 じて,翻 訳辞 書 の

内 容 ア ク ゼス で き,ま た,翻 訳 の途 中結 果 の情 報 もユー ザ に分 か りや すい

形 で表 示 で きる こと が望 ま しい 。

(3)文 法 情報 ・属 性 情 報付 加 の支 援 機能

原言 語 ・目標 言 語 間 の単 語 の組 を登 録 修 正 す る作 業 は 一 般 の ユ ー ザ で も

比 較的 容 易 に行 え る が,翻 訳 の質 を向上 させ るた め には,さ ら に,辞 書 中

の 見 出 しに詳 細 な文 法 情報 ・属 性 情報 を付 加 しな けれ ば な らな い 。 こ れは

一 般 に 複雑 な作 業 で あ り
,各 機 械 翻 訳 シス テ ムの 実現 方法 に よ って作 業 の

内容 も異 な る もの で あ る。 した が っ て,こ の作 業 を支 援 ・容 易化 で き る よ

うな,オ ン ライ ン の ヘ ル プ機 能,デ フ ォル ト機 能 な どが 必 要 で あ る。 また,
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こ の場 合 に は,上 と同様 に,翻 訳 の途 中結 果 の情 報 もユ ーザ に分 か りや す

い 形 で表 示 で きる こ とが望 ま しい 。

(4)既 存 辞 書 の 内容 の参 照 ・援用 機 能

辞 書 の更 新 を行 う場 合 に は,既 存 辞 書 の 内容 を参 照 してそ の一 部 を援 用
ミ

して新 しい 見 出 し語 を作 成 す る とい う作 業が しば しば 有 用 とな る。 た とえ

ば,す で に辞書 に存 在 す る単語 と同 じ よ うな 意 味 を もつ別 の単 語 を新 し く

見 出 し とし て登 録 す る場 合 は,文 法 情 報 ・属性 情 報 には あ ま り差 が な い の

が普 通 であ り,複 雑 な情 報 を再 入 力 す る よ りも,参 照 ・援 用 ・修 正 の作 業

を 中心 と した 方 が効 率 が 良い 。 そ のた めの機 能 が 必 要 で あ る。

(5)各 種 辞 書 の管 理 機 能

辞 書 の 更 新作 業 は きわ め て永続 性 の高 い性 質 を もつ 。 そ して,前 節 で述

べ た よ うに,機 械 翻 訳 シス テ ムを実 運 用 す る には複 数 の辞 書 を 同 時 に管理

し,特 定 の部 分 の 変 更 を す べ てに 適切 に反映 させ る必 要 が あ る。 これ を支

援 す る機 能 の実 現 が望 まれ る。

(6)翻 訳 例 文 の 管 理 機 能
'
辞 書 の更新 は,本 来 翻 訳 性 能 の向上 を 目指 す も の であ るが,特 定 の文 章

を 対 象 と した 辞 書 の更 新 が他 の文 章 に対 しては 性 能 を劣化 させ る こ とが し

ば しば起 こ る。 した が っ て,組 織 的 に辞 書 の更 新 を実 施 した の ちは,必 ず,

シス テ ムの性 能 劣化 が生 じてい ない か ど うか を テ ス トす る必 要 が あ る。そ

の た め には,標 準 的 な 翻 訳 例 文 を準 備 してお い て,更 新 前 後 の 翻 訳文 の比

較 作業 が実 施 さ れ る の が普 通 で あ る。 これ ら の翻 訳例 文 を効 率 良 く管理 し,

そ の履歴 を維 持 ・保 存 す る機 能 の充 実 が 必要 で あ る。

(7)原 文 ・訳 文 に対 す る統 計 分析 ツー ル

ー 括型 の機 械 翻 訳 シス テ ム利 用形 態 を前提 とす る場 合は
,入 力文 の特 性

に応 じて,ど の よ うな 品質 の翻 訳 文 が生 成 され るか を 事前 に予 測 で き る こ

とが 望 ま しい 。 しか も,予 測 に要 す るコ ス トは,翻 訳 そ の もの に かか る コ

ス トに比 較 して な るべ く安 価 にお さえ る必要 が あ る。 そ のた め に は,入 ・

出 力文 を人 手 で 分 析 した り,シ ステ ムの編 集機 能 を 利 用 した りす るこ とは

避 け な けれ ば な らな い 。 それ には,我 々は,古 くか ら行 わ れ てい る統計 的

な文 の分 析 手 法 や 入 間 向 き に定 義 され た読 み や す さ の尺 度 に基 づ い て 入力
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文 の 特 性 を評 価 し,そ れ を提 案 され た翻 訳文 の評価 法 と関 連 させ る こ とで,

実 用 的 か つ簡 便 な入 力文 の事 前 評 価 方式 の開 発 をは か る こ とは 有 用 で あ

る。参考文献 〔3〕-

5.4.4基 本辞 書 の更 新

5.4.1で も述 べ た よ うに現 在 の機 械 翻 訳 シ ステ ムは 不完 全 な もの であ

り,開 発者 側 で も基 本辞 書 の更 新 作 業 を絶 えず 続 け て な くては シ ス テ ム

の 性 能 を 維持 して い くこ とは 難 しい 。更 新 に伴 う問 題 点 は 前 節 ま で に論

じた ユー ザ側 の問 題 と共 通 す る もの が 多い が,開 発 者 に特 有 の 課題 とし

て は 次 の よ うな もの が考 え られ る。

(1)文 法 情 報 との整合 性 の管 理

基 本 辞 書 に登 録 さ れ た単 語 は 機 械翻 訳 の立場 か らは 解 釈 の 困難 な 基 本 的

な も のが 多い た め,そ の更 新 は シ ス テ ムの もつ 文 法処理 機 能 と深 く関 連 す

る可能 性 が高 い 。 した が って特 に文法 情報 と の整 合性 の管理 に は十 分 な注

意 を払 う必要 が あ る'。

(2)翻 訳例 文 の管 理

機 械 翻訳 シ ス テ ム 開発 者 側 で も,前 節 で述 べ た よ うな翻 訳例 文 の管 理 を

行 わ な け れば な ら ない が,対 象 が 基本 辞 書 ・専 門語 辞 書 で あ る た め に,

い っ そ う,幅 広 い 分野 の微 妙 な 例 文 を 準備 し てお く必 要 が あ り, .これ らの

管 理 に は 高度 の デ ー タベ ー ス機 能 が 必要 とな る。

(3)複 数 の利 用 者 か ら の要 請 の調整

機 械 翻 訳 シ ス テ ムは 専 用 シス テ ムで ない か ぎ り,複 数 の ユ ーザ に提 供 さ

れ,そ の 中 で使 わ れ なが ら性 能 が改 善 され て い く性 質 の ソ フ トウェ ア であ

る。 と ころが,ユ ー ザ の要 求 には さ まざ まな もの があ り,そ れ らの間 には

互 い に相 反 す る も の もあ ると考 え られ る。 この よ うな要 請 を基 本 辞 書 に反

映 させ る場 合 には そ れ ら の間 の 調整 ・管 理 に注 意 を払わ な け れ ぽ な らな い 。

(4)翻 訳 辞 書 の も と と な った辞 書 との整 合 性 の 管理

開発 者 が 基 本 辞書 を作 成 す る場合 で も,ま った くの最 初 か ら辞 書 を 開 発

す る例 は まれ で,ほ と ん どの 場 合 そ の もど とな る(人 間 用 の)辞 書 が 存在

してい る。 と ころ が,こ の 内容 は 時代 の変遷 と と もに絶 え ず 変 化 して い る。

こ の傾 向 は,専 門語 辞 書 の 更新 に 関連 す る作 業 に おい ては特 に著 しい 。 そ
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れ に あ わせ て基 本 辞 書 ・専 門語 辞 書 の 内容 を管 理 してい くこ とは 今 後 重要

な 課題 とな る と考 え られ る。 そ の作業 を効率 化 す るた め には,標 準 的 な言

語 情 報 デ ー タ ベ ー ス とし てLDB(LexicalDatabase)の 開 発 が 望 まれ てい

る。

参 考 文 献

〔1〕 情 報 処理:『 特 集:機 械 翻 訳 』Vol.26,Nb.10,(Oct.1985)
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所 報 告 ・研 究 報 告:584008,昭 和60年6月.

〔3〕 寺野 隆雄(他):機 械 翻 訳文 に対 す る事 前 評 価 方 式.情 報 処理 学 会 第

34回 全 国大 会7W-6,1987年.

5.5現 状 の 問題 点 と あ るべ き姿

本 章 では,機 械 翻 訳 シス テ ム を例 と してそ こ で使 用 さ れて い る辞 書 の問

題 を考 え て い る。 つ ま り,コ ン ピ ュー タ用 の辞 書 とい うこ とで あ り,本 節

で もこれ を 中心 に議 論 して い く。 しか し,機 械 可 読 用 辞 書 を人 間 が 使 用 す

る とい う問 題 も度 外 視 す る こ とは で きな い 。 こ の こ とにつ い て は,本 節 の

最 後 で述 べ る事 に す る。

5.5.1辞 書 の管 理

現 在,機 械 翻 訳 シス テム の ユ ーザ の 中 で実 際 に業 務 の 中 で シス テ ムを

運 用 して い る と こ ろが 非 常 に少 ない とい うこ とが,本 調 査 を通 じ て強 く

感 じた こ とで あ る。機 械 翻訳 シス テ ムを 導 入 して い るユ ー ザ のほ とん ど

が,い わ ゆ る研 究 開 発 部 門 な どであ り,試 用 を 目的 として い る。 研 究開

発 部 門 の特 徴 と して,シ ス テ ム に積 極的 に 介 入 し よ うと してい る。 つ ま

り,機 械 翻 訳 シス テ ムそ の もの に精 通 して い る,あ るい は精 通 し よ うと

し てい る。 従 って,シ ステ ムの使 い 勝 手 な ど にお い て も シス テ ム に合 わ

せ よ うと す る。 反 面,実 運用 に対 す る配 慮 に 欠 け,ど の よ うにエ ン ドユ

ー ザ に 提供 し て行 くか とい う問題 が あ ま り議 論 さ れ てい な い 。 エ ン ドユ

ー ザ を 含 め た運 用体 制 が整 ってい ない とい うの が 現状 で あ る 。

こ こで は,実 運 用 を 行 った 場合 の辞 書 の 更新 を 中心 と した運 用 体 制 に
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つ い て述 べ る。一 般 的 にユ ー ザが 更 新 可能 な辞 書は 大 き く2種 類 に分か

れ る。一 つ は 個人 に属 す る辞 書(プ ライベ ー ト辞書)で,そ の個 人 特有

の言 い 回 しや ノ ウハ ウを収 め た り,一 過性 の辞 書 と して用 い られ る。 プ

ライベ ー ト辞 書 は 各 個 人 に 管理 が任 され る べ きであ り,こ こ では 議 論 の

対 象 と しない 。 も う一 つ は,企 業 全 体 や グル ー プな ど複 数 の人 間 が使 用

す る辞書(グ ル ー プ辞 書)で あ り,こ の辞 書 に つい て議 論 す る 。

複 数 の人 間 が利 用 す る グ ル ー プ辞 書 にっ い ては,そ の辞 書 の管 理 を行

う専 門 の入 間,ま たは 専 門 の グル ー プ(以 下,辞 書管 理 者 と呼 ぶ)が 必

要 で あ る と,思われ る。 辞 書 管理 者 は,

1)辞 書 の更 新,管 理 を 行 う。

2)用 語 の選 定,訳 語 の決 定 を行 う。

3)利 用 者 の管 理 を 行 う。

な どの任 務 を負 う。

辞 書 の管理,訳 語 の決 定(登 録 す る語 の決 定 を含 む)な どは高 度 な技

術 を必 要 とす る。 そ の た め,単 な る エン ドユ ーザ の集 ま りや シス テ ム管

理 者 な どの片 手 間 で で きる作 業 では な い。 特 に 訳語 の決 定 や 用語 の選定

には その 分野 の専 門家 の意 見 が 重要 で あ り,こ の 種 の入 間 を 辞 書 管 理者

に加 え る必要 が あ る。

さ ら に,グ ル ー プ辞 書 は 複 数 の入 間 が利 用 す る もので あ るの で,各 利

用 者 の合 意 を 得 る必要 の あ る問 題 も生 じる で あ ろ う。 また,各 個人 の辞

書 に含 まれ て い る ノ ウハ ウや 用語 な どを 吸い 上 げ る こ と もグ ル ー プ辞書

を充 実 させ るた め には欠 くこ とが で きな い 。 これ ら の こ とを 実 現 す るた

め に も辞 書 管 理者 が 必要 とな る。

5.5.2辞 書 の更 新

機 械 翻訳 システムで はユ ーザ辞 書 は ユーザ で作成 ・更 新す ることが前 提 と

なってい るため,各 シス テム とも辞書 更新 のためのユーテ ィ リテ ィやエデ ィタ

がメーカか ら提 供 されてい る。 これ らの辞 書 ユーテ ィリテ ィや辞 書エ ディタの

機 能 な どに関 しては どれ もほぼ 同 じである。 こ れ らに関 す る問題 点 は,通

常 の計 算 機 システムの イ ンタ フェース に関す る問題 点 と同 じ と考 え て よい。

特 に問題 点 と して挙 げ ら れ る ことは,ユ ー ザ の レベ ル に よ っ て機 能 に
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対 す る要望 が異 な る こ とであ ろ う。末 端 の ユ ー ザは 辞 書 の詳 細 ま で手 を

加 え ず に辞 書 の更 新 を簡 単 に行 い た い と希 望 し,研 究 開 発 部 門 な どでは

よ りよい 訳 を得 るた め には 多少 煩雑 で も辞 書 のい た る とこ ろを 直 した い

と思 って い る。 従 って,ユ ー ザ の レベ ル に応 じて機 能 が 異 な る よ うな更

新 ツ ー ルが理 想 的 で あ ろ う。管 理 の 面 か らみ て も,一 定 水準 の機 能 を確

保 す るた め に,重 要 な語 は 特 定 の管 理 者 だ け しか操 作 で きな い よ うな機

能 が 必 要 で あ る。

ま た,更 新 能 力 を 向 上 させ るた め に,何 らか の学 習機 能 とい った もの

が 必要 であ ろ う。 これ には,ポ ス ト ・エデ ィ ッ トの 結果 が反 映 され る よ

うな ものが よい と考 え られ る。 しか し,ポ ス ト ・エデ ィ ッ トでは,文 体

を整 え た り,微 妙 な ニ ュア ン スの違 いを 直 すな ど とい った 変更 も行 わ れ

る た め,必 ず し も辞 書 を 更 新 す る とい うこ とにつ なが らな い 。そ の ため,

ポ ス ト ・エ デ ィ ッ トと更 新 処 理 の接 続 には 技 術 的 に大 きな 問題 を含 んで

い る 。

次 に,更 新 の頻 度 か らみ た問題 点 につ い て考 え てみ る6

プ ライベ ー ト辞 書は 一 過 性 の辞 書 と して も使 わ れ,全 く個 人 の管 理 に

任 され る の で問 題 は な い 。 グ ルー プ辞書 は,業 務 に よ って更 新 の頻 度は

異 な り,場 合 に よ って は毎 日更 新 され るで あ ろ う。 しか し,グ ル ー プ辞

書 は 社 会 的 には 個 人 と見 なせ るた め,そ の グル ー プ(企 業)内 で調 整 す

'れば 良い
。 そ のた め に,5.5.1で 述 べ た よ うな辞 書 管理 者 が必要 とな る。

問 題 とな る のは 専 門 語辞 書 で あ る。 専 門 語 辞 書 は,現 在 は メ'一力か ら

提 供 され てい るが,今 後 は サ ー ド ・パ ー テ ィ ーか ら も提 供 され てい くで

あ ろ う。 い ず れ の場 合 に も,専 門語 辞 書 は 学 会 や 協 会 な どが監 修 し てい

くの が よい とい う意 見 があ る。専 門分 野 に よ っては新 しい 用語 な どの追

加 が頻 繁 に行 わ れ て い る分 野 もあ る。 この よ うな場 合,メ ー カや サ ー ド

・パ ー テ ィー で の 対応 ,さ ら には学 会 な どの 監 修機 関 の対 応 な どに よっ

て,対 応 が 遅 くな って しま う。 しぽ ら くの 期 間 は ユー ザ 辞書 で対 処 で き

るが,専 門 語 辞書 の更 新 は 必ず 必 要 であ り,そ の た あ の 組織 や更 新 方法

に問 題 が 残 され て い る。
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5.5.3互 換 性

機 械 翻 訳 シス テ ムで使 用 され る辞 書 は シス テ ムに依 存 す る部 分が 非 常

に多 い 。 基 本辞 書は シス テ ムの一 部 に位 置 づ け られ る もの であ り,ユ ー

ザ で の更新 もで きない よ うに な ってい るの で こ こで は議 論 しな い 。 専 門

語 辞 書 や ユー ザ辞 書 も シス テ ムに依 存 して お り,他 の シ ステ ム と互換 性

が な い 。 バ ー ジ ョン ・ア ップ に対 して は メー カ側で 互換 性 を保 証 し てい

るが,機 械 翻訳 シ ス テ ム 自身 が 発展 途 上 で あ るため そ の互 換 性 に疑 問 も

も残 る。 また,同 じ メー カで も別 シス テ ム(例,日 英 と其 日)で は,別

の辞 書 を 用 意 しな けれ ぽ な ら な い 。

辞 書 に は,単 な る単語 の情 報 だ けで な く,各 種 の ノ ウハ ウが反 映 され

る 。 さ らには,単 語 に まつ わ る各 種 の 知 識 な,ど も辞 書 に吸収 され,辞 書

は,エ キ ス パ ー ト ・シス テ ム にお け る知 識 ベ ー スの よ うな 役 割 を果 た す

よ う にな るで あ ろ う。従 って,辞 書 に互 換 性 が な く,ノ ウハ ウが 蓄積 さ

れ てい かな い とい うこ とは,辞 書 そ の も の の進歩 に取 って 大 きな障 害 と

な り,コ ス ト的 に も無駄 が生 じる。 ユ ー ザ の 利益 を 守 るた め に辞 書 の互

換 性 は重 要 な問 題 とな る。

ま た,専 門語 辞書 め構 築 一更 新 は一 ユ ーザ だ け の問題 でな く,同 じ専

門 分 野 を扱 っ てい る複 数 のユ ー ザ に関 わ る問 題 であ る。充 実 し た専 門語

辞 書 を構 築 して い くには1ユ ー ザ では 困難 であ り,複 数 の ユ ー ザが 協 力

す る必 要 が あ る と考 え るか ら で あ るb更 に,現 在 は,専 門語 辞 書 は メー

カか ら提供 され てい るが,今 後 は,学 会 や 協 会 な どの 監修 で サ ー ド ・パ

ー テ ィー が 提供 す る方 向 も考 え られ る 。

こ の よ うに,辞 書 の構 築 ・更 新 には,メ ー カ,ユ ーザ,第 三 者 機 関 が

携 わ っ てい るた め,相 互 の 協 力体 制が 必要 であ る と思 わ れ る。 そ の 際,

議 論 の ベ ー ス とな る辞 書 が 必要 にな る 。 そ の 際 に も,辞 書 の 互換 性 とい

う問題 を 解決 す るこ とが 重要 とな って く る。 互 換性 を保 証 す る代 わ りに,

共 用 の辞 書 を作 り,そ の 中 か らシ ス テ ム に あ った辞 書 を再 構 築 して い く

とい う方 法 も考 え られ る。 いず れ にせ よ,メ ー カ,ユ ー ザ,第 三 者 機 関

が辞 書 の構 築 ・更新 に関 して 協 力で き る よ うな組 織 が辞 書 の 発展 には 必

要 に な る であ ろ う。
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5.5.4基 本辞 書

機 械 翻 訳 シス テ ムに お け る基 本 辞 書 は 機 能語 な どを 含み,シ ステ ムに

大 き く依存 し,シ ス テ ムの機 能,能 力 も左 右 す るた め,ユ ー ザ には 解放

され てい な い 。 また,文 法 も同様 の理 由 か ら ユ ーザ には解 放 さ れ て いな

い 。 しか し,ユ ー ザか らは,基 本語 や文 法 も更 新 した い とい う要 望 があ

る。 市 販 され てい る シ ス テ ム では 文 法 の 更新 な どは で きな いが,メ ー カ

とユ ー ザ の共 同 開発 の シ ス テ ムで文 法 が更 新 で きる場 合 には,実 際,そ

の更 新 も行 わ れ てい る 。

よ り良い 訳 文 を得 た い,自 分 の ニ ー ズ にあ った 訳文 を得 た い な ど とい

うユ ーザ の希 望 は 絶 え る こ とが な い 。 この よ うな ユー ザ の 多様 な ニ ーズ

に 対 応 す るため には,基 本 辞 書 や文 法 の更 新 も行 え な け れば な ら な い。

この よ うな ニ ー ズ に対 して は,ユ ー ザ辞 書 だ け では 対 処 で きな い か らで

あ る。

しか し,基 本 語 や文 法 は シ ス テ ムの機 能,能 力 を左 右 す る もの で あ り,

変 更 の仕 方 を誤 る と シス テ ムの機 能 を落 と す こ とに も なる 。 また,基 本

辞 書 ・文法 は メー カの ノ ウハ ウが 含 まれ てい る部 分 で あ る。 従 って,基

本 辞 書 や文 法 の更 新 は メー か との連 携 が必 要 とな る。

現 実 的 には,ユ ー ザ の要 望 を メー カ側 で 吸収 して い くこ と にな るだ ろ

う。 しか し,現 状 では,シ ス テ ム 自 身が発 展 途 上 であ る こ とや,ユ ー ザ

側 も運 用 体 制 が確 立 してい ない な どの理 由.によ り,組 織 的 に メー カが ユ

ー ザ の意 見 を フ ィー ドバ ック す る よ うな体 制 は整 ってい な.L・。 今 後 は,

シ ス テ ムが進歩 す るに 従 い ユ ー ザ か ら メー カへ の フ ィー ドバ ック の体 制

が 整 うこ とが 期待 され る。

5.5.5ま と め

以 上 論 じて きた よ うに,辞 書 の構 築,更 新,管 理 には さ ま ざ まな 問題

が残 され てい る。 こ こでは,機 械 翻 訳 シス テ ムを例 として 論 じ て きた が,

こ こで論 じ られ た こ とは,他 の全 て の 自然 言語 処 理 シ ス テ ム につ い て も

同様 に考 え られ る こ と であ る。

辞 書 の更 新 は,従 来 の計算 機 シス テ ムの デ ー タ の更 新 とは 同 列 に扱 え

な い 。辞 書 の更 新 は,シ ス テ ム に与 え る影 響 が 大 き く,場 合 に よ っては
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シス テ ムの機 能 や 訳 文 の質 な どに も影 響 を与 え る。 そ の ため,辞 書 の更

新 ・管理 には 専 門 家 グル ー プが 必要 とな って くる。 この専 門家 グ ル ー プ

も,辞 書 の種 類 に よ り,一 企業 内の もの や社 会 的 な もの な ど様 々な レベ

ル の もの が存 在 し,対 応 も異 な って くる。

また,辞 書 の互 換 性 の問題 は,辞 書 そ の も のの発 展 や 自然言 語 処 理 シ

ス テ ムの 発展 に と って重 要 な 問題 で あ る。 辞 書 の互 換 性 は,共 用 辞 書 の

問 題 に置 き換 え る こ とが で き るか も しれ な い 。辞書 の互 換 性,ま た は共

用 辞 書 の 問 題 は,メ ー カ,ユ ー ザ,第 三 者 機 関の協 力 が必 要 とな る。 ま

た,そ のた め の組 織 的 な 問題 も解決 してい かな け れば な ら ない 。

辞 書 は,そ の性 質 上,単 な る単 語 の情 報 だけ で な く,単 語 に まつ わ る

各 種 の知 識 の集 大成 とな る もので あ る。 さ ら に広い 意 味 で辞 書 を考 え る

場 合 には,計 算機 だ け で な く入 間 も利 用 で き るよ うな 情報 を網 羅 す る こ

と も大 切 な要 因 にな って くるだ ろ う。 また,こ れ らの 情 報は そ の検 索,

更 新,管 理 な どが 簡 単 に で きな け れば な らな い 。 この よ うに考 え てい く

と,辞 書 に 含 まれ る情 報 を デ ー タベ ー ス化 す る とい う方 法 が具 体 的 には

挙 が って くる。

辞 書 の共 通 化,デ ー タベ ー ス化 とい う条件 を 満た す も の と して,次 章

で詳 し く説 明 す るLDB(LexicalDatabase)が あ る。LDBと は,あ

るひ とつ の言 語 の マス ター辞書 とな る も ので あ り,単 語 に まつ わ るあ ら

ゆ る情 報 は デ ー タベ ー ス化 され て い る。 自然言 語 処 理 応 用 シ ス テ ムの開

発者 は,LDBを も とに,そ れ ぞ れ の応 用 シス テ ム のた め の 辞書 を作 成

す る。 従 って,LDBを 仲 介 と して各 シス テ ム で使 用 され る辞 書は 互換

性 が保 た れ る こ と にな る。

今 後 は,LDBの よ うな共 通 の基盤 上 で辞 書 の あ り方 な どを各 者 が 議

論 で き る よ うな 状況 を作 り出 す こ とが 必 要 で あ ろ う。
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6.LDB(LexicaIDatabase)の 構 想

6.1LDBと は

計 算機 に よ る 自然言 語 処 理 を行 うため には 対 象 とな る言 語 の辞 書 が必 要

で あ る。 こ のた め に冊 子 体 の辞 書 を計 算機 で 読む こと の で き る形 に変 換 し

た 機 械 可 読辞 書(MRD;Machine-readableDictionary)が 従 来 か ら利

用 さ れ て きた 。 しか し,深 く広い 自然 言 語 処理 の た め にはMRDで は不十

分 で あ り,,最 近 では大 規 模 な語 彙 に関 す る デ ー タベ ー ス(LDB;Lexical

Database)が 求 め られ てい る。

6.1.lMRDと は

従 来,機 械 翻 訳 な どの 自然 言 語 処理 を 行 うに あた って,語 に関 す る情

報 は シス デ ム開発 者 が独 自に収 集 しシス テ ム の中 に組 み入 れ る とい う方

法 が 多 く取 られ て きた 。そ こでは市 販 の 辞 書 か ら必要 な情 報 を抽 出 し,

シ ス テ ム に入 力 した上 で編 集 ・変 換 を加 え る な どの作 業 が 行 わ れ る。 し

か し そ の よ うな 作 業 には人 手 もかか るし,他 の シス テ ム との間 で作業 や

情 報 の重複 も多 くな る。 そ こ で,ま ず 市 販 の辞 書 を ファ イル化 し て計算

機 で扱 え る よ うに す る試 み が行 わ れ た。 こ の よ うな フ ァ イ ル をMRD

(Machine-readableDiCtionary)と 呼 ぶ 。 これ を利 用 す る とデ ー タ収

集 お よび 入 力 の作 業 が不 用 に な るの で,大 学 ・研 究 機 関 をは じめ として

多 くの 組 織 で歓 迎 され た 。最 近 では辞 書 の 印刷 過 程 でい わ ゆ る電 算写 植

や 電算 鋳 字 が広 く行 われ る よ うにな った た め にMRD化 が 容 易 に な った

が,そ れば か りで は な く出版社 自らがMRD化 を行 うこ とも可 能 に な っ

て きた 。

日本 にお け るMRDの 例 とし ては,三 省 堂 や 岩 波 の国 語辞 典,電 辞 林

とい う愛 称 で知 られ る英和 ・和 英辞 書(専 門語 に つい て は イ ン ター プレ

ス の デー タを利 用),三 修 社 の 英独 和 科学 技 術 用語 辞 典,ま た学 研 や イ

ン ター プ レス の 多種 の デ ー タベ ー スな どが あ る。英 国圏 で も同様 の試 み

が あ り,こ れ まで に ロン グ マ ン現代 英語 辞 典(ロ ン グ マ ン),ア メ リカ

ン ・ヘ リテ 「 ジ英 語 辞 典(ホ ー トン ・ミプ リン),コ ンサ イス ・オ ソク

ス フ ォー ド英語 辞 典(オ ソクス フォ ー ド),ウ ェブ ス ター英 語 辞 典(ウ
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ブス ター)な どがMRD化 され てい る。 さ ら に本調 査 で もたび た び触 れ

て い る よ うに,新 オ ック ス フォー ド英語 辞 典(NewOED－ 全12巻 お

よび 補遺4巻)を1989年 まで の3年 で デ ー タベ ース化 す る作 業 が ウォ

ー タ ール ー大 学 を 中心 と して行 われ てい るが ,そ の 副産 物 としてのMRD

が 本 年 中 に発 売 され る とい わ れ てい る。

6.1.2LDBを 必 要 とす る背 景

上 記 の よ うにMRDは 自然 言 語 処 理 シ ステ ムの研 究 開発 に と って非 常

に利 用 価 値 の高 い も ので あ るが,一 方 で数 多 くの欠 点 が あ る。 そ の うち

の 主 な ものは 次 の とお りで あ る。

① 構 造 化 され て い な い

MRDの 中 には 印刷 書 式 の ま まで フ ァ イル化 され た も のが あ る。 そ こ

か ら所 定 の項 目を 検 索 す る こ とは直 接 にば で きない 。

② 間 違 い が 多 い

特 に構造 化 され て い な いMRDに は冊子 体 の辞 書 に含 ま れ る誤 植 が そ

の ま ま受 け継 が れ る こ とが 多 い 。 また,各 種 括 弧 の使 用 法,注 釈 な ど凡

例 ど異 な る記法 が 随 所 に見 られ る。

③ 記述 が入 間 を 対 象 に してい る

当然 の こ とでは あ るが,元 に した 辞 書 が人 間の 読者 を 対 象 に した もの

で あ るの で,記 述 は さほ ど厳 密 な も の でな く,例 な どを使 って 読 者 の 常

識 に訴 え る こ とに よ り逃 げ て い るこ とが 多い 。 ま た語 義 も機 械 処 理 に向

い た語 の 定 義 には な って い な い 。

④ 語 彙 数 が 少 な い

NewOEDを 別 に し て,そ の他 のMRDは 机 上 版 の辞 書 を元 に してい

るた め,一 般 に語彙 は 数 万 語 の レベ ル であ る。 しか し自然 言 語 処理 のた

め には この語 彙 では 不 十 分 で あ る。

上 の①,② の欠 点 は フ ァ イル化 す る際 に厳密 な 構 造化 を行 う こ とに よ

りあ る程度 補 うこ とが で き る。 しか し,原 典 とな る辞 書 が 入 間 を対 象 と

し た もので あ る限 り,③ は ど うし よ うもない 。 そ こで人 間 用 の 記 述 とは

別 に,い ず れ に し て も機 械 処理 の た め の情 報 を 用 意 す る必要 が あ る。

以 上 の よ うなMRDの 欠 点 を 克服 す るた め には,計 算機 に よ る 自然言
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語 処理 の た め に適 切 な 記 述 方 法 と十 分な語 彙 を持 ち,厳 密 に構 造化 され

た デー タベ ー スが 必要 で あ る。 現 在 の 自然 言語 処 理 技術,デ ー タベ ース

/知 識 ベー ス技 術 な どの 水 準は,工 学 的 にそ れ を可 能 に してい る と言 え

る。LDBは この よ うな 要 請 の も とに構 想 され てい る も の であ る。

しか し一 方 で,理 論 的 に はLDBに 関 して困難 な 問 題 が 多数 あ る と言

わ ざ るを得 ない 。 主 な問 題 と して は,機 械 処 理 の た め の語 義 の記 述 とは

ど うい うものか,あ る い は応 用 分 野 を選 ば な い汎用 の デ ー タベ ー ス の構

築は 可 能 か,な どが あ る。 これ ら の問題 を現 時点 で は 保 留 にす るが,大

規模 な デ ー タベ ー ス を 作 る方 を優 先 しよ うとい うの がい わ ゆ る電 子化 辞

書 の 開発 の試 み で あ る。 これ に っ いては6.2で 述 べ る。

6.1.3LDBの 構 想

上 記 の よ うに,計 算 機 に よる 自然言語 処理 のた め の 大 規 模 な デ ー タベ

ー スが 現在 さま ざ まな 分野 で求 め られ てい る。 ここ では そ れ をLDBと

呼 ぼ う。 これ は デ ー タベ ー ス と して 汎 用 であ り,一 つ の 標 準 を 与 え る も

の でな けれ ぽ な らな い 。 後 の節 で示 す よ うに この よ うなLDBの 開発は

世 界的 な趨 勢 であ る。

諸 分野 に おけ るLDBへ の要 請 を ま とめ る と次 の よ うに な る。

① 標 準 的 な デ ー タベ ー ス

_つ の言 語 圏 にお い て標 準 的 なLDBが 一 つ 必要 である。また費 用効

率 か ら考 え て も,汎 用 の もの が一 つ だ けあ れ ば 良い 。

② 一 元 的 な 管理 形 態

LDBの 管理(作 成 ・更 新 ・増 補 ・改 訂)は 権威者 による委員会の よ

うな 組 織 に よ り一 元化 され るべ きで あ る。

③ 応 用 辞 書 の 作成 が 容易

応 用 シ ス テ ム のた め の 辞 書(応 用 辞 書)はLDBか ら必 要な情報 を抽

出 す る こ とに よ り容易 に作成 す るこ とが で き る。

④ 冊子 体 の 辞 書 の作 成 が 可 能

冊 子体 の辞 書 の編 集,出 版 もLDBを 原典 と して利 用す ることによ り

容 易 に な る。

⑤ 広 い応 用 分 野

)
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応 用は 言語 学 的,'工 学 的な もの に 限 らず,歴 史,文 学 な ど人文 学 的

な分 野 に も広 げ る。

この よ うな要 請 を満 す にはLDBの 扱 う対 象 は 相 当に広 い もの となる 。

まず,扱 う言 語 と してはmonolingual(単 言 語),bilingual(二 か 国

語),multilingual(多 言 語)の ものが応 用 に 応 じて必 要 であ る。 ま

た語 彙 の範 囲 とし ては 一 般 語 の 他 に諸 専 門 分 野 に 応 じた そ れ ぞ れ の専 門

語 が 必要 で あ る。 さら に記 述 内容 と しては 通 常 の 辞 書 に含 ま れ るよ うな

形 態 ・構 文 情 報,語 義,用 例 な どの他 に,計 算機 に よ る 自然言 語 処理 の

た め の情 報 を持 た な け れぽ な らな い 。

LDBと してNewOEDの よ うな規 範的 な もの を考 え る限 りにお い て

は 扱 う言 語 は 単 言 語 で あ る。 しか し,そ の応 用 シ ステ ム とし て機 械 翻 訳

な どを取 る と二 か 国 語 さ らには そ れ以上 の情 報 が 必 要 に な る。 多言語 間

で の語 の 対 応 関 係 は 一 般 には複 雑 な の で,単 言 語 のLDBを 組 み 合 せ る

だ け では 多言 語 のLDBを 得 る こ とは で きな い 。LDBと して は この よ

うな 多言 語 の情 報 まで を含 め た ものが 望 まれ る。

専 門語 の扱 い は特 殊 で あ る 。専 門 分野 に よ って は化 学 の よ うに語彙 数

が 数 百 万 にの ぼ る も の もあ り,そ の収 集,管 理 は もはや 言 語 や デ ー タベ

ー スの 問題 とは 言 え ず ,そ の専 門 分 野 の問 題 と な る。従 っ て,デ ー タベ

ース の 形 態 と して はLDBの 一 部 では な く
,専 門 語 デ ー タ ベ ー ス として

LDBに 付 随 した もの とな るべ き であ ろ うが,そ の利 用 者 に とっ ては 区

別 無 く使 え な け れば な らな い 。

Utva'計 算 機 に よ る 自然 言 語 処 理 の た め の情 報 と してほ シ ソー ラスや知

識表 現 が上 げ ら れ る。 前者 は 語 義 を 表 現 す るの に他 の概 念 との 関係 を示

す こ と に よ って行 うもの で あ り,後 者 は語 義 や語 の用 法 を計 算 機 に よっ

て扱 うこ との可 能 な 数学 的表 現 に よ って記 述 す る もの であ る。 意 味論 的

な 処理 を 伴 う高 度 な 自然 言 語 処 理 を 行 うため には これ ら の情 報 は 必須 の

もの であ る。

6.2国 内 外 に お け るLDBの 動 向

LDBを 開発 し よ うとい う動 きは 各 国 に見 ら れ る6こ れ は 自然 言語 処理
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技 術 の発 達 がLDBを 必要 とす る フ ェー ズ に差 し掛 か った こ とが 大 きな理

由 と考 え られ るが,そ れ と同 時 にMRDの 利 用経 験 とそ れ に伴 う資源 の蓄

積 がLDBの 開 発を 可 能 に して い る こ と も事 実 で あ る。

6.2.1、 日本 にお け るLDBの 動 向

言 語 情 報 の 統合的 デ ー一一タベ ー ス で あ るLDBは,そ の規 模 ・標準 性 か

ら,LDBそ の ものが 日本 で 開発 さ れ てい る訳 では ない 。 しか し,LDB

へ 向 け ての 言語 デ ー タの 整備,MRD,電 子化 辞書 の 開 発 お よび 研 究は

進 め られ てい る。 こ こで,そ の動 向 に 簡単 に触 れ,「6.2.3日 本 にお

け るLDB関 連 研 究 事 例 」で詳 し く紹 介 す る こ ととす る。

言 語 デ ー タの整備 につ い ては,国 立 国語 研究 所 にお け る調 査 研 究が あ

る 。国立 国語 研 究 所 では,現 代 日本 語 の書 き言 葉 の使 用状 況 に つい て の

情 報 を お さめ る 「総 合辞 書 」の 構想 が 進 め られ つつ あ り,ま た,日 本 語

英 語 の機械 可読 用 シ ソー ラス の作 成 に着手 してい る。 また,日 本語 の合

成 語 に 関 す る 「造 語 成 分 の辞 書 」を拡 充 すべ く研 究 が 進 め られ てい る。

これ らは,LDBに 対 し て言 語 デ ー タの供 給 源 とな り うる こ とが 期 待 さ

れ るo

電 子 技 術 総 合研 究 所 では,国 内 で は最 も早 く,1977年 に 三 省堂 新 明

解 国 語 辞 典(第 二 版)を コ ン ピュー タ上 に イ ン プ リメ ン トしてMRDを

作 成 してい る。電 総 研 では この デ ー タを各 研 究機 関 に配 布 し利 用 に供 し

て い る とと もに,さ ら に,其 其 辞典,国 語 辞 典,英 和 辞 典 な どの各 種 市

販 辞 書 を機 械 可読 化 し,ま た,こ れ らMRDを 用 い る 自然言 語 処理 シ ス

テ ム な どの ソ フ トウ ェアを 開 発 して い る。現 状 では,複 数MRDが 混在

し てい る状 況 で あ るが,こ れ ら種 々の 媒体 に分散 してい る各 種MRDの

統合 ・整理 と コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ戸 クを 介 した開 発 ・保 守 ツー ル の

整備 が 将 来 進 め られ れぽ,有 力 なLDBへ の情報 源 とな りえ よ う。

ま た,昭 和61年4月 には㈱ 日本電 子 化 辞 書研 究所 が 設 立 さ れ・,電子

化 辞 書 の研 究 開発 を開 始 した 。 この会 社 は 国 が7割,コ ン ピ ュー タ ・メ

ー カ8社 が3割 の割 合 で 共 同 出資 して 設立 され た もの で ,10年 間 で 日

本 語 と英 語 の電 子化 辞 書 を 各20万 語 の規 模 で 開発 す る こ とを 目的 と し

てい る。 こ こでい う電 子化 辞 書 は前 節 のLDBの 構想 と比 較 す る とその
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標 準 性,管 理 機 構 の点 で,必 ず し もLDBに 望 まれ る資質 を満 た してい

る とは言 え な い か も知 れ な い が,内 容 と して はLDBそ の も の を 目指 す

も の であ る。

6.2.2海 外 にお け』るLDBの 動 向

海 外 にお い て も,本 報 告 書 の第4章 で示 した よ うに多 くの コン ピ ュー

タ解 析 用 辞 書 の 開 発 の構 想 が あ る。 そ の中 でLDBに 分類 され る もの と

して は次 の よ うな もの があ る。

① ホ ー トン ・ ミプ リン 出版 社

ア メ リカ ン ・ヘ リテ ー ジ英 語 辞 典 を元 に したLDBの 構想 。語 義 を意

味 ネ ッ トワー クを 用い て記 述 す るこ とを 目指 して い る。

② オ ック ス フォ ー ド大 学 出 版部

NewOEDを 元 に したLDBの 構 想 。 これ は 開発 段 階 にあ る。

③ ピサ大 学(イ タ リア)

イ タ リア語 と英 語 のLDBの 構 想 。 こ こでは 文学的なテキ ス トベ ース

と組 み 合 わ せ て,よ り広 範 な シ ス テ ムを 目指 し てい る。

ま た,LDBと は 称 し てい な い が,EUROTRAの 各機 関 で 開 発 が進

め ら れ てい る辞 書 も,そ の規 模 や 内容 か らみ てLDBに 近い も の にな る

こ とが考 え られ る。

6.2.3日 本 に お け るLDB関 連 研 究 事 例

6.2.3.1国 立 国 語 研 究 所

(1)語 彙 調 査 に も とつ く 「総 合 辞 書 」

国立 国語 研究 所 では,現 代 日本語 の語 彙 の実 態 を把 握 す るた め に,主 と

して書 き言 葉 を対 象 とした語 彙 調 査 を行 って きた。 大 規 模 な語 彙 調査 とし

て は,以 下 の よ うな ものが 挙 げ られ る。

(a)婦 人雑 誌 の語 彙 調 査

(b)総 合 雑 誌 の語 彙 調 査

(c)現 代 雑 誌90種 の語 彙 調 査

{d)現 代 新 聞 の語 彙 調 査

(e)高 校 教 科 書 の語 彙 調 査

(f)中 学 校 教 科 書 の語 彙 調 査
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一
この よ うな調 査 の成 果 の うち,方 法 論 あ るいは 理論 に 関 す る もの と して

は,

① 層 分 け標 本 抽 出法 に よる語彙 調 査 の 方法 な ど統 計 学 の応 用

② 同 じ語 か 異 な る語 か の判 別 を操 作 的 に行 う基 準 の 作成

③ 語 の基 本度 関 数 の提 示

な どを挙 げ る こ とが で き る。

一 方 ,語 彙 表 と しては,以 下 の よ うな ものが 報告 され てい る。

① 五十 音 順 に よ る語 の使 用 率

② 使用 率 順 に よ る語 の配 列 とそ の分 布

③ 語 種(和 語 ・漢 語 ・外 来 語 ・混種語)別,品 詞別,語 彙 成 別 な ど

の量 的 構 造 の 分析

④ 意 味領 域 に よ る語 彙 分 類 とそ の コー ド化

⑤ 漢 字 の使 用 率 な らび に表 記 の実 態 を しめ す漢 字 表,語 の表 記 の一

覧 表

こ、うした 語 彙 調査 の結 果 を ま とめ て,今 後 の語 彙調 査 をふ くめ 自然言 語

処理 に役 立 て よ うとい うのが 「総 合 辞 書 」の構 想 であ る 。 「総 合 辞 書 」は,

日本語 の書 き言葉 の使 用 状 況 につ いて の情 報 をお さめ る も の で,わ れ わ れ

が一 般 に 目にす る冊 子 体 の 辞書 とは そ の 内容 が大 き く異 な って い る。

た だ し,こ の 「総 合 辞 書 」の作 成 には,い くつ か の問 題 が あ る よ うで あ

る。そ れ は,(a)～(f)の 調 査 にお け る,調 査 単 位 が 共通 でな い こ とで あ る 。

あ る調 査 では 長 い単 位 が,別 の調 査 では 短 い 単位 が採 用 され てい て,こ れ

らを単 純 にそ の ま まの か た ち で統 合 す るわ け には い か な い 。 また,同 じ語

か 異 な る語 か の判 別 が す べ ての語 彙 調 査 で等 し く行 わ れ た わ け ではな い 。

つ ま り,そ れ ぞ れ の調 査 に参 加 した研 究者 の方 針 が異 な り,単 位 や単 語 の

認 定 に差 が み とめ ら れ る の であ る'。その よ うな問 題は た い した こ とで は な

い とい う意 見 もあ ろ うが,言 葉 を研 究 す る もの に とっ ては 重 要 な 問題 の ひ

とつ で あ る(日 本語 に は 分 か ち書 き の習 慣 が な く,こ の こ とも安 定 した単

位 を得 に く く してい る要 因 であ る)。 「総 合 辞 書 」の作成 にむ け て,こ う

した問 題 点 を解 決 す る必 要 が あ る。

理 想 をい えば,「 総 合 辞 書 」に は,既 存 の語 彙 調査 の結 果 か ら得 られ た
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情 報 に加 え て,次 の よ うな情 報 を盛 り込 む こ とが 望 ま しい。

・類 義 語 ,対 義 語,上 位 語,関 連 語 な どの意 味 に関 わ る情 報

・語 形 変 化 を す る単 語 の変 化 の タ イ プ(活 用 の タイ プ),派 生語 ・複

合 語 な どに 関 す る形 態論 的 な情 報

・動 詞 の よ うに,広 義 の語 形 変化 を発 達 させ て い る単 語 群 に は,ウ ォ

イス,ア ス ペ ク ト,ス タイル,待 遇,テ ンス,ム ー ドとい った 文法

的 カテ ゴ リー

今 日,こ の よ うな研 究 が 多 くの研 究 者 の あ い だ で 進 め られ てお り,そ の

成果 を辞 書 に と り こむ 必 要 が あ る。 さ ら に,動 詞 や 形 容詞 にお け る格 支配

の 現 象 も,こ れ ら の品 詞 に 属 す る単 語 が もつ 統語 的 な特 性 とし て辞 書 に記

述 す る こ とが 可能 で あ る。

(2)シ ソー ラスi

国立 国語 研 究 所 で は,機 械 可 読 用 の シ ソー ラスの 作 成 に着手 して お り,

現 在 「分類 語 彙表 」(秀 英 出版)の 増 補 が行 われ て い る。 この仕 事は 「新

明解 国 語 辞典 」(MT版,電 子 技 術総 合 研究 所)に,「 分 類語 彙表 」の分

類 コこ ドを 付 し,こ れ に 「角 川類 語 新 辞 典 」(角 川 書 店)の 分類 コ〒 ド,

「教 育基 本 語 彙 」(牧 書 店)の 学 習 段 階 を しめ した 記 号 な どを補 充 す るか

た ち で進 め られ て きた。機 械 可 読 の シ ソー ラスはジ 従 来 の冊 子 体 の 「分類

語 彙表 」な どに 比 べ て,収 録 語 数 が格 段 にふ え てい る うえ に,単 語 の多義

性 を 配 慮 し,一 つ の単 語 に,そ れ ぞ れ の意 味 に応 じ て複 数 の コー ドが付与

され てい る。

日本 語 の シ ソー ラ ス とは 別 に,英 語 ーの シ ソー ラス も計算 機 に 入 力 され て

い る。LongmanlexiconofcontemporaryEnglishが そ れ であ る。(当

初 は,.Roget's.lnternationalThesaurusの 約10万 語 の 入 力が 予 定 され

た が,語 数 が 多い こ とか ら,Longmanに 変 更 され た。)

以 上 の二 つ が完 成 す れば,日 本語 と英 語 の意 味 分類 体 の辞書 がそ ろ うこ

と にな る。両・者 を 比較 し,自 然 言語 処 理 用 の辞 書 の問題 点 を明 らか に し よ

うとす る プ ロジ ェク トが あ る(中 野 洋 「 日英 語 彙 デ ー タの収 集 ・比 較 と機

械 辞 書 の作 成 」一文 部 省 特定 研 究(1)「 言語 情 報 処理 の高 度 化 の 基礎 的研 究 」

の 中 の テ ーマ)
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(3)造 語 成 分 の辞 書

'日 本語 は
,単 語 あ るい は形 態 素 を組 み 合 わせ て新 た な合 成語(話 芸 と接

辞 か ら な る派 生 語 と二 つ以 上 の話 芸 か らな る複 合 語)を 生 産 的 に作 る こ と

一が で きーる言 語 であ る。 そ れ ゆ え に ,辞 書 の語 数 を増 や レて も,、なお か つ辞

書 に登録 され てい ない 合成 語 が しぼ しば 現 れ る もので あ る 。専 門用語 と し

ての元 い わ ゆ る術 語 に加 え て,新 聞 ・雑 誌 な どに もそ の場 か ぎ りの臨 時 的

な合 成 語 が頻 出 す る。 こ うした 合成 語 を計 算 機 で処理 す るた め に}よ,合 成

語 の構 造 パ ター ン を 明 らか に して お く必 要 が あ る と同 時 に,造 語 成 分 の辞

書 を 拡 充 す る こ とが不 可 欠 で あ る'。'こうした こ,とか らi・合 成 語 の デ ー タを

統 一 的 な 単 位 に分割 し,そ れ ぞ れ の構 成 要 素に つ い て,語 種 情 報 ・形 態 情

報 ・結 合情 報 の三 つ の付 加情 報 を記述 した 連 接表 が作成 され てい る。 図6

一 卍にあ げ るのは そ の具 体例 で あ る(石 井 正 彦 「語 構 成 分 析 のた め の単 位

と付 加 情報 に つ い て ⊥)一 一'『 』一

働

語 種情報 …K

形態情 報 …B

結合情報

式

K

B

撃

K

B

L七、l

L4

機

K
.B
－

」

漂
.…呈

⊃

枇

w

B
L

図6-1'連 接表(例)'

なお,語 種 情 報 とい うの は,形 態.素の 出 自に よ る区 別 で あ り,和 語 系

(W.),漢 語 系(K);外 来 語 系(G),混 種(H)か らな り.,形 態情 報

・とは ,語 基CB')と 接 辞(A)の 区別 で あ る'。語 基 と.は,r般 に,相 対 的

に 自立 で きる形 態 素 であ るの に対 して,・接 辞 は 自立で きない 形 態 素 を さす 。

だだ し,漢 語 系 の もの につい て は;自,立 性 が な くて も,一 文 字 を詰 碁 とみ

な して い る よ:うであ る。'結合情 報 の数 字 は結 合 の レベ ル を表 して い る。

この よ うな三 つ の付加 情 報は,た どえ.ば,「 衝 撃 式 か た さ試験 機 」の場

'合 に'は
,"KBlKB2KB4WBIWA2KBlKB3KB'1の よ うな文 字 列 とし
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て書 き表 す こ とが で き る。 合 成 語 の デ ー タに こ うした 分 析 をほ ど こ し,そ

こか ら,詰 碁や 接 辞 をお さめ た 造 語成 分 の 辞書 が得 られ る もの と期 待 され

る。

以 上,国 立国 語 研 究所 で 目下 進 め られ て い る三 種類 の機 械 可 読辞 書 を紹

介 した 。 これ らは,い ず れ も研 究途上 にあ り,完 成 され た もの では な い 。

また,LDBそ の もの と言 い得 るか ど うか は検 討 を要 す るが,LDBへ の

重要 な 基 盤 とな り うる と考 え ら れ る。

6.2.3.2電 子 技 術 総 合 研 究所

電 総 研 で は,国 内で は最 も早 く,す で に1977年 に,三 省 堂 の新 明

解 国語 辞 典(第 二版)を コ ン ピ ュー タ上 に イン プ リメ ン トした 。 そ の

後 この デ ー タは,各 研 究機 関 に配 布 され て用 い られ て い る。 同 じ辞 典

の 新 しい版(第 三 版)に つ い て もデ ー タが ほ ぼ完成 し てい るが,種 々

の 事 情 か ら校 正 が 完 了 して い な い の で まだ一 般 には 公 開 され て い な い

(マ ニ ュ アル だ けは 印刷 物 にな っ てい る)。 そ の他 に も,研 究 室 予算

で 入 力 した和 英辞 典,他 か ら の デ ー タを 研 究 に利 用 してい る其 其 辞典,

国 語 辞 典,英 和 辞典 な どが あ る。 これ らは い ず れ も市 販 の 辞 書 を コ ン

ピ ュー タ上 で 扱 え る よ う.に した もの で あ る。 辞書 の性 質 か ら 当然 であ

る が,コ ン ピ ュー タ上 であ る程 度 の容 量 が 必 要 な の で,中 には も との

媒 体 で あ る磁 気 テ ー プの ま まで利 用 が進 ん でい な い もの もあ る 。

この 中 で,最 も よ く利 用 して い る もの は,入 力 の 時 か ら一 貫 して 自

主 開 発 して きた新 明解 国語 辞 典 で あ り,見 出 し語 に関 す る種 々の情 報,

見 出 し語 を 辞書 とし て用 い る 自然 言 語 処 理 シ ス テ ム な どの ソフ トウ ェ

アが 揃 って い る。 この よ うに デ ー タの周 りの ソ フ トウ ェア環 境 を整 え

る ため には,デ ー タそ の もの の何 倍 か の容 量 を 必要 とす る 。 しか もデ

ー タそ の ものが正 確 でな い と,ソ フ トウ ェア環 境 を整 え る上 で障 害 と

な る こ とが あ る。 新 明解 国 語辞 典 の デ ー タは,最 初の 磁 気 テ ー プの段

階 か ら約4万2千 ヵ所 の修 正 が 施 され て い るの で,こ の点 の 問題 は な

か った 。 しか しなが ら,容 量 の 問 題 な ど,以 下 に述 べ る さ ま ざ まの問

題 点 のた め,電 総 研 の現 状は,ま だLDBま で至 って お らず,複 数 の

MRDが 混 在 してい る とい う状 態 で あ る。 以 下 で は問 題 点 を あ げ る と
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と もに,将 来 像 につ い て も触 れ る こと にす る。

まず 第一 に,前 述 の 容量 の問題 が あ る。通 常 の 辞 書 は,だ い たい

10～20MBの 容量 で そ の本 文 を入 力 す る こ とが で き るが,そ れ を き

ち ん と した デ ー タ ベ ー スの 形 で使 用 し ょ う とす る と,少 な くとも50～

200MBく らい の容 量 が 必 要 で あ る。 もち ろ ん これ には,見 出 し語 な

どの フ ァ イル情 報,保 守 の た め の プ ログ ラ ムな どが 含 まれ て い る 。最

近 では オ フ コ ンで もか な り大 容量 の もの が増 え て きた が,そ れ で も こ

れ は結 構大 き な 容 量 であ る。 また 大型機 を共 用 してい る場 合 に は,(占

有 でな け れ ぽ)こ の 容 量 を 確保 す るのは 難 しい 。 また これ だ け の容 量

を確 保 した と して も,周 りの環 境 を整 え てお か な い とそ の後 の保 守 が

難 しい(保 守 の 問 題 につ い ては 後述)。

第 二 に問 題 とな る のは フ ァ イル の収 容 形 態 であ る。 デ ー タは,そ の

規 模 が太 き「くなれ ば な るほ ど容 量 を コ ンパ ク トに収 め る こ とが重 要 に

な る。 しか しなが ら そ の デ ー タへ の ア ク セス の効 率 を 考 え る と,あ ま

りコ ン パ ク トに し過 ぎる とア ク セス時 間 が か か っ て使 い 勝 手 が悪 くな

る。 さ らに拡 張 性 につ い て も考 慮 す る必 要 が あ る 。 こ れ ら の互 い に矛

盾 を 含 ん だ要 求 を 満 た す た め には,フ ァイ ル校正 に つ い て十 分 に考 慮

す る必 要 が あ る。 とこ ろが,通 常 フ ァ イルは コン ピュー タ シス テ ム に

依 存 した ものが 多 い の で,シ ス テ ムが 変わ る と全 面 的 に 変更 しな げれ

ぽ な ら な い こ とがあ る 。 また,大 容 量 フ ァ イル を,た とえ ば 順編 成 で

扱 うな どは 非 現 実 的 で あ るが,シ ス テ ム に備 わ っ た エデ ィ タは,大 抵

順 編成 フ ァ イル しか サ ポ ー トして い ない 。 また,ラ ン ダ ム ファ イル に

す る と,物 理 的 に フ ァ イル容 量 を食 うよ うな シス テ ム も多い 。 ハ ッシ

ン グな どの技 法 も使 用 して い るが,関 数 の定 め方,拡 張 性 な どでの 問

題 も多 い 。

第 三 に,す でに た び た び 触れ て きた よ うに,保 守 の問 題 があ る。 前

項 で も触 れ た よ うに,辞 書 向 きの エデ ィ タとい うのは,市 販 の コン ピ

ュー タ に備 え られ た(日 本 語)エ デ ィタでは 不 十 分 で あ る 。 した が っ

て ど うし て も専 用 の ソー ル を開発 す る必要 が あ る。電 総 研 で も簡 単 な

ツー ルは い くつ か 開 発 してい るが,一 般 に応 用 で き る よ うな,辞 書 開
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発 ツー ル とい うもの は まだ作 成 して い な い 。 保 守(特 に誤 り訂正),

拡 張 には,そ れ に 対応 で き る(エ デ ィ タ よ りや や シス テ ム化 され た)

ツー ル が 必要 で あ る。

で は,辞 書 の 開 発,保 守 ツー ル と して どの よ うな もの が よいか を 含

め て将 来 像 を どの よ うに描 いて い るか を以 下 で少 し述 べ てみ よ う。 ま

ず最 初 にや るべ き(や らな けれ ば な らな い)こ とは,種 々の媒 体 に 分

散 してい る デ ー タ の 統合,整 理 で あ る。上 に 述 べ た 各種 の辞 典 は,(磁

気 テ ー プの ま まであ る も の も含 め て)種 々の コ ン ピュ ー タ上 に置 か れ

てい る。 しか も フ ァイ ル形 態 もそ れ ぞれ 異 な り,コ ー ドも まち ま ちで

あ る。 した が って統 合,整 理 とい っ て も容 易 な こ とで は な い 。 こ こで

い う統 合,整 理 とは,必 ず しも同 じ物理 フ ァイ ル上 にあ る こ とを意 味

しない 。 それ は 最 近 の ネ ッ トワー ク技 術 の 発 達 に よっ て,他 の コ ン ピ

ュー タ を フ ァ イル サ ー バ と して,必 ず し も自 分 の シ ス テ ム上 にデ ー タ

が 存 在 し な くて も高 速 ア ク セ スが 可能 にな って き てい るか ら であ る。

した が って将 来 的 に は,ワ ー クス テー シ ョン の よ うな も の を メ イン と

して,各 辞 書 の デ ー タそ の ものは どの コン ピ ュー タ上 にあ っ て も よい

が,そ れ ら の デ ー タ に柔軟 に ア ク セス で きる シス テ ムや プ ログ ラ ムを,

メイ ンに す え て お くよ うな システ ムをね ら って い る。具 体 的 には,マ

ル チ ウ イ ン ドウの機 能 な どを フル に活 用 して,あ る辞 書 を見 た り修正

した りす る の に常 に他 の 辞書 や シス テ ムを参 照 す る こ とが で き るよ う

な シス テ ムが 理 想 で あ る。 しか しな が ら現 実 の 予 算 と人手(こ の よ う

な シ ステ ム には マ ンパ ワー とそれ に伴 う予算 が 必要 で あ る)か らみ て

早 急 に 実 現 す る見 通 しは 現 在 の と ころあ ま りな い 。

6、2.3.3日 本 電 子化 辞 書 研 究 所

昭和61年4月 に国((特 認 法 人)基 盤 技 術 研 究 促 進 セ ン ター)と

民 間8社(富 士 通 ㈱,日 本 電気 ㈱,㈱ 日立 製 作 所,シ ャー プ㈱,㈱ 東

芝,沖 電 気 ㈱,三 菱 電 気 ㈱,松 下 電 器産 業 ㈱)の 共 同 出 資 で㈱ 日本 電

子 化 辞 書 研 究所 が 設立 さ れ た。 これ は大 規 模 で広 範 囲 な 自然 言 語 処理

の た め に言 語 情 報 を 大量 に集 積 した 大規 模 辞 書 の 研究 開発 を 目的 とし

た 組織 で あ る。
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こ の電子 化 辞 書 の構 成 は 図6-2に 示 され てい る。 マ ス タ辞 書は 日

本 語 と英語 を扱 うが,概 念辞 書 は 語 に よ って表 され る概 念 そ の もの を

扱 うた め にぞ の よ う'な区別 は な い 。

轄 マスタ辞書 基 本語緯 一[呈醸 誓書

対訳‥ 丁呈請 蕪 量

専門用『辞書τ 夏霞 嵩露 竃 書

総 轄 丁㌶慧纏

図6-2辞 書の構成(日 本電子化 辞書研究所)

マ ス タ辞 書 は言 葉 が表 して い る概 念 を定 義 し,そ の表 層表 現 であ る

単 語 の文 法 的特 性 を記 述 す る もの で,基 本 語 辞 書,対 訳 辞 書,お よび

専 門用 語 辞 書 か らな る。基 本 語 辞 書 は 日本 語 辞書 と英語 辞書,対 訳 辞

書 は 日英 対 訳 辞書 と其 日対訳 辞 書 で あ り,そ れ ぞれ20万 語 の語 彙 項

目か らな っ てい る。 これ らの辞 書 の作 成 につ い ては,語 の選 定 か ら記

述,'形 式 化 までを 全 く新 規 に行 う。

'辞 書 の 内部 に格 納 され る情 報 と して は
,.見 出 し語 情 報,品 詞情 報,

意 味 情報,訳 語情 報,そ のほ か の情 報 が あ る(図6-3)。 ・これ らの

項 目は,入 間 が 読 ん で理 解 す るた め の もの とは 異 な り,コ ン ピ ュー タ・

プ ログ ラ ムか らの ア ク セ スが 容 易 な よ うに設 定 され てい る。 内部 の 記

述 を統一 す る二こと を 含 め,コ ー ド化 を徹 底 して行 ってい る 。

語 義 に つ い て も,例 で示 す の では な く,明 確 に定 義 す る思 想 であ る 。

ま た語義 文 につ い ては,係 り受 け の曖 昧 さを解 消 す るた め に,カ ッコ

'により係 り を 明示 した形 式 とな ってい る。

・こ の単語 辞書 は,辞 書 標 準イ ン タ フ・エー ス に従 って・ ワー クス テ ー

シ ョン上 の辞 書 フ ァ イル ど して構 築 され る。 日本語 辞 書,英 語 辞書,
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項 目 内 容

見出 し語情報 見 出 し語,重 要 度,表 記 法,異 表 記,単 語 識 別番号

品 詞 情 報 異 表 記,品 詞,活 用(変 化),構 成 語,補 足 説 明

意 味 情 報
異 表 記,語 義,概 念 体 系へ の 対応 付 け,表 層格 パ

ター ン,構 成 語,補 足 説 明

その他 の情報 用 法上 の 注意,専 門 分野,類 語,反 意 語,発 音

訳 語 情 報 訳 語 区 分(同 義,類 義,上 位,下 位 語),訳 語

図6-3辞 書 項 目の 内容

そ れ ら の語 義 概 念 間 の対 応 関係,上 位 一下 位 関 係 も項 目単 位 の リン ク

情 報 と して表 現 され る。 辞 書 の参 照,検 索 の た め の シ ステ ムはUNIX

上 に実 装 され て い る 。

専 門用 語 辞 書 につ い ては,一 専 門 分 野10万 語 単 位 で辞 書 を作 成 す

る予 定 で あ る。 辞書 の 内容 は 基 本 語,対 訳 辞 書 に準 ず るが,名 詞 が 中

心 の もの と考 え られ てい る 。

概 念 辞 書 は マ ス タ辞書 で 定義 され た概 念 の体 系化 と関連 付 け を行 う

た め の もの で,具 体 的 には マス タ辞書 で 定 義 され た概 念 を上 位 一下 位,

全 体 一部 分 関 係等 に よ って分類 し,概 念 の 体 系化 を 図 る(概 念 体 系)。

また 体 系化 され た 概 念 に 対 し㍉ 属 性 を定 義 す るた めの 記述 を行 う(概

念 記 述)。 概 念 体 系 と概 念記 述 とは一 体 とな って,個 々 の概 念 の意 味,

概 念 相 互 間の 関 係 を表 現 する 。従 って そ の構 造,内 容,表 現 の上 で両

者 は 密接 に 関連 し合 うた め,研 究 開 発 は 相 互 に フ ィー ドバ ックを行 い

な が ら進 め られ る。 また'120万 概 念 以 上 に及 ぶ 膨大 な概 念 世 界 を扱

うた め,研 究 開 発 ツ ール と して 強 力 な デ ー タ管 理 シス テ ムが用 い られ 一

る 。

辞 書 を 開 発 す る支 援 シ ステ ム と し て,ワ ー ク ステ ー シ ョン上 に辞 書

作成 支 援 プ ログ ラ ムが用 意 され て い る 。 こ れは 従 来,手 書 き で行 わ れ

てい た 辞 書 の校 正,編 集作 業 を ワー クス テ ー シ ョン上 の専 用 エデ ィタ

で効 率 良 く行 うもの で あ る。作 業 は ワー クス テ ー シ ョン に,辞 書 の記
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述 項 目 に従 った ワー ク シー トが表 示 され,そ の項 目を 入力,修 正 す る

よ うな形 とな る 。 この支 援 プ ログ ラ ムは 各 種 の ユ ー テ ィ リテ ィを持 ち,

フ ォー マ ッ トや 内容 のチ ェ ックに対 して も強 力 なサ ポ ー トが可 能 とな

っ てい るo

辞 書 を作成 す るのは 数 年 間 にわ た る作 業 にな る。 こ の間 は,図6-

4に 示 す よ うに相 互 に干 渉 し,整 合 を と る方式 が とら れ る。 この 方式

に従 うと,辞 書 作 成 のサ イ クルは 次 の よ うにな る。 まず,日 本 語 辞 書

の 各 概 念 に 対 して対 訳 付 けを 行 い,そ の対 訳 英語 に対 して 英語 辞 書 の

概 念 との リン ク付 け を行 う。 この概 念 が英 語 辞書 に無 い 場 合 に は,新

た に英 語 辞 書 の見 出 しを設 け る。 英語 辞 書 か ら も 日本 語 辞書 に対 して

同様 の リン ク付 け が発 生 す る。 これ を繰 り返 す こ とに よ り基 本 語 辞 書

と対 訳 辞書 の概 念 間 の リン ク を完 全 にす る ことを 図 る 。

1剣 対訳轄
膜 対訳辞劃

英語辞書 日本語辞書

英語辞書の語 彙選択 日本語辞書 の語彙選択

・ ↓

〉

Ψw

ぷ

ぷ

、

小

爪

英語辞 書の内容記述 日本語辞書の内容記述

↓ ↓

対訳語(句)の 付与 対訳語(句)の 付与

w Ψ

対訳語(句)が 日本

語辞書 にな ければ,

日本 語 辞 書 に 登 録

対訳語(句)が 英語

辞 書 にな けれ ぽ,

英 語 辞 書 に 登 録

w
Ψ

図6-4辞 書 作 成 の方法
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昭和61年 度末 現 在 で研 究開 発 は 次 の よ うに進 ん でい る。 マス タ辞

書 は,基 本語 辞 書 の 見 出 し語17万 語 の 選 択 を終 え,そ の うち の2万

2千 語 に 関す る内容 記述 が行 わ れ た 。 日本 語辞=書,英 語 辞 書 の記述 内

容 に つ い て,機 械 翻 訳 を は じめ とす る 自然 言 語 処 理一 般 に適 合 で き る

よ う検 討 を行 い,そ の 内容 お よび記 述 形 式 を定 め て執 筆 ・入 力作 業 が

進 め られ た 。 また記 述 内容 を 検 証 す るた め,豊 富な 用 例 を収 集 して分

析 を し てい る。 概念 の体 系化 に 関 しては,次 年 度 か ら の本格 的 な 研 究

開発 に備 え,基 本 的 な概 念 につ い て 分類 を検 討 し,試 作 を行 った 。概

念 記 述 に関 しては,既 存 の深 層 格 の調 査 を踏 まえて概 念記 述 に必 要 な

概 念 間 の 関係 を洗 い 出 し,文 解析 とい う面 か ら見 た 必 要 な情 報(知 識)

め 選 択 を 行 って い る 。 また,デ ー タ管理 シス テム と して,各 辞 書 を格

納 す るた め の 辞書 管 理 シ ス テ ム の作 成,お よび ワー ク シー トか ら マス

タ辞 書 を 作成 す るた め の ユ ー テ ィ リテ ィ,マ ス タ辞 書 の校 正 支 援 の た

あ の辞 書 エ デ ィタ ・ウ イ ン ドウ・シ ステ ムの設 計,試 作 等 を行 っ てい る。
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今後の課題
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7.今 後 の 課 題

「自然 言 語 の コ ン ピ ュー タ解析 用 辞 書 に関 す る調 査 研 究 」事業 の 第2年 目

に 当 る本 年 度 の 目標 は,コ ン ピュ ー タ解 析 用辞 書 整 備 構 想 の た め の 基 本構 想

を と りま とめ る こ とで あ った 。

この た め,自 然 言語 処 理 応 用 シ ス テ ム と解 析 用辞 書 の現 状 を概 観 し,機 械

翻 訳 シ ステ ムの辞 書 更 新 につ い て の国 内調査,辞 書 の作 成 及 び 標 準 化 動 向 を

把 握 す るた め の海 外 調 査 を実 施 した 。

さ ら に,そ れ らの調 査 結 果 を も と とし て,辞 書 及 び そ の更 新 の あ り方 を考

察 し,辞 書 の 分類 ・構 成,作 成,更 新 お よび現 状 の問 題 点 とあ るべ き 姿 を検

討 した 。

この調 査 研 究 の 中 か ら,ユ ー ザ や メー カ で辞書 の作 成 ・更 新 が さ らに進 め

られ てい く と,辞 書 の整 合 性管 理 が 大変 困 難 に な るた め,各 種 イ ン タ フ ェー

ス を含 め た共 通化,標 準化 を計 れ る もの の必 要性 が 認 識 され,ま た,内 外 の

各機 関 で の動 向 はLDB(LexicalDatabase)の 開発 へ 向 か って い る こ と も認

識 され た 。

この こ とか ら,本 年 度 調 査 研 究 の テ ー マであ る 「辞 書 整 備 基 本 構 想 」の基

本概 念 と してLDBを 採 用 す る こ と とした。

した が って,「 今 後 の課 題 」ど して,LDBを 中心 に据 え て,(1)LDBの

開 発 ・維 持 ・管 理 に 関 す る技 術 的 課 題,(2)LDBの 開 発 ・維 持 ・流 通 に 関す

る体 制 上 の課題,(3)LDBの 波 及 効 果 に関 す る課 題 一 を指 摘 す る。

今 後 の 課 題

①LDBの 開発 ・維 持 ・管 理 に 関 す る技 術 的 課題

・言 語情 報 の 体 系化 に 関 す る技 術

・知 識 ベ ー ス,デ ー タベ ー ス技 術

・ネ ッ トワー ク技 術

・電子 化 辞 書(ED),MRDの 現状 と動 向

②LDBの 開 発 ・維 持 ・流 通 に関 す る体 制上 の課題

・LDBの 開 発 ・維 持 に 関 す る組 織

・LDBの 管 理 体 系
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③

・辞 書 ,LDBの 流 通 の仕 組 み

・産学 官 の 役 割 分担

LDBの 波 及 効 果 に 関 す る課 題

・LDBの 利 用 発 展 性

・言 語情 報 の産 業化
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資 料 編

資料1.国 内調査票

資料II.海 外調査訪問機関





資 料1.国 内 調査票

自然言語解析用辞書

アンケー ト調査票.

(メ ー カ ー向 け)

・り

財団 法人 日本情報処 理開発協会
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1貴 社 の概 要

ll機 械 翻訳 シスデムについて

IH辞 書の概要(機 械可読辞書)

一 目 次 －

IV辞 書 の ユ ーザ ー へ の提 供方 式

V辞 書 の ユ ー ザ ー へ の解 放 に つ い て

W辞 書1乍 成(メ ー カ ー 側)

W辞 書 メ ン テ ナ ン ス(メ ー カ ー側)

W辞 書 内容 の 変 更(ユ ー ザー 側)

ユ ー ザ ー 用 辞 書更 新 ツ ール

X辞 書 構 築(ユ ー ザー 側)

XI辞 書 更 新 に 関 す る ユ ー ザ ー へ の メ ー カ ー 側の 支 援 体 制
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1貴 社 の 概 要

1.貴 社 名

2.所 在 地 〒 口 口 口 ・口 口

m()

'

㎡`
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ll機 械 翻 訳 シ ス テ ム につ い て

1.シ ス デ ム の 名 称

2.対 象 言 語(其 日 ・日英 等)

3.対 象 分 野

4、 稼 働 環 境

(1)計 算 機 の 機 種

(2)OS

(3)プ ロ グ ラ ミン グ 言 語

(4)必 要 と す る主 メ モ リ容 量

5.利 用 方 式

Oバ ッチ 方 式O会 話 型

6.想 定 す るユ ー ザ ー形 態

(1)○ 個 人 利用

(2)o翻 訳 者

(5)必 要 とす る外 部 メモ リ容量

Oそ の 他

Oセ ン ター 利 用6そ の 他

cエ ン ド ユ ー ザ ーoそ の 他
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7.ユ ー ザ ー 側 の 運 用 体 制 を ど の よ うに想 定 して い.ます か。

8.保 守体 制 は ど うな っ て い ま す か。

9.シ ス テ ム の 実 働 の た め に 、 ユ ーザ ー ご と に準 備 しな け れ ば な らな い事柄 を

お 書 き下 さ い。

10.逐 一 ザー の シ ステ み へ の 介 入 を どの程 度 考 慮 して い ます か。、

11.シ ステ ム の 販 売 に つ い て

(1)販 売 方 式

(2)販 売 部 署

一155一



m辞 書 の概要(機 械可読 辞書)

1.名 称

2.作 成 日(作 成期 間)

3.種 類

4.機 能

5.役 割

6.規 模(語 い 数)

7`ユ ー ザ ー 運 用 上 の 辞 書 パ ター ン(シ ス テ ム 辞 書 ・セ ン タ辞 書 ・グル ー プ辞

書 ・ユ ーザ ー辞 書 等)

8.使 用 し て い る コ ー ド

CJIsoシ フ トJ`'Isoそ の 他

9.辞 書 構 成(体 系)に つ い て お書 き下 さ い。
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10.デ ー タ項 目 に つ いて 簡 単 に お 書 き下 さい。
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IV辞 書 の ユ ー ザ ー へ の 提 供 方 式

.ユ ー ザ ー へ の 提 供 方 式1

2.提 供 媒 体

O磁 気 テ ー プ

○ そ の他

oハ ー ド・デ ィス ク(容 量Mバ イ ト)

oフ ロ ッ ピー ・デ ィ ス ク(容 量Mバ イ ト)

3.提 供 形態

○ ソ ー ス ・コー ドOオ ブ ジ ェ ク ト・コ ー ドOそ の 他

4.バ ー ジ ョン ・ア ップ 版 辞 書 の 提 供 が あ りま す カ1。

Oな い

○ あ る

Lあ る場 合

(1)種 類

(2)頻 度

(3)規 模
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5.辞 書 に 関 す る権 利 は どの よ う に な って ます が。

6.辞 書 内容 の 漏 れ 防 止 対 策 に つ い て、 お書 き下 さ い。

(具 体 的 な 方 式 まで 書 か な く とも、 コ ン セ プ ト程度 は お 書 き下 さ い)
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V辞 書 の ユ ーザ ー へ の 解 放 につ いて

1.解 放 範 囲(ど の よ う に解 放 して い るか)

2.解 放 条 件

3.解 放 内 容 は どの よ う に な って い ま す か 。

(機 能 語 ・品詞 ・見 出 し語 ・訳 語 ・ル ー ル ・パ ラ メ ー タ ・コ ー ド 体系)

4.解 放 で きな い 部 分 に つ い て は 、 そ の 部 分 と理 由 を お書 き下 さ い。
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VI辞 書 作 成(メ ー カ ー 側)

1.基 本 語 い 、 専 門 語 い別 に収 集 法 、 選 択 基 準 に つ い て お書 き下 さ い 。

(1)基 本 語 い

収 集 法

選択基準

(2)専 門語 い

収集法

選択基準

2.基 本 語 い、 専 門 語 い 別 に、 辞 書 化 の手 順 を お書 き 下 さい。

(1)基 本 語 い

(2)専 門 語 い
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3.複 合 語、 慣 用 句、 多 義 語 へ の 対 処 方 法 につ いて お書 き下 ざ い。.

(1)複 合 語

(2)慣 用 句

(3)多 義 語

4。 重 要 語 の派 生 的 な意 味 や 、 特 殊 な 意 味 に つ い ての 対 処 方 法 に つ い てお書 き

下 さ い。
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W辞 書 メ ン テ ナ ン ス ・(,X'.一 力 ・一 側)∵.t・.,・ ..J㌶.

1.作 成 済 み の 辞 書 内 容 の チ ェ ッ ク の 頻 度 、 方 法 、 手 順 に つ い て お 書 き 下 さ い 。

(1)頻 度

(2)方 法

(3)手 順

2.テ ス ト用 例 文 の 種 類 と数 に つ い て お 書 き下 さ い。
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3.辞 書 ・文 法 の 修 正 、 維 持 、 拡 張 方 式 に つ いて お 書 き下 さ い。

4.辞 書 の デ ・一時タ拡 張 に 対 す る考 え方

c他 シ ス テ ム の 辞 書 を利 用 す る

cユ ー ザ ー 所 持 辞 書 を利 用 す る

O翻 訳 辞 書 や拡 張 ユー ザ ー辞 書 の 他 アプ リ ケー シ ョン を 利 用 す る

=そ の1也

5.専 門 辞 書 を複 数 利 用 した こ と が あ りま す か。

oな い

Oあ る

T－ その成 果 につ い て お 書 き くだ さ い
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W辞 書 内 容 の 変 更(ユ ー ザ ー 側)

1.ユ ーザ ー に よ り、 辞 書 内容 の 変 更 が で きま す か 。

Cで きな い

○ で き る

Lユ ー ザ ー一・メ ン テ ナ ン スの 各 機能 に つ い て 以 下 に お 答 え下 さい。

(1)変 更

'
Oで きな い

Oで き る ・

L内 容

方 法

(2)追 加

Oで き な い

○ で き る

L内 容

方 法
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(3)削 除

Oで きな い ・tt

Oで き る

L内 容

方 法

(4)'そ の 他 の機 能

2.ユ ー ザ ー に よ る訳 し分 け

Oで き な い

oで きる

L内 容

方 法

3.マ ニ ュ アル

oな い

oあ る

一166一



4.ユ ー ザ ー ・ メ ン デ ナ ン ス に 対 す る 、 ユ ー ザ ー か ら の 要 望 が あ 、り一*...した ら5

書 き 下 さ い 。

5.今 後 備 え て い く機 能 が あ りま した らお書 き下 さ い。
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IXユ ー ザ ー用 辞 書 更 新 ツ ー ル

1.ユ ー ザ ・・一・用 辞 書 ツ ー ル が あ ります か。

oな い

Oあ る

L種 類

機能

方法

特徴

_一
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X辞 書 構 築(ユ ー ザ ー 側)

1.ユ ーザ ー が 辞 書(ユ'一 ザ ー 辞 書/専 門 辞 書)構 築 に 当 た っ て、 利 用 で きる

機 能 の詳 細 を お書 き 下 さい 。

2.ユ ー ザ ー構 築 辞 書 と 将 来 の シ ステ ム ・バ ー ジ ョ ン ・ア ッ プ に対 す る整合 性

に つ いて 、 どの 程 度 配 慮 して い ます か。
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3.ユ ーザ ー 辞 書 構 築 へ の 支 援 体 制 を お書 き下 さ い。

4.ユ ー ザ ー作 成 辞 書 か ら、 メ ー カ ー提 供 辞 書 へ の フ ィー ドバ ッ ク は 、 どの程

度 お こなわ れ て い ま す か。
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XI辞 書 更 新 に 関 す るユ ーザ ーへ の メ ー カ 」 側 の支 援 体 制

1.辞 書 更新 支 援 体 制 に つ い て お書 き下 さ い。

2. 、ユ ーザ ー の 習 熟度 へ の対 処 方 法 に つい て お書 き下 さ い。

/
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3.辞 書 バ ージ ョン ・ア ップ 時 の 支 援 体 制(メ ー カ ー 側 請 け 負 い ・Kitに よ

る 自動 更新 ツ ール 提 供 等)

4.そ の 他 の支 援(ユ ー ザ ー 会 、News、 ユ ー ザ ー 辞 書 の 買 取 り/販 売 支援

等)が あ り ま し た らお書 き下 さ い。
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自然 言語 解 析 用 辞 書

ア ン ケー ト調 査 票

(ユ ーザ ー 向 け)

財団 法人 日本情報処理開発協 会
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V

W

W

W

－目次 一

貴方 について

導入 してい る機械翻訳 システム につ いて

運用 してい る辞書の実 態

辞書 の更新 について

辞書 に対 す る評価

辞書 更新に関 する運 用 体制(ユ ーザ ー側)

辞書 メンテナ ンス

その他
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1貴 方 につ いて

1.団 体 名

2.所 在 地 一
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ll導 入 して い る 機 械 翻 訳 シ ス テム につ いて

1.(1)シ ス テ ム 名

(2)対 象 言 語(英 日 ・日英 等)

(3)メ ー カ ー 名

(4)販 売 部 署

2.(1)導 入 目的

(2)導 入 形 態

o買 取 り

(3)導 入 部 署

Cリ ーtス/レ ン タ ル=そ の 他
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3.導 入 か ら実運用 まで の作業内容 と所要 時間 ・工数

作業内容 所要時間 ・工数1

旬

4.現 在 の シ ス テム の概 要

(ユ)計 算 機 の機 種

(2)OS

(3)プ ロ グ ラ ミン グ言 語

(4)要 員

(5)予 算

(6)翻 訳 量

一177ー
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5.機 械 翻 訳 シ ステ ム と結 合 して 作 成利 用 して い る ツ ール 類 が あ り ます か。

Oな い

Oあ る

L

ツ ー ル 名 内容

6.機 械翻 訳 シ ス テAの 運 用 体 制 に つ い て お書 き下 さ い。
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!1)人 手翻訳 との 比較
:

著 し く手間 がかか った
1「

7.機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 評 価 につ一いて 、 適 当な と こ ろ に印 を つけ て 下 さ

変 わ らな い1

←

|

}

',

著 し く楽 に
|ll

その理由

1 `

(2)ブ レエデ ィt 、

挙

著 し く手 間 がか か った
1

、

普通 著 しく楽 に
「

1

そ の 理 由

「 1 1

と て †で 満 ・ 『 ,.一 襲 一. !

一

とて も
「

1

そ の 理 由 .

1 1 1

(3・)ポ ス トエデ ィ ト

著 し く手 間 が か か ったト1 普 通 、

・

著 し く楽 に1
lI

その理 由

1

玄ト

1
.

7」
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とて も不 満l l 普通
|

とても満足

一

|

、A

その理 由

「} 1

(4)完 成度

とて も悪 い
1

普通
ll

とて も良い
1

ll

そ の 理 由

li 1

(5)導 入 効 果

全 ぐ効 果 無 し ., 911

、

普通
1

A

力

とても効果有 り
～

、1

.そ の 理 由

i!
一

`

(6)全 体 としての満足度

とて も不満
「1

'

普通
,1

とても満足
1`

そ の 理 由 .

1` |

,
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m運 用 して い る 辞 書 の実 態

1.(1)種 類

(2)機 能

(3)役 割

(4一)規 模(語 い数)

2.辞 書 の 構 成 内 容(単 語 ・イデ ィオ ム ・品 詞 ・意 味情 報 ・構 文 情 報 等)に

つ い て お書 き下 さ い 。

一181一



3.メ ー カ ー 提 供辞 書 の ユ ー ザ ー へ の 解 放 範 囲 と利 用 の 実 際 に つ いて 、 基本辞

書 ・専門 辞 書 別 に お 答 え下 さ い。

(1)基 本 辞 書

(2)専 門辞書

4.一 般 辞 書 ・利 用 者 辞 書 の 使 い分 け は どの よ う に され て ます か。
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5.専 門辞 書 の 分 野 分 け は、 ど の よ うに お こな っ て ます か。〕

丙容

6.専 門辞 書 を複 数利 用 した こ と が あ ります か。

oな い

=あ る

L複 数利 肌taこ とで、
rどの よ うな 成果 々!es,・ま し た か.
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IV辞 書 の 更 新 に つ いて 、

1.ユ ー ザ ー 側 で 、 どの 程 度 辞 書 の 更 新 が 必 要 で す か。

全 く必 要 な い ま あ ま あ 必 要 とて も必要

その理 由

2.辞 書 の 更 新 頻 度

(1)一 般 辞 書

全 く しな い
L

ま あ ま あ す る 非常 に多い
|

その理 由

(2)専 門 辞 書

全 く しな い一 ∋非常 に多い

その理 由
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(3)そ の 他 の辞 書

全 くし な い まあまあする 非常に多い一1

その理 由

3.内 容

(1)よ く追加 され る語の種類(複 数 解答可)

C専 門用語C複 合語C固 有名詞 ○ その他

(2)よ く削除 され る語の種 類(複 数解答可)

=専 門用語c複 合語c固 有 名詞 ○その 他

(3)辞 書 の更 新 時 に、 訳 語 を どの よ うに決 定 します か 。
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(4)辞 書 の 更 新 時 に、 訳 語 を統 一 す る必 要bl"あ る と思 わ れ ます か。

全 く必 熱 い
.ま あ ま あ腰 とて も必要

その理由

4.テ ス ト用 例 文 の種 類 と数 に つ い て お書 き下 さい。

5.一 一 殻 辞 書 更 新 時 に 、 同 時 に 、 文 法 を 更 新 す る こ と が あ り ま す か 。

全 く な い ま あ ま あ あ る よ く あ る

一 一ー一 －i-一 一一・一一 一≡ 一一一 ・・1-一 ・一一… 一一 一 →

どん な場 合ですか
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V辞 書 に対 す る評 価

1.メ ー カ ー提 供辞 書 に 対 す る評 価

とて も 不 満 普通 とても満足一

そ の 理 由:こつ い て お書 き下 さ い。

2.ユ ー ザ ー で現 在 使 用 して い ろ 辞 書 の 評 価

とて も 不 満 .普 通1|ト とて も満足
ll

そ の 理 由1こつ い て お書 き下 さい。
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3.'X－ カ ー提 供 辞 書 を どの 程 度 解 放 して ほ し い で す か。

4.ユ ー ザ ー辞 書 を充 実 す るこ と で 、 何 ら かの 効 果 ・弊 害 が 起 こ りま したか。

(1)効 果

(2)弊 害
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5.辞 書 の、 ユ ー ザ ー で 拡 張 した部 分 の 権 利 は ど こ に あ るべ き だ と思 い ます か。

Oメ ー カ ー ○ ユ ー ザ ー ○ その 他

そ の 理 由 を お書 き下 さ い。

6.辞 書 を 翻 訳 以 外 の 用 途 に 使用 した こ と が あ り ます か。

○ な い

Cあ る

L(1)ど の よ うな用 途 に 使用 し ま した か。

(2)こ の と き、 何 らか の不 都 合 が 起 き ま した らお 書 き下 さい。
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M辞 書 更 新 に 関 す る運 用 体 制(ユ ーザ ー 側)

.1.運 用 体 制 に つ いて、.(要 員 、 工 数 な ど を 含 め て)以 下 に お 書 き下 さい。
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2.一 般辞書の用語 の収集 ・辞書 化

(1)収 集 のために 使用 した資料

(2)収 集 方法

(3)辞 書修正の理 由

(4)翻 訳辞書 化の手順

一191一



3.専 門辞書の用 語の収集 ・辞書化

(1)収 集 のため に使用 した資料

(2)収 集方法

(3)辞 書 修正 の理 由

(4)翻 訳辞 書化の手順

一192一



4.辞 書 更 新 の 運 用 に つ いて

(1)運 用 規 定 につ いて お 書 き下 さ い。

(2)運 用 の マ ニ ュ アル が あ ります か ・

○ な い

cあ る

Lサ ン プ ル をお 書 き下 さ い。
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5.辞 書 更 新 時 の 入 力 伝 票 の サ ン プ ル を お書 き下 さ い。
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6.入 力 方 法

(1)oバ ッチ 方 式 ○ 会 話 方式oそ の 他

(2)登 録 操 作 の 手 順 につ い て詳 細 に お書 き下 さ い。
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(3)修 正 操 作 の 手 順 に つ い て詳 細 に お書 き下 さ い。
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W辞 書 メ ン テ ナ ン ス

1.辞 書 メ ン テ ナ ン ス機 能 は、 メ ー カ ー か らどの 程 度 解 放 さ れ て ます か。

全 くな い.普 通 自 由 に 使 える

解 放 内 容 に つ い て お書 き下 さ い。

2.利 用 者 用 辞 書 エデ ィ タが あ り ま す か。

○ な い

oあ る

L(1)エ デ ィ タの 特 徴 に つ いて お書 き下 さい。
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(2)エ デ ィ タ の使 い勝 手 は ど うで す か。t

'使 え な い 普 通 非 常 に 使い易 い
1

そ の理 由

(3)エ デ ィ タに 対 す る要望 が あ りま し た らお書 き下 さ い。

一198一



3,メ ン テ ナ ン スの た め の オ リジ ナル の ツ ール が あ りま す か。

○ な い

Oあ る

L

ツール の種類 機能

一
4.会 話方式 に よる辞書修 正 と、バ ッチ方式 による辞書修正 のお よそ の比率は

どの くらいですか(語 数で計測 した場合)。

会 話方式 のみ 同 じ くらい バ ッチ方式のみ
!.ll
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Wそ の 他

1.

他 、

シス テ ム と の辞 書 内 容 の 交 換 を す る こ とが あ りま す か。

しな い 時 々 す る 頻繁 にする
1! 1ト}ll 1

1)交 換 形態

○ 他 シ ス テ ム の 辞 書 を利 用 す る。

c他 シ ス テ ム と辞 書 を相 互 に交 換 しあ っ て い る。

o他 シス テ ム に辞 書 を 提 供 して い る。

○ そ の 他

2)辞 書 交 換 は、 どの よ うな 場 合 に して い ま す か。
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2.ユ ー・一ザ ー 辞 書 内 容 が 、 メ ー カ ー 提 供 辞 書 に フ ィ ー ドバ ッ ク さ れ ま す か 。

Oフ ィー ドバ ッ クさ れ る よ うな 体 制 が 、 メ ー カ ー側 に な い

cフ ィー ドバ ック さ れ る よ う な 体 制 が 、 ユ ー ザ ー側 にな い

○ フ ィ ー ドバ ック す る 体 制 は あ るが 、 ユ ーザ ー 側で は や って い な い

oフ ィー ドバ ック を お こ な って い る

Lど の様 に フ ィー ドバ ッ ク が お こ な わ れ て い る か、 お 答 え下 さい。

3.ユ ー ザ ー と して 考 え る理 想 的 な辞 書 体 系 とメ イ ン テナ ン ス機 能 に つ いて、

お 書 き下 さ い。

(1)理 想 的な辞書 体系
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(2)理 想 的 な メ ン テ ナ ン ス 機 能

4.他 機 関 との 連 携 が あ り ま した らお書 き 下 さい。
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